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序文

本書は中世大友府内町跡第１次・第２次調査の正式報告書です。

中世の大分には、鎌倉時代以来豊後の守護であり、北部九州の戦国大名に成長した大友氏の本拠地

｢府内」が所在しました。今回の調査地点はこのうち「横小路町」に比定される地点にあたっています。

「府内」については、ザビエルが訪れ、日本初のキリスト教会が置かれた都市として、フロイスの「日

本史」にもその繁栄ぶりが記され、海外にも知られましたが、近世以降長い間その実体は謎のままで

した。今回報告する調査はその「府内」に入る初めての本格的な考古学的発掘調査であり、調査の結

果、最大幅約１０ｍにも及ぶ道路跡をはじめ、多くの遺構や遺物が検出されました。出土した東南ア

ジア産を含む陶磁器や天秤皿、羽口やトリベなどからは、府内を拠点として南蛮貿易を行った商人た

ち、ものづくりに励んだ職人たちの活動よって繁栄していた「府内」の姿を窺うことができます。

本書が、本市からの情報発信の一つとして、歴史・文化研究をはじめ、文化交流の一助となるなら

ば望外の喜びです。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書の上梓にいたるまでご協力いただきました関係各

位、ならびにご指導下さいました諸先生方に深く御礼申し上げます。

平成１６年３月３１日

大分市教育委員会

教育長秦政博



例言・凡例

ｌ本書は、大分市教育委員会が大分駅周辺総合整備事業に伴って実施した中世大友府内町跡第１．２次調査の

正式報告書である。

２発掘調査における遺構図作成、遺構写真撮影等の記録作業ならびに基準点・水準点測壁については、株式

会社埋蔵文化財サポートシステムに作業を委託した。また、第１次・第２次調査の全景写真（合成）は、同

社が作成したものである。本書に使用した遺構実測図、遺構写真、空中写真は上記の両社が作成．撮影した

ものを使用しているが、一部の遺構写真については調査担当である杉崎重臣が撮影したものを使用している。

第２次調査の空中写真については、株式会社パスコに委託して撮影した。

４調査の際には旧日本測地系第２座標系の座標値を実測・測量の基準として使用した。

５本書作成に至るまでの遺物整理作業（遺物の注記･復元･実測）および遺物･遺構図版作成作業（トレース・

版組等）は整理作業担当職員である高畠豊の他、井口あけみ、梅田昭宏、羽田野達郎、羽田野裕之（大分市

教育委員会文化財課嘱託）ならびに次に記す大分市・大分市教育委員会臨時職員の多大な協力の下に実施さ

れたものである。（順不同）

測野玲子、吉高和子、村木佳、薬師寺流美加、小田原由実、結城由利恵、小野千恵美、江藤井津子、林裕子、

河野誠、大島紅、武田真知子、長木恵里子、木村藍子、松場泉、伊東みほ、河野裕子、小野啓子、工藤絵美、

江藤梓、副直美、近藤智史、植田高夫、清本類

また、一部遺物の実測作業については、有限会社九州文化財リサーチ及び株式会社人間文化都市研究所に

委託した。

６出土遺物の写真撮影は、高畠及び羽田野達郎が行った。

７本書作成に至る作業中、下記の方々よりご指導並びに有益な助言をいただいた。（順不同、敬称略）

亀井明徳石井進佐伯弘次大庭康時宮武正登清水実金沢陽矢島律子西田宏子楢崎彰一

藤沢良祐井上喜久夫大橋康二森本朝子青柳洋治森村健一山本信夫小野正敏西尾克己

古賀信幸増野晋次乗岡実菊池誠一重見高博川口洋平柴田圭子百瀬政恒水野哲郎降矢哲男

向井亙宮田絵津子中島恒次郎橋本久和徳永貞紹宮崎貴夫中村和美狭川真一山村信柴

前川要島谷和彦上田秀夫西野範子佐藤浩司西村昌也服部実喜堀内明博

８本書で使用した方位は全て座標北（ＧＮ.）である。

９出土遺物および調査の記録・資料は大分市教育委員会文化財資料室に保管している。

１０本書の執筆は第４章を梅田昭宏が、その他を高畠が行い、編集については高畠及び梅田が行った。

校正には、奥村義質、松竹智之（大分市教育委員会文化財課嘱託）の協力を得た。

１１本書に用いた遺構略号は、ＳＫ：土坑、ＳＤ：溝、ＳＥ：井戸跡、ＳＦ：道路状遺構、ＳＰ：ピット、ＳＸ：性格不明

遺構を表す。

１２本書で用いた出土陶磁器の分類及び編年観は主として以下の文献による。

なお、中国産の染付を「青花」と呼称する。

青花小野正敏１９８２「１５～１６世紀の染付碗・皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』ＮＯ２

森毅１９９５「１６．１７世紀における陶磁器の様相とその流通一大坂の資料を中心に-」『ヒストリア』

第１４９号

白磁森田勉１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』ＮＯ２

青磁上田秀夫１９８２「１４～１６世紀の白磁の分類と編年」『貿易陶磁研究』ＮＯ２

備前焼乗岡実２０００「中世備前焼（壷）の編年案」『第２回中世備前焼研究会資料』

乗岡実２０００「中世備前焼播鉢の編年について」『第３回中世備前焼研究会資料』

京都系土師器

塩地潤一１９９８「大友領国内における京都系土師器の分布とその背景」『博多研究会誌第６号』

また､一部の陶磁器等の産地同定･分類･編年観については小野正敏氏（国立歴史民俗博物館))､森本朝子氏（福

岡市教育委員会)、森村健一氏（堺市教育委員会)、木村幾多郎氏（大分市歴史資料館）にご教示いただいた。
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第１章序

１調査に至る経過

大分市は、市内中心部の経済的再活性化と都市交通の円滑化を目指し、大分駅周辺の総合整備事業を計画した。

これは「大分駅付近立体交差事業｣、「大分駅南土地区画整理事業｣、「庄ノ原佐野線等関連道路事業」の三事業

を一体とする大規模公共事業であり、各事業は平成６年度から平成７年度にかけて、順次決定をみた。

事業の推進に伴って、大分駅南地区の既存の住宅の中には移転の必要に迫られるものが発生することが予想さ

れ、これに対する代替地事業が平成８年度から着手されることとなった。酬業に先立って事業を主管する都市

整備課駅南対策室(平成８年度から駅周辺総合整備課)から大分市教育委員会へ埋蔵文化財に関する照会があり、

代替地予定地のうち数カ所については埋蔵文化財包蔵地にあたることが判明した。その一つである錦町地区は、

周知の埋蔵文化財包蔵地である「中世大友城下町跡」の範囲内にあたっていた。

中世大友城下町跡は、戦国時代に大友氏のもとで都市として繁栄したとされ、キリスト教の布教も行われてい

たことなどでも著名な「府内」の遺跡として範囲指定されたものであり、かねてより「府内」に関連する遺構の

存在が予想されていた。しかし、平成７年の時点では当該地域における考古学的調査例がほとんどなく、実体

が不明なままであった。このため大分市教育委員会では代替地事業の実施に先立って試掘調査を実施して、遺構

の遺存状態を確認することとし、平成７年９月１３日に試掘調査を実施した。

その結果、戦国時代のものと思われる遺構及び遺物が多数検出された。大分市教育委員会は、駅周辺総合整備

課と遺跡の取り扱いについて協議を重ねた結果、錦町地区の代替地全域の発掘調査を実施して遺構の記録保存を

行うことにした。これを受けて、第１次調査は平成８年５月７日～平成９年４月２日まで行われ、６２０㎡を調

査した。第２次調査は第１次調査地点の北側及び北西側の残りの部分と下水管等埋設部分を発掘調査したもの

で､平成９年４月７日～平成９年８月１１日まで行われ､調査面秋は２００㎡であった。なお､調査にあたっては、

いずれも㈱埋蔵文化財サポートシステムに発掘調査補助業務委託を行っている。

２調査組織

平成７年度（試掘調査）

調査主体大分市教育委員会

事務局大分市教育委員会

課長工藤久典

参事秦政博

室長堀和則

主査佐藤宏明

専門員讃岐和夫

指導主事後藤典幸

平成８年度（本調査）

調査主体大分市教育委員会

事務局大分市教育委員会

課長工藤久典

参事秦政博

教育長清瀬和弘

文化振興課

教育長清瀬和弘

文化振興課

主任技師塔鼻光司

主任技師坪根伸也

主事徳丸ひとみ

技師池過千太郎

技師塩地潤一

室長堀和則

主査佐藤宏明
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専iIIl員讃岐和夫

指導主事後藤典幸



主任技師塔鼻光司

主任技師坪根伸也

主事徳丸ひとみ

技師池遷千太郎

技師塩地潤一

嘱託杉崎重臣（調査担当）

嘱託新藤美由紀

嘱託中西武尚

文化財調査員（臨時）大野康弘

文化財調査員（臨時）奥村義貴

平成９年度（整理作業）

調査主体大分市教育委員会

事務局大分市教育委員会

課長野尻政文

参事秦政博

主幹玉永光洋

文化財室室長植木正巳

次長讃岐和夫

主査佐藤宏明

指導主事藤沢敏夫

指導主事後藤典幸

主任安部資美代

主任技師塔鼻光司

主任技師坪根伸也

主任技師池避千太郎

技師塩地潤一

技術員河野史郎

技術員高畠豊

嘱託杉崎重臣（調査担当）

平成１０年度（整理作業）

調査主体大分市教育委員会

事務局大分市教育委員会

課長園田裕彦

参事秦政博

主幹玉永光洋

文化財室室長植木正巳

次長讃岐和夫

主査福田誠一

発掘作業員

橋本満

岡崎哲雄

岡崎日出夫

甲斐辰夫

真部茂人

古長咲子

玉井多紀子

後藤登久子

安部冨美子

教育長清瀬和弘

文化振興課

嘱託大野康弘

嘱託奥村義貴

嘱託羽田野達郎

文化財調査員（臨時）中西武尚

文化財調査員（臨時）幸しのぶ

文化財調査員（臨時）田淵芳則

文化財調査員（臨時）小野貴史

文化財調査員（臨時）林潤也

文化財調査員（臨時）大藤弥生

文化財調査員（臨時）永松正大

発掘作業員

橋本満

岡崎哲雄

岡崎日出夫

甲斐辰夫

教育長清瀬和弘

生涯学習課

指導主事藤沢敏夫

指導主事後藤典幸

主任安部貴美代

主任技師塔鼻光司

主任技師坪根伸也

主任技師池遷千太郎
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永易喜美子

古城英治

吉高和子

岡和子

麻生妙子

真部茂人

後藤登久子

安部富美子

永易喜美子

古城英治

吉高和子

麻生妙子

玉井多紀子

井野和歌子

利光克寛

林房枝

吉高和子

大谷明宏

技師

技師

技師

嘱託

嘱託

嘱託

河野史郎

塩地潤一

高畠豊

杉崎重臣

大野康弘

奥村義貴



大野康弘

栃原嘉明

横山歩

早田利宏

宮川泰男

永松正大

文化財調査員（臨時）幸しのぶ

文化財調査員（臨時）苅谷史穂

文化財調査員（臨時）永松正大

文化財調査員（臨時）古木裕文

文化財調査員（臨時）野中慶誠

文化財調査員（臨時）水上仁

文化財調査員（臨時）安部知美

平成１１年度（整理作業）

調査主体大分市教育委員会

事務局大分市教育委員会

課長安部信彦

参事秦政博

主幹玉永光洋

文化財室室長植木正巳

次長讃岐和夫

主査福田誠一

指導主事藤沢敏夫

指導主事後藤典幸

指導主事甲斐猛

主任安部貴美代

主任技師塔鼻光司

主任技師坪根伸也

教育長清瀬和弘

生涯学習課

主任技師池避千太郎

技師河野史郎

技師塩地潤一

技師高畠豊（調査担当）

嘱託杉崎重臣

嘱託高木隆司

嘱託奥村義貴

嘱託神尾至

嘱託佐藤道文

嘱託荻幸二

嘱託小野貴史

嘱託羽田野達郎

託
託
託
託
託
託

嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱

嘱託神尾至

嘱託佐藤道文

嘱託荻幸二

嘱託羽田野達郎

嘱託橋本幸治

文化財調査員（臨時）栃原嘉明

文化財調査員（臨時）小野貴史

文化財調査員（臨時）近藤晃弘

平成１２年度（遺物整理作業）

調査主体大分市教育委員会教育長清瀬和弘

事務局大分市教育委員会文化財課

課長秦政博主任技師坪根伸也

課長補佐帯刀修一主任技師池避千太郎

主幹玉永光洋技師河野史郎

文化財係長讃岐和夫技師塩地潤一

主査福田誠一技師高畠豊

指導主事藤沢敏夫羽務員永松正大

指導主事後藤典幸リド務員三浦亜紀

指導主事甲斐猛嘱託杉崎重臣

指導主事姫野公徳嘱託奥村義貴

主任幸裕美嘱託荻幸二

主任技師塔鼻光司嘱託田中貴

託
託
託
託
託
託
託
託
託

嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱

佐藤孝則

羽田野達郎

大野康弘

横山歩

早田利宏

宮田剛

羽田野裕之

上野淳也

小住武史
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平成１３年度（遺物整理作業）

調査主体大分市教育委員会教育長御沓義則

事務局大分市教育委員会文化財課

課長帯刀修一主任技師塩地潤一

主幹玉永光洋技師河野史郎

管理係技師高畠豊

課長補佐兼管理係長熊谷一秋技師中西武尚

指導主事姫野公徳主事永松正大

主任幸裕美嘱託杉崎重臣

主事三浦亜紀嘱託奥村義貴

文化財係嘱託荻幸二

課長補佐兼文化財係長讃岐和夫嘱託佐藤孝則

指導主事後藤典幸嘱託羽田野達郎

指導主事甲斐猛嘱託宮田剛

主任技師塔鼻光司嘱託羽田野裕之

主任技師坪根伸也嘱託上野淳也

主任技師池避千太郎嘱託小住武史

平成１４年度

調査主体大分市教育委員会

教育長御沓義則（～平成１４年６月２７日）

秦政博（平成１４年６月２８日～）

事務局大分市教育委員会文化財課

課長帯刀修一技師中西武尚

参事玉永光洋主事永松正大

管理係事務員佐藤道文

課長補佐兼管理係長熊谷一秋嘱託井口あけみ

指導主事姫野公徳嘱託奥村義貴

主任幸裕美嘱託荻幸二

主任桑原治嘱託佐藤孝則

主事三浦亜紀嘱託羽田野達郎

文化財係嘱託宮田剛

課長補佐兼文化財係長讃岐和夫嘱託羽田野裕之

指導主事後藤典幸嘱託上野淳也

専門員塔胤光司嘱託小住武史

主任技師坪根伸也嘱託松尾聡

主任技師池遜千太郎嘱託松竹智之

主任技師塩地潤一嘱託苅谷史穂

技師河野史郎嘱託水町裕子

技師商胤豊嘱託梅田昭宏
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嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

松尾聡

松竹智之

苅谷史穂

水町裕子

梅田昭宏

勝間田あや

岩尾美保子

梅木信宏



技師中西武尚

主事永松正大

主事佐藤道文

事務員五十川雄也

嘱託井口あけみ

嘱託荻幸二

嘱託宮田剛

嘱託奥村義貴

嘱託苅谷史穂

嘱託羽田野達郎

嘱託梅木信宏

嘱託上野淳也

嘱託梅田昭宏

嘱託岩尾美保子

嘱託佐藤孝則

嘱託松竹智之

嘱託松尾聡

託
託
託
託
託
託
託
託
託

嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱
嘱

小住武史

羽田野裕之

水町裕子

小橋寛之

術藤亮介

江上正高

大野瑞恵

秦さとみ

吉本明弘

３調査地点の位置と歴史的環境

中世の大分は、守護大友氏の本拠地として守謹所がおかれ、はじめ「府中｣、後には「府内」と称されていた。既

に大友氏入部前の１３世紀前半には､｢府中」の呼称が文献上知られている。仁治３年（1242)および寛元２年（1244）

に大友氏が制定した「新御成敗状」二十八ケ条および「追加」十六ケ条には、この府中を対象とした「都市法」と言

うべき条文が見られるが、既にこの時期には市街地的景観が見られたことを推測させるものである。大友氏は中世を

通じ一貫して豊後守護をつとめ、守護大名から戦国大名へと発展を遂げ、最盛期には北部九州６カ国の大名として君

臨することになる。これに伴い分国の中心地である豊後の府内は、政治的あるいは経済的中心地として都市的発展を

遂げた。宣教師ルイス・フロイスによれば、８０００戸もの家があったと伝えられるほどである。こうした都市的発展

については大友氏権力の菰極的関与も窺われ、戦国時代の１６世紀中葉～後半には、館や御蔵場の整備・建設等、政

策的に都市の整備が行われたことが文献上も知られている。このほか、中国人等の外国人で府内に居住する者がいた

ことも指摘されており、戦国時代の府内は国際貿易都市としての‘性格も持つようになっていた。

府内は戦国時代末期の天正１４年～１５年（1586～1587)、島津竃の府内侵攻により占領され、その際に焼亡し

たとされる。その後、十分に復興される間もなく、文禄３年（1593）大友吉統が除国され、慶長２年（1597）に

５

平成１５年度（報告苫刊行）

調査主体大分市教育委員会

教育長秦政博

事務局大分市教育委員会文化財課

課長帯刀修一

参事玉永光洋

管理係

係長久多羅岐明

主査平野勝敏

指導主事姫野公徳

主任桑原治

主任安倍一成

主事三浦亜紀

文化財係

課長補佐兼管理係長讃岐和夫

専門員塔鼻光司

指導主事後藤典幸

主任技師坪根伸也

主任技師池遷千太郎

主任技師塩地潤一

技師河野史郎

技師高畠豊
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中世大友府内町跡

中ノ浜遺跡
府内城・城下町跡

大友氏館跡
万寿寺跡

東田室遺跡

大道条里跡

大道遺跡群

南金池遺跡

1０ 若宮八幡宮遺跡 2０ 羽屋園遺跡

1１ 上野遺跡群 2１ 羽屋井戸遺跡

1２ 上野大友館跡（上原館跡） 2２ 永興遺跡

1３ 野廃寺 2３ 津守遺跡

1４ 野竜王畑遺跡 2４ 羽田遺跡
1５ 元町石仏 2５ 下郡遺跡群

1６ 岩屋寺石仏 2６ 牧六分遺跡

1７ 伽藍石仏 2７ 牧遺跡
1８ 古国府遺跡群

1９ 岩屋寺遺跡

第１図周辺遺跡分布図（1/２５０００）

始まる府内城の築城とその光成（慶艮１３年：1608）に伴ってⅡI府内町は府内城下町に移転されることになる。

こうして、中世の都市域は僅かな咽複域を持ちつつも北西側に人きく移動することとなり、旧府内町のほとんど

は礎なく農村化していったとぎえられる。

戦IK1時代の府内については、近''1:以降に作成された絵図により、その全貌を蹴うことができる。これらは、大

別して３種類、計１２点知られるが、１つの原似lから写されたｌｌｉｌ－系統のものと推定されている。それによれば

｢府内」は大友氏館を''1心として南北３本、東西４本の道路によって|>〈IIIIiされていることが宥取される。さらに

道路に沿って４４もの町名が記入されており、木戸を有する両側|I1j.あるいはﾊ･側llIj.が形成されていたことが表現

されている。

この絵図の現地比定作業が１９８７年の大分市史編纂時に行われ、それにより、「戦国時代の府内復原想定図」

が作成された。この範囲が呪ｲlﾖ、「IlIlII:人皮城下町跡」として周fllされる範|〃lであり、南北２．２kIn、東西０．７kｍ

に及んでいる。
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第２図中世大友府内町跡各調査区位置図（大分市史中巻付図１１「戦国時代の府内復元想定図」より作成）
（1/８０００）
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中世大友府内町跡第１次・第２次調査区
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調査地点横小路町

「戦国時代の府内復原想定図」によれば、今回の調査地点横小路町は大友氏館が所在する「府内」中心部から

やや北寄りに位置し、Ｗ－１９。－Ｎに斜行する東西方向の道路に面している。「府内古図」によれば道路を挟

んで南北に町屋が存在したことが表現されており、明治時代の地籍図でも道路を挟む形で短冊形の地割が展開し

ていることが窺われるため、両側町であったことが予想される。
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大分市教育委員会・中世都市研究会２００１『南蛮都市・豊後府内都市と交易』

本報告苫において報告する、中世大友府内町跡第１次調査は、１９９６年に実施され、中世府内町解明の端緒と

なる初めての本格的な発掘調査であった。この調査の結果、「戦国時代の府内復原想定図」とほぼ一致する位置

で戦国時代の道路状遺構が検出され、「復元想定図」の正確さ、ひいては「府内古図」の信懸性を示す結果となっ

た。また､1998年には｢復元想定図｣による大友氏館推定地南東部における発掘調査で庭園状の遺構が検出され、

大友館についてもその存在が確認された。

その後、現在に至るまで府内町跡３３次、大友氏館跡１２次（2003年１０月現在）と調査が重ねられてきてお

り、大友氏館を含む中世府内町の全貌が次第に明らかになってきている。

第３図中世大友府内町第１次・第２次調査区位置図（1/1000）
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１発掘調査の概要

第１次、第２次調査の調査地点は横小路町に比定される地点にあたり、道路を挟む両側町が形成されている

ことが推定されていた。今回報告する２次にわたる発掘調査により、推定されていた位置とほぼ合致する形で

戦国時代の道路状遺構が検出された。

これらの遺構が掘り込まれている遺構面については、大別して２面に分けられる。すなわち、第１面は道路

状遺構の整地層上面及びこれに対応する道路両側における整地層上面であり、道路状遺構整地層直下の面が第２

面である。道路状遺構両側においては、整地層より下で検出された遺構、すなわち道路状遺構構築以前に遡る可

能性がある遺構も存在していたと考えられるが、整地屑が薄くかつ判別が困難であったため、発掘調査時におい

てその上下の遺構面を区別することはできなかった。加えて、第１次調査の表土剥ぎ時には、道路状遺構の路

面よりもかなり下の土層にまで重機により掘り下げてしまっていた。部分的には道路状遺構の整地層をほぼ除去

してしまい、道路状遺構最下部の砂牒層にまで掘り下げた所さえある。これに伴って、道路両側の整地層をもか

なり掘り下げてしまった。このような状況により、道路状遺構の整地が及ぶ部分以外においては、第１面と第２

面の区分はほとんど不可能となった。よって、道路状遺構直下で検出された遺構以外については第２面の遺構

として層位的な認識に基づいて確実に報告できるものがほとんど無い。このほか、部分的な整地層も認められる

や

５
４

▲↑
ゆ◆

遼溌琴
２

雲謡
ｃｏｐ

｡

=蔭:蕊Ｉ三喜拳茎j三宝
蝉
》

蛤
一

一
〆 F諺､＆

鋸i胃乏
勘

●－〕●f･》一ノ。･へ“雲j:凄；j:凄；･』‘3葡

壷y:？
"今､

､､こ： ｡:讃チーーー

灘
蚕
鑑

・
鯉
窪

き:趣
篭侭恵

第２章調査の成果

:駒篭

鍵
●

蕊雲
Ｃ等些;一壷

←①●~｡①

登輔 迩篭： Ｏｰ
●●

、◎

０，

ﾐ§Ｌ
_b●

室霧雲
◎

◎◎

ー －－－－－一

０

凸も４口

９

●

、｡‘竜頭

ｂ◎●● ，

近世以降の整地届
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表土・客土

第４図検出遺構略図(1/400）

第５図基本土層模式図
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が、遺構面として明確に区分することはできなかった。以上のようなことから、本報告においては、道路状遺構

の整地層よりも下位で胴位的に検出された遺構と、道路状辿構分布範囲で検出された遺構のうち埋土の状況によ

り道路状遺構よりも下位の辿柵と推定されたもののみを第２面の辿構として報告する。

遺構図の提示にあたっては上記のような調査の状況をふまえ、調査の過程において作成された２枚の遺構全

体図をそのまま提示することとする。これらは、遺構の検出、棚り下げの進行に伴って作成されたものであり、

第図より第図がより下位で検出された遺構を図示してはいるものの、遺構面の別を必ずしも反映したもので

はない。

なお、第１次調査の調査而穣は６２０㎡、第２次調査は２００㎡である。遺構番号のうち、４００番台までが第１

次調査での検出遺構で、５００番台～９００番台が第２次調査での検出遺構である。ｌ、２次調査で同一の遺構と考

えられるものに別の遺構番号がつけられている例（例えばSDl40とSD970）もいくつかみられるが、この場合

は第２次調査の遺構番号をもって代表させている。同一であるか否か疑問がある場合は、別々に説明している。

２第１面の遺構と週物

道路状遺構ＳＦＯＯ１及び関連遺構（第６図、土層：第８図）

調査区中央を北西から南東に斜行している整地遺構として確認されたものである。先述したように、第１次

調査においては、表土剥ぎの際に本遺構の整地層の下部まで重機により掘り下げてしまったため、路面の確認は

壁面の土層により行ったのみである。しかし、第２次調査においては、遺構上面の硬化面（路面）を広範囲に

確認することができた。道路状遺構の整地層は、粘質土・砂・小磯を交互に突き固めて積み上げた版築の手法に

より構築されている。（第８図）遺構北端における整地屑下面と遺構中央における整地層下面とでは前者のレベ

ルが約２５cm高いことが観察される。同様に、遺構南端における盤地層下面と中央とでは南端のほうが約４０ｃｍ

レベルが高い。同様な状況は調査区東側及び西側の土層断面においても観察される（第７図)。よって、この道

路状遺構の整地層は一種の掘り込み地業により築造されているものと判断される。こうした版築状の整地層は、

調査区北西部分で約１０．０ｍ、南東部分で約９．５ｍを測る。

第２次調査で検出された遺構表面の硬化面は、その中央に幅１．１～１．７ｍ、深さ１０cm程度の満状の浅い窪み

があり（SX825)、これらは焼土を多量に含む土で埋積していた（第６図)。

道路状遺構整地層の北端及び南端には整地層分布範囲に平行して満状遺構がいくつか掘り込まれており、側

溝と推定される。しかし、連続して延びる溝は検出されず、多くは断続的に収束する溝状遺構であった。この

うち北側側溝と考えられるSD799については道路状遺構との胴位的な関係を判断できる断面観察が可能であっ

たが、明確な切り合い関係は観察できなかった。このほか、側満の可能性がある溝状遺構にはSDl75、SDl83、

SD221、SD224、SD229、SD330、ＳＤ８１０、SD820、SD830がある。

道路状遺構の整地層中からは、概ね１６世紀中葉から後半を下限とする遺物が出土している。道路状遺構直下

にあるＳＥ４００．４６０及び、SD970の埋土上部からは比較的古相の京都系土師器が出土していることから、道路

状遺構の築造は１６世紀中葉頃に行われたものと推定される。

道路状遺構整地層出土週物（第１０図）

ｌは白磁皿、２は外面に沈線のみ施文する青磁碗である。３は背花碗Ｅ群の底部である。道路状遺構整地層か

ら出土した遺物中最も新しく位悩づけられるものであるが、これが盤地層のどのあたりから出土したものかは残

念ながら明確でない。４は９～１０世紀に比定される越州窯系青磁碗である。５は口縁部が玉縁状となる焼締陶

器鉢で、中国産と推定されるものである。６も中国産と推定される焼締陶器鉢の底部であろう。７は工具により

内面に段が形成される土師器坪である。

－１０－
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4.0ｍ

SD799土層-１ SD820

第１０図道路状遺構ＳＦＯＯ１整地層出土遺物（1/3）
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５褐灰色砂磯層

６晒褐灰色砂喋（粘質士混じる）
７明褐色粘質土

１赤褐色焼土
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第９図溝状遺構（道路状遺構側溝）土層断面図(1/20）
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SＤ１７５（第６図）

Ｂ－４区からＣ－５区にかけて検出された溝状遺構で、主軸方向はＮ－７３°－Ｗである。最大幅０．３ｍ、最大

深１５cm程度である。道路状遺構北側側溝の一部であることが考えられる。

SＤ１８３（第６図）

Ｂ－４区で検出された満状遺構で､撹乱により削平されていたため､幅２０cm､深さ１０cm程度しか残存していない。

主軸方向はＮ－６０°－Ｗであり、道路状遺構北側側溝である可能性が考えられる。

SＤ２２１（第６図・土層：第９図）

Ｃ－５区からＤ－５区にかけて検出された溝状遺構である。最大幅1.1ｍ､最大深0.4ｍを測る。東に行くほど浅く、

また、底面の標高も高くなり、収束している。主軸方向は、Ｎ－６７．－Ｗである。

出土遺物（第１１図５）

中国産と推定される焼締陶器鉢で、口縁部が鍔状になるものである。

ＳＤ２２４（第６図）

Ｃ－６区で検出された溝状遺構で、主軸方向はＮ－７０°－Ｗである。道路状遺構の北側側溝の一部の可能性

がある。

出土遺物（第１１図６）

６は、京都系土師器皿である。

SD229（第６図）

Ｂ－４区で検出された溝状の土坑であり、主軸方向はＮ－７１°－Ｗである。道路状遺構の北側側溝の一部

である可能性がある。

出土遺物（第１１図７．８）

７はロクロ成形の土師器坪で、内面の段は不明瞭である。８は備前焼播鉢で、１６世紀後半～末に位置づけら

れるものであろう。

SD330（第６図・土層：第９図）

Ｃ－４区からＤ－４区にかけて検出された溝状遺構で、北西側のＣ－３区及び南東側のＤ－５区では検出されていな

い｡最大幅0.8ｍ､最大深約0.3ｍで埋土中には多数の磯を含む｡道路状遺構SFOOlの南側側溝の可能性もあるが、

主軸方向はＮ－５６ｏ－Ｗとやや北に振っている。出土遺物に古相の京都系土師器があることから、埋積時期の

下限は１６世紀中葉以降と考えられる。

出土週物（第１２図）

１．２は青磁皿で、稜花皿の可能性があるもの。３は外面に蓮弁を描く青磁碗、４は口縁部外面に雷文帯を有

する青磁碗である。５は青花皿Ｂｌ群で、内面に十字文が描かれるものである。６は白磁皿◎７～９はロクロ成

形の土師器坪である。１０．１１は京都系土師器皿で、塩地編年１期に位置づけられる。１２は瓦質土器揺鉢である。

１３は備前焼蜜の底部であろう。１４は常滑焼裂で、口縁部の形態により１３世紀後半～１４世紀前半に位置づけ

られるものである。

1７－



SD799（第６図・土層：第９図）

Ｂ－３区で検出された溝状遺構で、最大幅１．１ｍ，最大深０．７ｍを測る。土層断面の観察により、３回以上の掘

り返しが行われたものと推定される。遺構の主軸方向はＮ－６４°－Ｗである。道路状遺構の北側側溝の一部

である可能性も考えられる。また、南東側の延長線上にはSKl37が存在し、同一の遺構である可能性もある。

遺構から確実に出土したもので判断すると、溝は１６世紀中葉～後半に廃絶した可能性がある。

出土遺物（第１２図）

ｌは青花碗Ｃ群である。２は、白磁小坪である。３は白磁碗である。４は無文の青磁碗。５～８はロクロ成形

の土師器小皿である。９～１２はロクロ成形の土師器坪である。これらのうち、６．７．１０は京都系土師器と類

似した白色系の胎土である。１３～２４は京都系土師器皿で、概ね塩地編年１期に比定されるものである。２５は

備前焼播鉢口縁部である。

SＤ８１０（第６図）

Ｂ－ｌ区で検出された溝状遺構であり、主軸方向はＮ－６５ｏ－Ｗである。最大幅は０．６ｍであるが、深さは

１０cm程度と非常に浅いものである。焼土を含む暗褐色土で埋積している。道路状遺構の南側側溝の可能性が考

えられる。

出土遺物より、１６世紀末に下る可能性がある。

出土遺物（第１３図）

５は青花碗Ｃ群、６は白磁皿である。７．８は備前焼で、８は乗岡編年近世１期ｂに比定される播鉢である。

SD820（第６図）

Ｂ－ｌ区で検出された溝状遺構で､道路状遺構の南側側溝の一部である可能性が考えられるものである｡幅0.6ｍ，

深さ０．４ｍで、一部に石組みが見られる。溝の最上部は焼土を多量に含む土で埋まっている。

SD830（第６図）

Ｂ－２区で検出された溝状遺構で、主軸方向はＮ－７０ｏ－Ｗである。最大幅０．４ｍ，最大深１０cm程度の浅

い溝で、道路状遺構南側側満の一部である可能性が考えられる。

溝状遺構（ＳＤ）

SＤ１６１（第６図）

調査区南西部で検出された。最大幅約1.2ｍ,最大深0.4ｍの溝で、主軸方向はＮ－６６°－Ｗを指向し、道

路状遺構にほぼ並行する。SX235もこの溝と同一の遺構である可能性が高い。何らかの区画溝と推定されるが、

道路状遺構SFOOlと時期を異にする道路側溝の可能性も考えられる。

出土遺物（第１１図１～４）

１．２はロクロ成形の土師器小皿である。３は土製灯火具で、坪部の張り出しが明瞭なものであるが、端部は

欠失している。底部には糸切り痕が明瞭に残る。４も土製灯火具であるが杯部は欠失しており、形態は不明であ

る。底部は６本の太い沈線と２本の細い沈線が放射状に描かれている。

SK870（第６図）

Ｂ－ｌ区で検出された溝で、最大深１５cmである。SD820の続きとも考えられるが、蛇行しているため別遺構と

－１８－
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出土遺物（第１５図）

ｌは青花碗Ｃである｡２はＩ与磁碗。３．４はロクロ成形の土師器である。５は備前焼と推定される小ﾉWの播鉢で、

内面には交差する摺11が施されている。６は焼締陶器小壷で、底部には糸切り狼を残す。胎土は灰色に発色して

第１２図ＳＤ３３０出土遺物（１～１１：１/３，１２～１４：１/4）
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第１４図SD810出土遺物（１～３：１/3,4：１/4）

いるが、備前焼ではないかと考えられる。７は土製灯火具で、貫通する穴があけられている。胎土はロクロ成形

土師器と共通する。８．９は中国産の褐紬陶器四耳壷である。８は口縁部に近い肩部の破片で耳の一部が残存し

ている。胴部と肩部の境界には稜線が形成されている。表面には茶褐色の紬が掛けられている。肩部には白色の

砂状物質が付着しており、頚部の周りを輪状に廻っているものと思われる。これは焼成の際についたものと思わ

れ、中世大友府内町跡第３次調査出土品にも見られるものである。
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第１５図ＳＤ８７０出土週物（１～７：１/３，８．９：１/4）

土坑（SK）

、 ご

20cｍ

SKO12（第１６図）

Ｂ－５区で検出された廃棄土坑であり、直径１．２ｍの円形状を呈し、検出面からの最大深は０．６ｍを測る。道路

状遺構との切り合い関係がない位置にあるため、同遺構との時間的な関係は不明であるが、比較的古相の京都系

土師器を含むことから、道路状遺構築造と前後する時期の所産と推定しておきたい。

出土週物（第１７図）

ｌは青花の瓶と考えられるものの胴部破片であり。呉須により描かれた二本の圏線が確認される。唐草状の文

様は陰刻されたものである。２は青花皿Ｃ群と考えられる。３Ｅ＞。。
ｉｖｉｌ

は青花皿Ｅ群の底部ではないかと思われ、裏面には落款状の刻

印が呉須で描かれる。４は青花碗Ｅ群か。６．７は青花碗Ｃ群

であろう。５は？州窯系の青花碗である｡８～１０は背花碗Ｅ群で、

１０は内面に花唐草文が描かれる。１１は口縁部が輪花となる青

花皿Ｆ群で、体部の内外面に鏑状のへラ彫りが施文される。１２

は青磁皿、１３は白磁皿である。１５は青磁碗で、見込みには不

明な文様が描かれる。１４は越州窯系の青磁碗である。１７．１８

はロクロ成形の土師器、１９～２３は京都系土師器で、塩地編年

の１期から２期にかけてのものである。２４は瓦質土器で、小

型の火鉢もしくは香炉と思われる。脚部付近には菊花文がスタ

ンプされる。２５は砂岩製の砥石である。

－３．８ｍ

４
０ １ｍ
－－

明褐色粘土質

暗褐灰砂磯

（暗灰粘土質混じる）

褐灰色砂磯

明褐色砂質土

第１６図ＳＫＯ１２平面・断面・土層断面図（1/40）
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SKO13（第１８図）

Ｂ－５区で検出された廃棄土坑で、長軸２．１ｍ、短軸１．５ｍと大規模であるが、検出面からの最大深０．２ｍと浅

い遺構である。出土遺物から１６世紀後半に廃絶したものと考えられる。

出土遺物（第１９図）

ｌは朝鮮王朝産陶器皿で、いわゆる雑紬陶器である。細かい白色粒子を含む暗灰色の胎土に、やや白濁した紬

が掛かる。見込みには４箇所の目跡が認められ、胎土目積みで焼成されたと推定される。２．３はロクロ成形の

土師器で､内面には工具による段が形成される。４～８は京都系土師器皿で､塩地編年の２期に位置づけられる。

９は大型の土錘である。１０は土製の灯火具で、底部には糸切り痕を残す。上端で直径８mm、下端で直径５mmを

はかる穴が上下から開けられ、貫通している。胎土や色調は、ロクロ成形土師器と共通する。１１は備前焼の聖

え

７

2５

２０cｍ

前
．、、霊蕊

が

③
４

０

1５
〆ジワ

３

鰻
一
雨

字
画

、巳

〈1）

’
＠

》

》

９

１０cｍ

、
～‘

多ｲ；

□
;フライ 夢乏



1旧

1１

SＫＯ７２

－２３－

SＫ１２３

二三ぞう

１ｋ

である。

４ＯｌＴ

20cｍ

４ Ｉ

,ここ），

4.0ｍ

SＫＯ１３

０ 1ｍ

第１８図ＳＫＯ１３･ＳＫＯ７２･ＳＫ１２３平面･断面図（1/40）

SKO72（第１８図）

Ｃ－５Ｉｘで検出された廃棄士坑である。長IliIII１．２ｍ、知IlilllLO5mの''1形に近い平面形をＩ農し、検出面からの深

さは最大１．０５ｍを測る。埋土のド部には明らかな不搭合面が認められ、掘り返しが行われたものと考えられる。

(

第１９図ＳＫＯ１３出土遺物（１～１０：１/３，１１：１/4）
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SKO92（第２２図）

Ｃ－６区で検出されたｔ坑で、侵軸１．３ｍ、剛''１１２ｍ､蚊大深０．７５ｍである。東側の壁面はオーバーハングし、

袋状となる。Ｆ膳には多数の7iが廃棄されていた。

出土辿物（第２１図ｌ～３）

ｌは朝鮮．E朝産陶器の舟徳利である。２は京部系土師器、３はロクロ成形土師器である。

SＫ１０１（第２２図）

Ｄ-51><で検出された土坑で、農I|ﾘ'１１．０ｍ、短!ＩｉＩｌｌＯ４５ｍ、蚊大深０．４ｍである。

出_t遺物（第２１図４～６）

４は中国産褐紬陶器の壷で､1.1縁部は:|宣縁状となる。外面に黒褐色の紬が掛かる。５．６はロクロ成形土師器で、

５は小皿、６は坪である。

SＫ１２３（第１８図）

Ｂ－６Ｉ>fで検出された廃棄･上坑であり、長軸１．９ｍ、短IliIil１．４ｍ、鼓人深０．８５ｍを測る。出士遺物より、１６仙

紀後､'4に位淡づけられる。
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出土遺物（第２０図）

ｌは121磁皿である。２～１２は京部系上師器で、概ね塩地綿年１期から２期にかけてのものである。１１は内

面にｲ1ﾃ目庄痕が確認できる。１３は瓦質上器の嬬鉢。１４は瓦質火鉢で、器I笹から張り出す脚が付けられている。

１５は瓦質上器の鍋である。外面下半分にはへう削りが箸しい・

″
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第２０図SKO72出土遺物（１～１２：１/３，１３～１５：１/4）
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第２１図SKO92・ＳＫ１０１出土遺物（1/3）
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SＫ１０１

第２４図ＳＫ１２３出土遺物（１～９：１/3,10：１/4）

才

腿3.8ｍ

出土遺物（第２４図）

ｌは五彩の小坪で見込みは蛇の目紬剥ぎされ、中心に花弁文？が描かれている。２は青磁菊皿、３は青花ｍｌＢｌ

群である。４～９は京都系土師器で概ね塩地編年２期に位置づけられるものである。１０は瓦質土器の火鉢である。
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第２３図ＳＫ１２４出土遺物（1～５：1/3,6：1/4）第２２図SKO92・ＳＫ１０１平面・断面図（1/40）
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１：灰白褐色砂醸

Ｚ：凧褐色粘質土（焼土・炭化物混）
３：にぶい明褐色粘質土

４：昭褐色粘質土（蛎十狸）

８
８

3.0ｍ

4.0ｍ

５：陪褐灰色粘質土・シルト混土

６：にぶい明褐色粘質土（焼土混

７：暗褐色シルト（焼土・嵐化物

８：にぶい明褐色粘質土

第２５図ＳＫ１３



SK124(第６図）

Ｃ－６区で検出されたピット状の土坑で、長軸0.5ｍ､短軸0.3ｍ,最大深0.5ｍを測る。
出土遺物（第２３図）

ｌは白磁皿、２は青磁皿、４は青磁碗である。３．５は青花ＩｍＢｌ群と推定される。６は鉢と推定されるもので、
暗赤褐色に発色する堅綴な焼成で焼締陶器と考えられるが産地は不明である。口縁部には２条の凸帯が廻る特
徴的な形態である。

ＳＫ１３７・ＳＫ１３９・ＳＫ１５５（第２５図）

Ｂ－４区で検出された遺構群であり、道路状遺構SFOOlを切って掘り込まれている。これらの遺構の最上層は

灰褐色砂喋土層で覆われ、検出面付近では多量の磯が出土したため各遺構の境界は不明で１つの遺構のように

見えていたが、これを除去すると、遺構の切り合いが判明した。

SKl37はSKl55に切られている長軸４．２ｍ、短軸０．４ｍ，最大深０．２ｍの浅い溝状の土坑である。埋土上部

からは多量の燦が出土した。

SKl39はSKl55とSKl39を切っている土坑である。長軸１．５ｍ、短軸１．３ｍ、最大深０．４ｍを測る。出土

遺物に新しい様相を有する京都系土師器が含まれていることから、廃絶時期は１６世紀末～１７世紀初頭に下る

可能性がある。

SKl55は長軸５．０ｍ､短軸２．７ｍ､最大深０．５ｍの楕円形の土坑である。焼土を多く含む土で埋積しているが、

火災処理坑といえるほどではない。

ＳＫ１３７出土遺物（第２７図・第２８図）

ｌは白磁小坪、３は白磁皿である。２は青磁鉢で、見込みには不明な文様がスタンプされる。４～９は青花皿

Ｂ２群である。５～８は外面に花唐草文、口縁部内面に四方裸を簡略にしたような斜線が施文されるもので、少

なくとも４個体以上あるものと考えられる。１３．１６は青花碗Ｃ群。１０．１４は青花碗Ｅ群の可能性がある。１１

は樟州窯系の青花皿である。１５は底部が碁笥底となる青花で､小坪と考えられる。見込みは蛇の目紬剥ぎされる。

１２は樟州窯系の青花碗で、見込みは蛇の目紬剥ぎされる。１７～１９はロクロ成形の土師器である。２０～３０は

京都系土師器で、塩地編年１期～２期に位置づけられる。

３１は器種不明の焼締陶器製品である。裏面には直径５cmの円形の凹みが作られていたようで、横断面は凸形を

呈する。両端に直径７～８mmの穴が開けられている。何らかの器具の部品であったことが考えられる。胎土は

備前焼裂等と同様のものである。３２．３３は備前焼播鉢で、３３には交差する揺り目が認められる。３４は瓦質播

鉢である。３６は凝灰岩製のふいご羽口。３５．３７は平瓦で、糸切り痕が明瞭

に残る。３８は砂岩製の茶臼である。３９～４１は砂岩製の砥石で、繰り返し

使用された結果、全面に溝状の作業面が形成されている。釘状の製品を研磨

したものと考えられる。４２は鬼瓦で、右側の眉から目にかけての部分と思

われる。眉などを表現した墨が認められる。43.44は土製ふいご羽口である。

ＳＫ１３９出土遺物（第３０図）

ｌは青花碗で、内面に四方揮文、外面に花唐草文が描かれ、青花碗Ｅ群と

類似する文様構成であるが、口縁部はやや外反する。２は青花皿Ｅ群である。

３はロクロ成形土師器小皿。４～８は京都系土師器である。８は塩地編年３

期もしくは４期としてもよいような器壁が非常に厚いものである。１１は中

国産と推定される焼締陶器鉢で、口縁部は断面台形状に肥厚する。内面には

薄い褐紬が掛かっているようにも見受けられる。１２は凝灰岩製のふいご羽

－２７－

Ｏ１ｍ
－－

3.7ｍ

第２６図SK139平面・断面図（1/40）
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ＳＫ１３７・ＳＫ１３９検出時出土遺物（第３２図）

３は青花皿で、口縁端部が欠失しているが、皿Ｆ脈の111能性が砦えられる。６～１３は京都系土師器で、蝋地

綿年１期から２期にかけてのものである。

第２８図ＳＫ１３７出土遺物実測図２（３２～３８：１/４，３９～４１：１/3）

口で前而に蝶による調整痕が認められる。実測ＩｘＩ左面は円形に窪められており、ここから外部に接続されるので

あろう。１３は備前焼播鉢11縁部で、１６世紀後､'4～/kに比定されるものである。１４は瓦質上器播鉢である。
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ＳＫ１５５出土遺物（第３１図）

ｌは背花皿Ｂ１群である。２は青花皿Ｃ群と思われる。３．４は白磁Ⅲlである。５．８～１１は青磁碗で、１１の

見込みには花文がスタンプされる｡、６．７は青磁稜花皿である。１２は朝鮮王朝産の陶器舟徳利と考えられ、底

部を含む外面に施紬されているが、二次被熱のためか表面がざらついている。１３～１９は在地系のロクロ成形

土師器小皿である。１３は成形後に歪められ耳Ⅲとされたものである。２０～２４は在地系ロクロ成形土師器の杯

で、内面に工具による段形

成が著しい。２５は瓦質土

器の碗である。２６は備前

焼の壷である。２７は凝灰

岩製のふいご羽口である。

２８は備前焼播鉢、２９は瓦

質土器播鉢である。３０は

平瓦、３１は丸瓦である。
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第２９図ＳＫ１３７出土遺物３（1/4）
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第３２図ＳＫ１３７・ＳＫ１３９検出時出土遺物実測図（1/3）

SＫ１４７（第３４図）

Ｃ－５区で検出された廃棄土坑で、SKl80を切って掘り込まれている。東

西１．４ｍ、南北１．２ｍの不整方形状を呈する。西側が一段深くなっており、

検出面からの最大深は０．４ｍを測る。

出土遺物（第３３図１～３）

ｌは朝鮮王朝産の陶器皿で、いわゆる雑紬陶器である。白色あるいは黒色

の粒子を多数含む灰色の胎土で、透明紬が掛けられている。２はロクロ成形

土師器、３は京都系土師器小皿である。
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第３３図ＳＫ１４７出土遺物
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第３４図ＳＫ１４７・ＳＫ１６９・ＳＫ１８０平面・断面図（1/40）

SＫ１６９（第３４図）

Ｂ－４区からＣ－４区にかけて検出された土坑で、長軸１．２ｍ、短軸１．０ｍ、最大深０．５ｍを測る。SKl37．

－３２－



１３９．１５５周辺に広がっていた喋群を含む土層を除去

した結果検出されたものである。

出土遺物（第３５図）

ｌは瓦質土器の碗で、内型により成形されたと推定

されるものである。２は京都系土師器皿である。３は

ロクロ成形の土師器であるが、京都系土師器に器形が

類似するものである。４は京都系土師器小皿で、成形

後に歪められている。
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正こり‘
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SK180（第３４図）第３５図ＳＫ１６９出土遺物（1/3）

Ｃ－５区で検出された廃棄土坑で、SKl47に切られて

いる。東西１．８ｍ、南北１．５ｍ程度の楕円形状と推定され、検出面からの深さは約０．５ｍを測る。出土遺物から

１６世紀後半に位置づけられる。

出土遺物（第３６図）

ｌは五彩の皿で､内外面に赤･黄色などの顔料で上絵付けされていることが観察される｡２は白磁皿で､４は菊皿、

５は見込みと底部が無紬となる粗製のものである。３は瓦質土器椀で、近年大分において報告例が増加しつつあ

るものである。内型により成形されたものと考えられる。６は中国産と考えられる焼締陶器鉢で、内面には薄い

鉄紬が掛かっているようにも見受けられる。体部は非常に薄く口縁部は折り返されて成形され、断面三角形状に

肥厚する。７～１７は京都系土師器皿で、比較的古相のものが多いが、ｌ６のように塩地編年２期以降に位置づ

けられるものも存在する。１８は備前焼揺鉢で､揺り目が交差しない乗岡編年近世１期ａに比定されるものである。
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第３６図ＳＫ１８０出土遺物（１～１７：１/３，１８：１/4）
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０ 20cｍ
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古代の畿内産と推定される。

０１ｍ
ー－一－

第３７図SK309平面・断面図（1/40）

SK309（第３７図）

Ｂ－４区からＣ－４区にかけて検

出された土坑で、SKl37の床面

で検出された。長軸１．８ｍ、短

軸０．９５ｍで、壁面はややオー

バーハングしている。検出面か

らの最大深は約１．０ｍである。

埋土の中程からは、２０cm程度

の磯が多数出土した。

出土遺物（第３８図６．７）

６は完形の灯火具と考えられ

るもので、中心部には直径５ｍｍ

程の穴が穿れているが、穴は貫

通していない。ロクロ成形によ

り成形され、底部には回転糸切

り痕を残す。胎土は京都系土師

器と類似した、粒子の少ない明灰

褐色に発色する土が使用されてい

る。７は凝灰岩製の羽口である。

与

一

SK307･SK309出土遺物 (１～６：１/3,7：１/4）

５

御
簿
侭

｛
Ⅶ
Ⅷ
Ⅲ
摩
，

2褐灰色粘質土

3褐灰色粘質土(暖混じり）
４明褐色粘質土

６

０ １ｍ
ー－ー一一

１暗褐灰色

７

１～５：ＳＫ３０７

６～７：SK309

Ｌ－－－１２ｆｍ

第３８図SK307･SK309

SK307（第６図）

Ｂ－４．５区～Ｃ－４．５区で検出された浅い落ち込みで、現状で

約２．７ｍ×２．３ｍの規模であるが深さは１０cm程度である。道路

状遺構を構成する整地層の一部に過ぎない可能性もある。

出土遺物（第３８図１～５）

ｌ～３はロクロ成形の土師器である。５は、不明土製品で羽

口の先端部である可能性も考えられるが、二次的に被熱してい

ないこと、外面を工具により削って調整されていること、胎土

が砂粒の少ない精良なものであることから、何らかの土製品の

一部であることが考えられる。４は、緑紬陶器碗の底部であり、

第３９図ＳＫ５０１･SK542平面・断面・土層断面図（1/40）

3.8ｍ

L＝二コ

SK542

4.8ｍ

Ｂ－５区で検出された土坑で、長軸１．３

ｍ、短軸１．１ｍ、最大深０．３ｍを測る。

粘質土を基調とする土で埋積している

が、最上層は焼土及び炭化物を含む土

からなる。

出土遺物（第４２図１．２）

SK501（第３９図）

Ｂ－５区で検出された土坑で、

、



‐■ｰ

SK542（第３９図）

Ｂ－４区で検出された土坑、長軸１．０ｍ、短軸０．８５ｍ、最大深０．１５ｍの浅い遺構である。炭化物を多く含み焼
土を含む暗褐色土で埋積している。

9－一三』、

SK650 SK735

SK610（第４０図）

Ｂ－４区で検出された土坑で、長軸１．２ｍ、短軸１．１ｍ，

最大深０．５ｍを測る。埋土は焼土を含むもので、特にｌ層

は焼土を多量に含む土であることから、火災処理坑である

可能性も考えられ､島津氏の府内侵攻時（1586～１５８７年）

に比定できる可能性がある。

出土週物（第４２図３～５）

１０は京都系土師器小皿、１１．１２は青花皿Ｅ群である。

第４０図SK610･SK650･SK735平面断面図（1/40）

嚢土

近現代整地冠

暗褐色粘質土･シルト混土
(焼土含む）

Ａ

－４．０ｍ
今
．
二
ゴ
ー

－３５－

’しa,~頁IゴロXXUノロー丁Ｌ『、１色ｌ旦可迄．'ぃＵ”Iﾉ生Ｌαノ'｡』◎色一Ｊｖ① ３にぶい明褐色土

０１ｍ４暗褐色シルト質土(焼土少、含む）

青磁の皿及び菊皿で、景徳鎮窯産である。５はロクロ成形一一

の土師器小皿、６～８は京都系土師器で塩地編年の１第４１図SK666平面・断面・土層断面図（1/40）

期に比定される古相のものである。４は樟州窯系の青花

で、青花皿Ｃ群の器形を呈する。見込みには「福」字が描かれる。９は備前焼揺鉢である。

明褐色粘質土（焼土多凪に混じる）

暗褐色シルト（焼土含）
２２

lは青花碗Ｅ群で、高台内に「菖福牧同」銘が認められる。２は青花ｍｌＢｌ群である。

Ｂ
SK650（第４０図）

B-6区で検出された土坑で、長軸１．３ｍ、短軸０．９ｍ、最

大深０．４を測る。埋土の上部は焼土を含む暗褐色土で、下

部は焼土を含む褐色シルト質土であった。

出土週物（第４３図）

ｌは青白磁の合子で、１２世紀代の所産である。２．３は

青磁の皿及び菊皿で、景徳鎮窯産である。５はロクロ成形

の士師器小皿、６～８は京都系土師器で塩地編年の１

4.8ｍ

ＡＢ

。
Ｃ

4.1ｍ



0

SK735（第４０図）

Ｂ－６１ﾒﾐで検出されたｋ坑で､南端は第１次調査時に削り取ってしまっているため不明であるが､現状で長Ililll１．１

ｍ、短軸１．０ｍ、蚊大深０．４ｍを測る。南端部分は一段深くなっており、別の遺構が頭複していたTII能性もある｡

出土遺物（第４２図７～９）

１６は古代の緑紬陶器碗底部である。胎上より、畿内産の可能性が考えられる。１７は瓦質土器の火鉢である、

口縁部外面の突帯間に梅花状の文様がスタンプされる。１８は瓦質上器の鍋である。

20cｍ１０cｍ
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第４２図ＳＫ５０１・ＳＫ６１０・SK666・SK735出土遺物（１～５．７：１/３，６．８．９：１/4）
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SK666（第４１図）

Ｂ－５区の峨面沿いで検出された土坑である。現状で長Ililil１．４ｍ、短軸０．９５ｍ、検出面からの岐大深０．５５ｍを
測る。床面ではピットが検川され、これは先行する遺榊の''1能性がある。出土進物は僅少であるが、１６世紀後
半以降の廃絶時期が考えられる。

出土遺物（第４２図６）

６は備前焼水催謹の'1縁部破片である。

５０

第４３図SK650出土遺物（１～８：１/３，９：１/4）



SK770（第４４図）

Ｂ－５区で検出された浅い廃棄土坑で、SK671に切られている。南側は

調査時に掘り下げすぎたため失われている。現状で、南北０．７５ｍ、東

西１．４ｍ、最大深０．７５ｍを測る。焼土を含む暗褐色シルト質土を埋土

とする。出土遺物から１６世紀中葉に位置づけられる。

出土遺物（第４５図）

ｌは青花小坪で、口縁端部は鋭く外反する。２は見込みと底部が広く

無紬となる粗製の白磁皿。３．４はロクロ成形の土師器坪。５もロクロ

成形の土師器と推定される。６～１３は京都系土師器皿で、概ね塩地編

年1期に収まるものと考えられる。

、司一了’、＝望=づも

琴字

崖=グ：

ノ；

第４５図SK770出土遺物（1/3）

SK828（第４６図）

Ｂ－４区からＢ－５区にかけて検出された土坑で、長軸１．８ｍ、短軸１．５

ｍの隅丸長方形状の平面形を呈し、最大深０．８ｍである。SE967を切っ

て築造されている。底面には石臼片を含む藤が敷きつめられていたが、

どのような機能を有していたのかは不明である。出土遺物に唐津焼の可

能性があるものが認められ、１６世紀末以降の廃絶年代が考えられる。

出十置物（第４７図）

ｌは青花碗Ｅ群で、外面に雲鶴文が施文される。２は白磁皿、３は剣先状の

蓮弁が施文される青磁碗である。４は青磁碗であるが、焼成不良のため胎土は

陶器質であり、紬も黄色く発色している。見込みに花文状のスタンプが認めら

れる。５は無文の青磁碗である。６は朝鮮王朝産の象眼青磁皿で、焼成が不良

なためか胎土は黒紫色に発色し、表面の紬もやや白濁している。朝鮮王朝初期

の１５世紀前半に製作されたものとみられる｡７は凝灰岩製のふいご羽口である。

８は備前焼小壷の口縁部である。９は産地の不明な陶器で、外面に灰紬と考え

られる淡緑色の紬が認められるが底部及び内面は無紬である。底部は糸切りの

後、浅く削り出されている。唐津焼もしくは瀬戸・美濃産の可能性が考えられ

る。唐津焼とすれば、今回報告する遺構で、唐津焼を伴う唯一の例となる。

－３７－

怪
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０ １ｍ
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第４４図SK770平面・断面図（1/40）
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９－一、

第４６図SK828平面・断面図（1/40）



藍

第４８図ＳＥ９６７平面・土層断面図（1/60）
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井戸跡（ＳＥ）

－３８－

ＳＥ9６７（第４８図）

Ｂ－４区で検出されたjl:戸跡で、SK828に

切られている。jWIlり方は検出面において、

直俺約３．６ｍを測るが、井筒は、土僻の観

察に認められる痕跡からｉＩｌｌ:径５０cm程度で

あったとみられる。調杏区瞳而沿いである

ため、標高約２．７ｍまで掘り下げたところ

で以ドの調査を断念した。遺物は僅少であ

り図示できるものがないが、京都系'二師器

とみられるものが出こしているため、その

廃絶時期は１６世紀に|'薬まで下る『'1能性があ

る。

'性格不明な遺構（SX）

ＺＩＴ

１０cｍ

ノ

SX818（第４９図）

Ａ-6～B-6区で検川された藩ち込みで、；
現状で長軸５２ｍ、短軸１．８ｍ、岐大深１．０１

ｍである。複数の遺構が切り合っている可

能性が商いと考えられる。

出土遺物（第５０図）

ｌは青花碗もしくは鉢で、商いi耐台を有し、

稜花皿で、内面には櫛拙状の文様が州かれる。

口
●
．

､

見込みには花文および如意頭状の文様が描かれている。２は青磁

３．４はロクロ成形の-'二師器で、４は内而に工典による段が形成

0．

第４７図ＳＫ８２８出土遺物（1/3）

９

１４にぶい認棚灰色粘質±（咽砂迎じろ〉

１５風褐色シルト砂烈明褐灰色粘訂土伽砂混じろ】
１６にぷい明棚灰色貼質土（災禍灰色粘闘±多い）
１７訊禍色シルト砂砿明褐灰色砧貢土（１３砂混じる１
１８猟棚灰色シルト・帖質土（混合士）
１９猟棚灰色シルト・粘質土（饗舎過
２０猟棚色シルト・砂暖・駒氾灰色砧諭士認舎士

〕扇郷巴シルト両土（焼土調じる）

１崎禍色シルト質土・褐灰色粘閥土混合土（焼土混じる〉＋褐灰色粘質土
５明測色貼飼土（粗砂混じる）
ｉにぶい明禍色帖貿土（粗砂混じる）
７階細灰色砧側土

］嬬把色シルト買土・褐灰色砧岡土混合土（焼土混じろ）＋褐灰色睦闘士
〕明禍凹占陶土
１０段褐色シルト砂映士

班
用
語

妻雲
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揺り目から、交差する捕り目が施文されていた可能性を伺わせる。

第４９図SX818平面・土層断面図（1/40）
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1４
1６

７７ ､〆１
一

８
－
９

８

９
９鈍い明褐粘質土（焼土少皿混じる）

１０暗褐色シルト・粘国土・砂瞳混合十

Ｏ現代喪土

１暗褐色シルト・粘質土・砂鴎混合士

Ｚ暗褐灰砂醸・黒褐シルト退会十

３暗褐色シルト・粘質土・砂磯混合土（焼土含む）

４賭褐色シルト・粘閲土・砂曝混合土

５暗杷灰砂鴎屑（石混じる）

６陪褐灰砂確周・昭褐シルト（混合土）

７暗褐色シルト。鈍い明褐粘質十浬舎士

８鈍い明褐色粘質土

1２

１１昭褐灰色粘質土

１２暗褐灰粘質土（黒色泥炭土混じる）

１３昭褐色シルト・粘閲土・砂園混合土

１４昭褐灰色粘質土

１５昭褐色シルト・粘質土・砂磯混合十（焼土含む）

１６明褐色粘質土・シルト混合十

０

グ;＝
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４

20cｍ

１０cｍ

５

される。５は土製灯火具で､坪部が欠失しているため全形は不明である。中心部に穿たれた穴は貫通していない。

底部には明瞭な糸切り痕を有し、胎土は在地のロクロ成形土師器と共通する。６は備前焼播鉢で、わずかに残る

弄冒つ

勇鶏声
第５０図ＳＸ８１８出土遺物（１～５：１/3,6：１/4）
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３第２面の遺構と遺物

溝状遺構（ＳＤ）

SD970（第５２図･土層：第５１図）

調査区北西から中央付近にかけて検出された溝状遺構である。ＳＥ４００．４６０よりも西側で収束しているものと

考えられ、ＳＥ４００．４６０との切り合いは不明である。断面Ｖ字形を呈し、最大幅約２．７ｍ、検出面からの最大深

は１．３ｍを測る。最深部の標高は約１．８ｍで、地下水の影響のため、埋土の下底部はグライ化しているが水流の

痕跡は認められないため、水路とは考えにくい。調査区内を貫通しておらず、また直角方向に延びる対応する溝

も認められないが､何らかの区画施設の一部と考えておきたい。数度の掘り返しが認められ､最終的に埋まった後、

道路状遺構が築造されてその整地層により上面が覆われている。第１次調査では京都系土師器が出土したが、道

路状遺構の整地層を明確に把握して発掘調査が実施できた第２次調査では京都系土師器が出土していない。従っ

て、本来の遺構廃絶時期は１６世紀前半以前に遡る可能性が高いと考えられる。

出土遺物（第５３図･第５４図）

ｌは白磁皿である。２は見込みと高台付近が無紬の粗製白磁皿である。３～７は青磁碗である。７は口縁部外

面に雷文が、内面に雷文と唐草状の文様が陰刻される。８は青磁盤で、見込みには不明な文様がスタンプされて

いるようである。高台内は蛇の目紬剥ぎされている。９は越州窯系青磁碗で、見込みに３箇所の目跡が認められ

る。高台は削りだされておらず、わずかに上げ底となる。１０世紀代の所産と考えられる。１０は、中国産と考え

られる焼締陶器の底部で、鉢と推定される。１１は、ベトナム産と推定される焼締陶器長胴瓶の底部である。き

わめて堅織な焼成で、胎土には粒子を含まない。暗黒灰色に発色する。１２は瓦質土器で香炉と推定される。口

縁部外面に雷文がスタンプされる。１３～１８はロクロ成形土師器小皿、１９～３０はロクロ成形土師器杯である。

ＳＤ４０３

１．２灰褐粘質土（固くしまる）

３暗褐灰色粘質土（炭化土焼士混じり）
４．５明褐色粘質土

６灰褐色粘質土（焼土少凪含む）
７．８灰褐色粘質土

９灰褐色粘質土（炭化土焼土混じり）
1０灰褐色粘質土

１１灰褐色粘質土

ＳＤ９７０

1２灰褐色粘質土（固くしまる）

1３明灰褐色粘質土
1４灰褐色粘質土（砂混じり）

１５．１６明灰褐色粘質土

1７黒褐色粘質土（炭化十混じり）
1８暗褐色粘質土（シルト混じり）
1９暗褐色粘質土シルト

第５１図ＳＤ９７０・SD403土層断面図（1/２０西から）
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これらは概ね１５世紀後半のものと推定される。３１～３５は白色に近い胎土を有し、器壁が極めて薄く作られた

ロクロ成形土師器である。３３～３５は底部糸切りの後、ナデ消されている。これらには明瞭な口径の分化が認

められ、特に３５は特大で、復元口径20.6ｃｍを測る。３７は黒色土器Ａ類の碗である。３８は土製灯火具と考え

られるもので、中心部に貫通する穴が穿れている。４０．４１は備前焼播鉢で、１５世紀後半～１６世紀前半のもの

と思われる。４２は備前焼蜜底部である。４３は軒平瓦である。残念ながら中心飾りは確認できないが、５単位の

唐草文が認められる。４４は鬼瓦の一部と推定されるものである。４５．４６は丸瓦である。内面には糸切り痕が

認められる。

第１次調査出土遺物（第５５図～第５７図）

ｌは青花小坪である。２～４は青花皿で、Ｂ１群と思われるものである。５は詣翠紬といわれる鮮やかな青色

の紬が掛かる磁器皿である。６は白磁小坪である。７は白磁蓋で、小壷の蓋であろう。底部には糸切り痕が認め

られる。８～１０は白磁皿である。１１～１３．１６．１７は青磁碗である。１４は青磁で、皿状の製品である。内面

には淡緑色の紬が厚く掛かっているが、外面はほとんど無紬である。内面には楕円形状の剥離痕が認められ、何

らかの突起物が折れた痕跡かもしれない。壷等の蓋である可能性も考えられる。１５は青磁瓶の耳と考えられる。

１８は青磁稜花皿である。１９は青磁酒会壷の蓋である。上面には幅の広し､ヘラ彫り状の文様が施文されていたよ

うで、これに厚い青磁紬が掛かる。２０は青磁皿である。２１は越州窯系の青磁碗で内面には目痕が確認できる。

大宰府分類のⅡ類に相当する粗製のもので、８世紀末～１０世紀中頃に位置づけられる。２２は中国産と推定さ

れる焼締陶器で、鉢であろうか。表面には薄い褐紬が掛かっているようにも見受けられる。２３．２４は在地系ロ

クロ成形の土師器小皿である。２５～３２．４１は在地系のロクロ成形土師器坪である。３３～３５は胎土が白色に

近く、器壁がきわめて薄くつくられたロクロ成形土師器である。３６～４０は京都系土師器で、概ね塩地編年の

１期にあたる古相のものである。４３は土製灯火具で、坪部が欠失している。上面から開けられた穴は貫通して

いない。４４も土製灯火具で、完形である。坪部は短くわずかに張り出すのみである。上面から開けられた穴は

貫通していない。４３．４４はいずれも在地系ロクロ成形土師器と共通する胎土である。４２は黒色土器Ａ類の碗

である。４５～４７は備前焼播鉢である。４８．４９．５５は備前焼の喪である。５０～５４は瓦質土器で、５０は羽釜、

５１は火鉢、５２．５３は播鉢、５４は喪である。５６～５９は平瓦、６０～６２は丸瓦である。残念ながら瓦当の確

認できるものは無かった。６３は砂岩製の茶臼である。64.65は砥石で、６４は結晶片岩製、６５は砂岩製である。

SD403・SD408・SD978(第５２図・土層：第５１図）

調査区北西部で検出された溝状遺構で、道路状遺構直下の検出面付近においてはＳＤｌ４０に切られていること

が確認されている。最大幅0.7ｍ、最大深0.7ｍを測る。SD408はこの溝の延長と考えられるもので、ＳＥ400.

460に切られている。ＳＥ４００．４６０よりも南東側では検出されず、この付近で収束していたものと見られる。

第２次調査で検出されたＳD９７８．９７３も同一のものと判断される。出土遺物は僅少であるが、１５世紀後半に遡

る可能性がある。

SD403出土遺物（第５８図・第５９図）

ｌは青磁碗で、見込みには菊花文がスタンプされる。２．３は青磁碗で、２は外面に鍋蓮弁が施文されるが、

高台が小さく、Ｉ‐5-a類に該当するものと思われる。３は口縁部が輪花となり、外面には蓮弁状の文様が施文

されるようである。４も青磁碗で、内面には花文等が陽刻されている。５は無文の青磁碗。６は白磁皿、７は１４

世紀代に比定される枢府系の青白磁皿で、内面には唐草状の文様が陽刻される。８は白磁菊皿であるが、高台

内に呉須による圏線が確認できる。９～２０はロクロ成形の土師器小皿及び坪で、概ね１５世紀後半に位置づけ

られるものと考えられる。２１は土製灯火具と考えられるもので、底部に糸切り痕を残す。口縁部が明瞭な皿状

－４３－
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第５４図ＳＤ９７０出土遺物２（1/4）

夢 綴ム
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SD433（第５２図）

Ｃ－３区で検出され、SD970の南側に並行する溝状遺構で、主軸方向はSD970とほぼ一致する。撹乱より東側

では検出されず、この付近で収束している可能性が高いとみられる。最大幅は1.1ｍあるが、検出面からの最大

深は５cm程度と極めて浅く、性格は不明である。図示し得る遺物は無いが、京都系土師器片が出土しているこ

y蒋塞唾墜：極塞垂鐸奔１４

〃

〃

直ク差ラ
ー
」

０

4５

となるもので、胎土は通常のロクロ成形土師器と変わらない。穴は貫通して開けられている。２２も灯火具では

ないかと思われるものである。２３は９あるいは１０に類似するロクロ成形土師器小皿の底部に穿孔したもので、

灯火具の可能性が考えられる。２４は中国産と考えられる焼締陶器鉢で、口縁部は鍔状に張り出すものである。

口縁部上面には凹線が巡る。２５．２７は備前焼製、２６は備前焼播鉢で１５世紀前半に比定される。２８．２９は瓦

質土器の播鉢である。２９の底部には板状の圧痕が認められる。３０．３１．３３は瓦質土器の鍋である。３２は土製

羽口。３５は瓦質土器の喪である。３４は丸瓦で、内面には糸切り痕が明瞭に残る。

SD978出土遺物（第６１図）

ｌは鏑蓮弁を有する青磁碗で１３世紀に比定されるものである。２～１４は在地系のロクロ成形土師器で、概

ね１５世紀後半代の所産と思われるものである。１５は胎土白色で、器壁の薄いロクロ成形土師器である。１６は

土製灯火具と思われ、貫通する穴が穿たれている。坪部は欠失し、全形は不明である。１７は黒色土器Ａ類の碗

である。１８は中国産と推定される焼締陶器鉢の底部である。１９は瓦質土器播鉢、２０は備前焼の喪である。２１

は備前焼播鉢で、１５世紀後半のものであろう。２２は瓦質土器の香炉で三足がつくものである。２３は瓦質土器

の鍋で、体部下半はヘラケズリされている。２４は土師質土器の喪である

己も

4４
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とから、廃絶時期は１６世紀中葉まで下る可能性がある。位置関係・方向及び推定される帰属時期からSD970

との関連が想定される。

１３

第６１図ＳＤ９７８出土遺物（１～１８：１/3,19～２４：１/4）

死

亥：

と
Ⅷ

ﾆー ﾉ

20cｍ

園、

〃)」≦ず,ァ

Ｘニグ《

2４

1６

Ｏ１０ｃｍ
Ｊ－一

６
７

－
骨

０

ノ
,｡＞一一一一一へ寺

も

■●

｡0,
0。ｐ１．

Ｗ｛？､ざ〆パ･･制．．;･illi,‘

域皇＆Ｉ、､,:,此ノ
リ＆IＰ三三iP-鍵。 ノ胃LｻL(Ｉ

２２

信ｚＺ

2３



四
。
”
『
ゴ

ー

SKO11（第６２図）

Ｃ－６区で検出された土坑で、長軸３．７ｍ、短軸１．８ｍ、最大深０．９ｍの大型の遺構である。内部にはテラス状

の部分があり、ここから多数の磯が床面ないし壁面に張り付いた状態で出土した。本来は石組みがあったものと

推定される。埋土中からは鉄津や炉壁と推定される焼土塊が出土しており、金属生産と関連する遺構の可能性が

考えられる。埋土上部が灰褐色砂質土であり、道路状遺構下部の土層と類似していることから第２面の遺構と

推定している。

SK145（第６３図）

Ｃ－５区で検出された土坑で、長軸３．１ｍ、短軸２．３ｍ、を測る規模の大きい遺構であるが、深さは最大で０．３５

ｍと浅いものである。埋土の上半部分は、砂層あるいは砂喋層の互層となっており、これは道路状遺構の整地層

と一連のものと推定される。従って、SKl45は、道路状遺構築造により埋められた可能性が高いと考えられる。

遺物の中に京都系土師器が存在することから、その廃絶時期は１６世紀中葉にまで下る可能性がある。

出土遺物（第６４図）

ｌ～３は青花皿Ｂ１群である。４～８は青磁碗である。４は１３世紀代に比定される鏑蓮弁を有するもので、

混入品であろう。１１は京都系土師器皿である。９．１０．１２はロクロ成形の土師器小皿である。１３～２８はロク

ロ成形の土師器坪で、内面に工具による段が形成されるものが主体である。薄手･白色の土師器は認められない。

２９は瓦質土器の椀である。３０は砂岩製の砥石で､繰り返し使用され､溝状の作業面が全面に見られるまでに至っ

ている。

第６２図ＳＫＯ１１平面・断面図（1/40）

土坑（SK）

3.8ｍ

Ｏ １ｍ
－－
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Ｄ－５区からＤ－６区にかけて検出された土坑で、長軸２．２ｍ、短軸１．７５ｍ，最大深０．４５ｍを測る。埋土の最上

層には、道路状遺構の整地層と酷似した砂牒層が認められることから、道路状遺構よりも下層の遺構と考えられ

る。出土遺物に最古相の京都系土師器が存在し、埋積時期は１６世紀前半に遡る可能性がある。

出土遺物（第６８図）

ｌは背花皿Ｂ１群である。２は京都系土師器皿である。器壁がきわめて薄く、胎土も粒子をほとんど含まない

精良なものであるが、色は他の京都系土師器と類似した灰褐色～黄灰褐色系である。豊後における京都系土師器

の編年上では塩地編年１期に先行する最も古い一群と考えられる。３はロクロ成形の土師器坪で、内面には工具

により明瞭な段が形成される。４は備前焼播鉢である。

１：褐灰色砂個

２：褐灰色砂磯周

３：褐灰色砂周

４：褐灰砂磯周（下面に畷鯉まる）

５：明褐色駐画土田

６：暗褐色シルト質土（焼土・炭化物含む）

SＫ１８２（第６５図）

Ｄ－５区からＤ－６区にかけて検出された土坑で、長軸２．２ｍ、短軸１．７５ｍ，

第６３図ＳＫ１４５平面・断面・±層断面図（1/40）

SK275（第６７図）

Ｃ－５区からＣ－６区にかけて検出された浅い土坑である。長軸３．４ｍ、短軸１．９ｍ、深さ０．３ｍである。埋土は

道路状遺構整地層と類似した砂磯土層であり、道路状遺構築造に伴って埋められた可能性が考えられる。

出土遺物（第６９図４．５）

４はロクロ成形の土師器坪、５は完形品の京都系土師器小皿で、耳皿状に歪められている。
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第６４図ＳＫ１４５出土遺物（1/3）

SK300（第６６図）

Ｃ－６区で検出された土坑で、２．３ｍ×１．９ｍの略方形を呈し、検出面からの最大深は０．６５ｍである。埋土は灰

褐色粘質土および灰褐色砂質土からなり、道路状遺構整地層下部の土層に類似していることから、第２面の遺

構としたものである。出土遺物から、１６世紀中葉に位置づけられる。

出土遺物（第６９図１～６）

ｌ～３は京都系土師器で、塩地編年１期から２期にかけてのものである。５．６はロクロ成形の土師器坪で、

内面は工具により段状に成形される。４はいわゆる「赤間石」と称される輝緑凝灰岩製の硯である。

SK401（第７０図）

Ｃ－３区からＣ－４区にかけて検川された土坑で、SD408によって切られている。道路状遺構の盤地晒直下で検

－５３－
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第６７図SK275平面・断面図（1/40）
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第６６図SK300平面・断面図（1/40）
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第６８図ＳＫ１８２出土遺物（1～３:1/3,4:1/4）

出され、検出面からの最大深は０．３５ｍである。SD408を

挟み南側に隣接するSK476は、一連の遺構と思われたが、

床面のレベルが明らかに異なるため、別遺構と考えられる。

出土遺物に古相の京都系土師器が認められ、埋穣時期の下

限は、１６世紀中葉に下る可能性がある。

出土遺物（第７１図）

１．２は青花碗Ｃ群である。３は青磁碗で、外面に鏑状に太

い沈線を施文するものである。４は、京都系土師器の小皿

で、器面を歪めて耳皿状にしたものである。５～８はロク

ロ成形土師器の小皿及び坪で、１５世紀代に位置づけられる

ものである。９はロクロ成形の土師器で、口縁部に強いヨ

コナデが認められ、京都系土師器を模倣したものとも考え

られるが、胎土や発色は他のロクロ成形土師器と変わらな

い。１０．１１は京都系土師器lIllで、塩地編年１期に位置づ

けられるものである。１２は常滑焼の饗の口縁部である。

SK453（第７２図）

Ｃ－４区で検出された浅い土坑で、SKl55に切られている。

長軸２．０ｍ、短軸１．２ｍ、最大深は０．１５ｍである。遺構埋

土の上部が、道路状遺構整地府下部の土層と類似している
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第６９図SK275･SK300出土遺物（1/3）

3.6ｍ

０ １ｍ
－ー－－

第７０図ＳＫ４０１平面・断面図（1/40）

ため､道路状遺構よりも下層に位置づけられるものと判断した。遺物は僅少であるが､１６世紀前半と推定される。

出土遺物（第７３図）

ｌは青磁Ⅲ１，２は白磁碗のⅣ類である。３～５はロクロ成形の土師器である。

－５５－
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Ｂ－３区の道路状遺構直下で検出された浅い土坑で､南側と東側が撹乱により切られているが､現状で長軸4.2ｍ、

短軸２．４ｍ、最大深０．３ｍを測る。

出土遺物（第７５図）

ｌは青磁碗、２は青磁皿である。３は白磁皿で、菊皿と思われる。４は枢府系の白磁皿で、内面には文様が陽

刻される。１４世紀代に比定されるものである。５は手づくねで成形されたトリベで、口縁部内外面にはスラグ

=~Ｚ《ii'雪，

ﾉ瓦。

SK827（第７４図）

凪〃

第７２図SK453平面・断面・土層断面図（1/40）

;ズ

第７１図SK401出土遺物実測図（１～１１：１/3,12：１/4）

６

第７３図SK453出土週物（1/3）
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第７５図SK827出土遺物（１～５：１/３，６．７：１/4）

【０ 1rｒ

第７４図ＳＫ８２７平面･断面図（1/40）

－５７－

が付着している。６は備前焼の捕鉢である。７は上[質-k器の播鉢で、口縁端部内1mが．E線状になるものである。

151M紀後半以降に比定される。

７＝

SK868（第７６図）

Ｂ－３区からＢ－４区にかけての道路状辿構１１'〔ドで検州されたｋ坑である。暖軸1.9ｍ、知'紬1.6ｍの楕円形状で、

撹乱により上部が削平されているため残存する深さは０．３ｍである。図示していないが、出･-|辿物に京都系土師

器小片がみられるため、廃絶時期のド限は１６世紀I|'葉にドる'１１能性がある。

出土遺物（第７８図１．２）

８はロクロ成形土師器小皿、９は背ｲ皿Ｂ１群である。
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SE400.ＳＥ460（第７９図）

Ａ３区からＡ４区にかけて検出された井戸跡で、２基の井戸が切り合っており、SE400がSE460を切って築造

されていることが確認された。両者を合わせると長軸約６．０ｍ、短軸約４．４ｍに達する。掘り方最深部の標高は

いずれも０．３５～０．４ｍであった。

SE460は、直径約７５cmの結桶を井筒として埋置したもので、２段が残存していた。１段目と２段目の境界付

近に相当するレベルでは、ザル状の製品が伏せられた状態で検出された。その直下からは８枚の中国銭が出土

しており、井戸廃絶時に何らかの祭祁行為が行われたものと推定される。

SE400は、直径約６０cmの結桶を積み上げて井筒としたものであり、２段が残存していた。

これらの井戸は埋土の上部から京都系土師器が出土していることから、その廃絶時期の下限は１６世紀中頃と

井戸跡（SE）

▲

〕
エ
ヨ
ー

3.5ｍ
3.4ｍ

１０cｍ

一色ミニ三面一
１暗褐色シルト（焼土含む）
２暗褐灰色シルト（焼土含む褐灰砂含む）
３暗褐灰色砂
４暗褐色シルト（焼土含む、明褐色粘質土ブロック混じる）

５暗褐灰色砂質シルト（焼土含む）０，ｍ
－ －

０１ｍ
－－

第７７図SK968平面・断面図（1/40）第７６図SK868平面・断面図（1/40）

SK968（第７７図）

Ｂ－ｌ区の道路状遺構直下で検出された土坑で、長軸１．９ｍ、短軸１．５

ｍ、最大深０．５５ｍを測る。埋土は、しまりのない暗褐灰色粘質土単

層で、一度に埋め戻されている可能性が高いことが観察された。道路

上遺構築造に伴って埋め戻されたことも考えられる。図示できなかっ

たが、出土遺物中に京都系土師器小片があることから、埋積時期は

１６世紀中葉に下る可能性がある◎

出土週物（第７８図３．４）

１３．１４は青花皿Ｂ１群である。

第７８図SK868･SK968出土週物（1/3）

０
－ －

Ｚ



推定される。

SE400出土週物（第８０図・第８１図）

１．２は白磁皿である。３は白磁八角鉢で、高台畳付けは、３箇所が浅く挟られる°４～１３は青磁碗である。

１２は内面に、唐草状の文様が陰刻されているものである。１４は青磁皿である。１５～１７は青磁盤である。１５

の内面は鏑状の沈線がへラ彫りされる。１７は見込みに不明な文様がへラ彫りされているようである。１８．１９

は青花皿Ｂ１群、２０は青花碗Ｃ群であろう。２１はタイ産陶器四耳壷の耳である。淡青灰色に発色する紬がかか

る。２２は畿内産と推定される緑紬陶器で、見込みには花文がへラ描きされる。２３は越州窯産の青磁碗口縁部で

ある。２４は瀬戸・美濃産の陶器鉢である。内外面に灰紬が掛かる。２５～３６は、在地系のロクロ成形土師器で

ある。４０．４１は、ロクロ成形土師器で、白色に近い胎土を有するものである。４２．４３は土製灯火具で、いず

れも坪部を欠失しているため、全形は不明である。在地系ロクロ成形土師器と共通する胎土である。３９は京都

系土師器皿で、塩地編年1期に位置づけられる古相のものである。３８は瓦質土器碗で高台内には糸切り痕が認

められる。４４は漆器椀である。外面は黒色、内面には暗赤色の漆が塗られ、丸に橘文及び烏文が朱漆で施文さ

れる。４５は木製の櫛で、１６本の歯が残存する。４６～５１は備前焼の播鉢である。４６は１４世紀前半に位置づ

けられるもので､備前焼播鉢が広域流通しはじめる時期のものである｡４７～５０は１５世紀台のものと考えられる。

０ ２ｍ
三Ｊ

第７９図ＳＥ400・ＳＥ460平面・断面図（1/60）
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第８１図ＳＥ400出土遺物２（４４．４５：１/３，４６～５９：１/4）
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第８２図ＳＥ460出土遺物（１～１３：１/３，１４．１５：１/4）

５３は瓦質火鉢で、外面には菊花文がスタンプされる｡５４は産地不明の焼締陶器鉢で、播目は認められないが内

面が摩滅していることから、揺鉢もしくはこれ鉢と考えられる。５５は瓦質土器揺鉢である。５６は備前焼大蜜の

底部である。５７は瓦質土器の鍋で、胴部下半には格子状のタタキが著しい。５８は瓦質土器火鉢。５９は茶臼で、

安山岩製である。

SE460出土遺物（第８２図）

ｌは白磁皿で、見込みは蛇の目紬剥ぎされている。２は青磁で、瓶の頚部と推定される。３は青磁皿。４は越

州窯系の青磁碗で、見込み及び高台に各５箇所の目跡が確認できる。大宰府分類ではⅡ類とされる粗製のもの

で、８世紀末～１０世紀中頃に位置づけられる。８．９はロクロ成形の土師器で胎土が白色に近い薄手のもので

ある。５～７．１０～１３は在地系のロクロ成形土師器である。１４は備前焼の揺鉢である。１５は瓦質揺鉢の片

口部である。

SE400.ＳＥ460検出時出土遺物（第８３図）

井戸検出時に出土したものでどちらの井戸に帰属するのか不明なものである。

ｌは枢府系の青白磁皿で、内面には唐草状の文様が陽刻される。２は青磁瓶の耳と考えられるものである。３

は青花ⅢｌＢｌ群である。４．５はロクロ成形の土師器、６～１１は京都系土師器で、後者は塩地編年1期に位置づ

けられるものである。
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第８３図ＳＥ400．ＳＥ460検出時出土遺物（1/3）
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第８４図ＳＸ４０９出土遺物（１～１６：１/３，１７．１８：１/4）

折



【
§

SX409（第５２図）

Ｃ－４〆で検出された遺榊で、ＳＥ４００．４６０に掘り込まれたピット状の辿職である。まとまった出土辿物がある

ため褐!|iliするが、道賂状辿構_ｕｉｌ'iよりル'|り込まれた辿構である１１１能性もある。

出土遺物（第８４図）

ｌ～９は任地系のロクロ成形上師器で、坪（６～９）は'1径に対し底径が比鮫的大きい「箱形」を１１:するもの

である。概ね１５世紀後､'4代のものと碓定される。１０．１１はいわゆる称下．i’1色のロクロ成形上師器である。

１２～１４は-|是製灯火具と考えられる。坪部を欠失しているため、全形は不Iﾘlである。１２．１４と１３では器形が

大きく異なる。また、前朽が伍地系土師器と共通する胎土を有するのに対し、後者は京都系土師器と蛾似するよ

り'２．１っぽい色調で耽子をほとんど含まない粘良な胎士である。いずれもロクロ成形と推定されるが、１３は底部

に板状の圧痕が認められる。SX409の出土遺物については、その一播性が必ずしも保証できないため、これら

が確実に共作するかどうか疑問がある。１５は備前焼と考えられる広１１の壷である。１６は土器片加工品であり、

底部を円形に打ち欠いてIIj加工したものと惟定される。１７は備前焼播鉢である。１８は瓦質土器播鉢である。

SX487（第８５図）

Ｂ－３区からＣ－３〆にかけてのI淵査区I）Li壁沿いで検出された遺椛である。長llillI1.8ｍ、短lliI''1.4ｍの桁円形状で、

断面形は袋状になり、オーバーハングしている。底面は標高１．９５ｍであり、最下瞬は砂届になっており、ｊｌ:戸

＝

〆、

－６４－

隣

第８５図ＳＸ４８７平面・士層断面図（1/４０）
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性格不明な遺構（SX）
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第８６図SX487出土遺物（１～４：１/３，５：１/4）
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明褐色粘質土（祖混じり）

明褐色粘質土〈焼土少し含む）
明禍灰粘賀土、砂磯混合土（粗）
暗褐色シルト（娩土混じり）
謡掲灰砂喋．過下暦は砂脳

11

12

13

14
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褐灰白砂農線は小磯の並び６明褐色粘貢土

褐灰色砂際７明褐色粘質土（炭化物含む）
砿褐色粘寅土８禍灰砂際冊
褐灰白砂磯９暗褐色シルト（焼土混じり）
灰白色砂１０把灰砂塵歴（少し粘爾＋含む）
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▲SX975（第８７図）

Ｂ－２区からＢ－３区にかけての壁面沿

いで検出された性格不明の遺構で、浅

い土坑状を呈するものである。道路状

遺構の直下で検出された。東半分は完

掘できておらず、全体の形状は不明で

あるが、東西３．３ｍ，南北２．０ｍ以上

の規模がある。検出面からの最大深は

0.35ｍで、中央部付近の床面がやや

高くなっているようである。出土遺物

に京都系土師器が含まれず、１６世紀

前半に遡る可能性がある。

出土遺物（第８８図）

ｌは、青磁稜花皿。２．３は青磁碗

である。４．５はロクロ成形の土師器坪。

６は土錘である。７は、タイ産と推定

される、外面に黒紬の掛かる陶器四耳

壷である。頚部が直立し、肩が大きく

張る器形と考えられるもので、首里城

などで出土例のある１５世紀代に位置

づけられる製品と考えられる。

Ａ
一 Ａ'

の可能性も考えられるが井筒は未検出である。遺構はSD970の埋土を明らかに切って掘り込まれていることが

観察される。さらに上の道路状遺構整地層も切っているようにも見受けられるが、この部分（ｌ～４層）につい
ては別の遺構が重複して掘られている可能性が高いと考えられる。

出土遺物（第８６図）

ｌは青花皿Ｅ群である。２は青磁皿、４は青磁の碗である。３はロクロ成形の土師器小llllで、内面に顕著な段

を有する坪に伴うものと考えられる。５は瓦質土器の揺鉢で、底部には板状の圧痕が観察される。

r1

L』

Ａ‘Ａ

－６５－

第８８図SX975出土遺物（１～６：１/３，７：１/4）
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１現代褒土ないし客土

２暗褐色シルト粘質土・砂況婚十含む

３暗褐灰色粘質土

４賃杷灰色粘質土

５昭褐色シルト・粘閃土・砂混土（焼土含む）

６黒褐色シルト・砂渥士

７昭褐色粘質土・シルト（焼土含む）

８明褐灰色粘質土・砂鶴（互屑）

９褐灰色砂磯（互層）

１０褐灰色粘質土（砂圏混じる）

１１褐灰色粘貿土（砂鴎混じる）

１２明褐（灰）色粘国土シルト（焼土混じる）

１３褐灰白色砂

Ｏ １ｍ
－－

第８７図SX975平面・土層断面図（1/40）
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SX700（第５２図）

Ｂ－３区の遺構検出時に認められた落ち込みで､明確な遺構としては認識できず､道路状遺構整地層の一部であっ

た可能性がある。長軸5.0ｍ､短軸0.8ｍの範囲に広がり、最大深は0.2ｍである。

出土遺物（第８９図）

ｌは青花皿Ｃ群である。２．３は白磁皿。４．５は無文の青磁碗で、同一個体の可能性が考えられる。６は青磁

の蓋である。小型の壷等の蓋であると考えられる。７．８は京都系土師器皿である。９は土製灯火具で、坪部が

欠失しているため、全形は不明である。胎土は通常のロクロ成形土師器と類似する。底部には糸切り痕が残る。

１０は瓦質土器の鍋で、体部下半には格子状のタタキが明瞭に残る。１１．１２は備前焼播鉢で、概ね１６世紀前半

～中葉にかけてのものと推定される。

＜雪
ざL壁、誤箪… ジ

《b≧ ６

４その他の遺構出土遺物

〃

三〆３

〃

にこて戸＞

三ﾖーﾌ？FＺｒ
０１０ｃｍ
巨一

騨蕊鶴

1１寵 1２蕊三７二 刀
醤＝ご芦

０ 20cｍ

第８９図SX700出土遺物（１～９：１/３，１０～１２：１/4）

ここでは、既述した主要遺構以外の遺構から出土した遺物について、主要な資料を取り上げ紹介する。

陶磁器・土器（第９０図～第９２図）

ｌは土製のトリベで、全体が二次被熱により還元され、暗青灰色を呈する。内面にはスラグが付着している。

２は樟州窯系の青花皿で、口縁部が強く外反する。口縁部内面には四方樺文が描かれる。３は焼締陶器の瓶であ

ろうか。胎土はきわめて繊密で、粒子をほとんど含まない。中国産ではないかと推定される。４．７．８も中国

産ではないかと推定される焼締陶器の底部で、鉢の可能性がある。５は青花小坪で、高台内には「福」字銘が書

かれている。６は瓦質土器の碗で、体部外面下半には横方向のケズリが著しい。９は瀬戸・美濃産と推定される

陶器で、瓶の底部と考えられる。外面にはわずかに灰紬が認められる。内面は無紬である。１０は瀬戸・美濃産

と考えられる陶器小皿で、厚い灰紬がかかる。１１は朝鮮王朝産の象恢青磁皿で、SK828出土のものと同一個体

の可能性がある。１２は磁器皿の底部で、高台内に「天下太平」銘が認められる。１３は、外面に鮮やかな緑紬の

－６６－
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第９０図各遺構出土主要遺物１（1/3）
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第９２図各遺構出土土製灯火具（1/3）

ユン

､....~….…..‘′Ｓ８１５
ｑ

ｌＯｃｍ

３

８１７

かかった陶器で、華南三彩もしくは華南彩紬陶器の一種と考えられる。胎土は黄白色で軟質である。外面には２

条の沈線が認められる。水性の一部と考えられる。１４は外面に団龍文が描かれた青花碗で、口縁部はやや外反

する。１５はベトナム産と思われる焼締陶器で、長胴瓶と考えられる。内面にはロクロによる成形痕が著しい。

外面は茶褐色に発色している。１６は外面に唐草文、見込に雲文が描かれた青花碗で高台内に落款状の銘が見ら

れる。碗Ｅ群に類似するが、見込みの盛り上がりが認められない。１７は朝鮮王朝産の陶器舟徳利で、焼成不良

のため暗赤紫色ぶ発色している。１８は信楽焼で､壷の口縁部と思われるものである。１９は焼締陶器の無頚壷で、

備前焼と思われる。２０は磁器小坪で、暗灰色の胎土に貫入の著しい灰色紬が掛かるものである。中世大友府内

町跡第３次調査において、「灰色磁器」として報告したものと同種のものである。２１は青花皿Ｂｌ群である。２２

は白磁皿である。高台は削り出しであり、胎土も(1)州窯系の磁器に類似する。２３は(1)州窯系の青花碗で、口縁

端部は外反する。２４は青白磁の梅瓶で、外面に櫛描の渦文が見られる。２５は色絵磁器の水滴ではないかと思わ

れる。外面に赤い顔料が上絵付けされている。２６は青白磁合子である。２７は中国産と推定される焼締陶器鉢で、

内面には薄い褐紬が掛かっているようにも見受けられる。２８は龍泉窯系の青磁稜花皿で､内面には櫛描の文様が、

見込みには花文がスタンプにより施文される。２９は白磁八角皿で、高台内には呉須により「大明年造」銘が諜

かれる。３０～３２は、土製灯火具である。

瓦（第９３図）

調査区の全域で瓦が出土しているが、文様のわかる軒平瓦や軒丸瓦はわずかであり、平瓦及び丸瓦が主体であ

る。これらは糸切り痕を有するもののみであり、織豊期に出現する鉄線引きによるものは全く認められない。

－６８－
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石製品（第９４図）

ｌは硯で、「赤間石」と称される輝緑凝灰岩製である。図正面左側は、一度欠損した後研磨されており、破損後

ｌは軒平瓦で､囲みの中に１２個の珠文を有する文様の瓦当を有する。端部には目釘穴が認められる。２は丸瓦で、

内面には糸切り痕が明瞭に残る。３～６は平瓦である。

０１

第９４図各遺構出土石製品（１：１/3,2～６：１/4）
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にも再研解して使川が続けられたものと兄られる。２は空'1崎製の茶'筈Iである。研面は使用により摩滅が著しく、

捕りＦｌがほとんど失われている。３～６は変11.向¥製の何円であるが、２に比べ粒｣雀の)Nlい端ｲiが素材として川い
られている。
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第９６図各遺構出士銭貨拓影１（2/3）
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第９７図各遺構出士銭貨拓影２（2/３）
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第９８図各遺構出土銭貨拓影３（2/３）
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番号 名称

元豊通蜜

２ 照寧元賓

３ 照寧元貿

４ 景徳元雪

５ 聖宋元雷

６ 不明
７ 開嬉通蜜

８ 景祐元賓

９ 元豊通賓

１０ 聖宋元雪

1１ 元祐通賀

1２ 紹聖元雪

1３ 照寧元震

1４ 開元通雷

1５ 至和元賓

1６ 元豊通賓
1７ 寧元賀

1８ 淳化元雪

1９ 政和通賀

２０ 聖宋元貿
２１ 洪武通蛮

２２ 開元通雪

２３ 呈宋通雪

２４ 開元通愛

２５ 元符通質

２６ 嘉祐通貿

２７ 照寧元貿

２８ 洪武通園

２９ 元祐通賓

３０ 大観通画

３１ 皇宋通蜜

３２ 無寧元賓
３３ 宣徳通質

3４ 不明

3５ 寧元賀
３６ 聖宋元雪

３７ 天聖元質

３８ 天聖元蜜

6８

７１

‘ヅ零輪蝋

騨鶴
斡魁鐘L,《;･･'７４

6陽

７２

０

第９９図各遺構出土銭貨拓影４（2/3）

初鋳年 H~'十通橋 直径(c､） 軍霞(q） 番号 名称 初鋳年

１０７８年 ＳＥ４６０ 2．３５ 3.2 ３９ 元豊通蛮？

１０６８年 ＳＥ４６０ 2．４２ 2.7 ４０ 祥符元賀 1009年

１０６８年 ＳＥ４６０ 2．３８ 2.4 ４１ 景徳元賀 1004年

1004年 ＳＥ４６０ ２４５ 3.1 ４２ 景徳元留 1004年

１１０１年 ＳＥ４６０ 2．４５ 3.2 4３ 元祐通蛮？

ＳＥ４６０ 2．５１ 3.0 ４４ 治平元蛮 1064年

１２０５年 ＳＥ４６０ 2．４１ 3.1 ４５ 不明

1034年 ＳＥ460 2．４６ 2.8 ４６ 聖宋元蜜 １１０１年

１０７８圧 ＳＥ４６０ 2．４３ 2.2 ４７ 祥符元雪 1009年

１１０１年 SE400.460倹出時 ２．４１ 2.1 ４８ 元祐通霞 1086年

１０８６年 ＳＥ４００ ２．４９ 2.7 ４９ 元祐通質 1086年

1094年 ＳＥ400.460捜出時 ２．４８ 3.7 ５０ 不明

１０６８年 ＳＥ400.460検出時 2．４３ 2.4 ５１ 元害遍霞 1078年

６２１年 ＳＫＯ１２ ２．４７ 2.8 5２ 天聖元璽 1023犀

1054年 ＳＫ１２８ ２．４４ 2.6 5３ 皇宋通璽 1038年

１０７８年 ＳＫ１３７ 祷１．４ 5４ う平元質 1064窪

１０６８年 ＳＫ１３７ 2．４１ 3.5 5５ 3聖元賀 1094犀

９９０年 ＳＫ１４０ 2．４１ 2.8 5６ 享化元蛮 990年

１１１１年 ＳＫ１４０ ２．４３ 3.2 5７ 永 楽通函 1408年

１１０１年 ＳＫ１４０ ２．４３ 2.9 5８ 永楽通蛮 1408年

1368年 ＳＫ１４０ ２．１１ 1.4 5９ 開元通廼 621年

621年 ＳＫ１４４ 2.5 2.2 6０ 元豊通画 1078年

１０３８年 ＳＫ１４４ ２．２４ 2.3 6１ 元害逼璽 1078年

621年 ＳＫ１４５ ２．３５ 2.5 6２ 元害億画 1078年

１０９８年 ＳＫ１４５ 2．４１ 2.6 6３ 元豊通廻 1078年

１０５６年 ＳＫ１４５ ２．４３ 2.4 6４ 紹聖元賀 1094年

１０６８年 ＳＫ１４５ ２．３４ 3.1 6５ 大観通翻 １１０７年
1368犀 ＳＫ１４５ ２．０６ 3.9 6６ 元祐通賀 1086年
１０８６年 ＳＫ１４６ ２．４５ 3.3 ６７ 照寧元麗 1068年

１１０７年 ＳＫ１４６ 幹１．４ 6８ 皇宋通劉 1038年
１０３８年 ＳＫ１７２ ２．４７ ２．１ 6９ 不明

1068年 ＳＫ１８５ 2．３６ ３．０ 7０ 祥符元質 1009年

１４３３年 ＳＫ１９２ 2．５５ 2.9 7１ 聖宋元璽 １１０１年

ＳＫ３００ 2．１９ 2.3 7２ 聖宋元璽 １１０１年

１０６８年 ＳＫ３９９ ２．４０ 2.6 7３ 治平元震 1064年

１１０１年 ＳＫ４５３ ２．４７ 2.5 7４ 天聖元霞 1023年

１０２３年 ＳＫ４５３ 2．５０ 3.3 7５ 淳祐元璽 １２４１年

１０２３年 ＳＫ４５３ ２．４１ 3.1

第１表出土銭貨一覧表

7０

７月

5cｍ

'十'十遺構 直径(cIn） 軍震(q）

ＳＫ４５５ 2．４６ 2.6

ＳＫ５０１ 2．５３ 3.7

SＫ５３８ 2．４７ 2.6

SＫ５５３ 2．４１ 2.9

ＳＫ５６１ 2．４３ 3.0

ＳＫ５６１ 2．３０ 2.5

ＳＫ５９０ 2．４３ 僻１．５

ＳＫ６６０ 2．２１ 2.1

ＳＫ６６０ ２．５０ 2.6

ＳＫ６６０ 2．４３ 3.0

ＳＸ７００ 2．３９ 2.4

SFOO1整地層 2．４０ 2.9

SFOO1整地層 2．４７ 4.1

SFOO1整地層 2．４９ 2.2

遺構検出時 2．４９ 2.8

遺構検出時 2．４４ 2.6

遺構検出時 2．４２ 2.6

遺構検出時 ２４２ 2.6

出土地不明 美０．９

出土地不明 2．５２ 2.5

出土地不明 ２．３４ 2.2

出土地不明 2．５０ 2.8

出土地不明 ２．４７ 2.5

出土地不明 ２．３９ 3.1

出土地不明 ２．４５ 3.0

出土地不明 2．４０ 2.6

出土地不明 2．４３ 2.6

出土地不明 2．３８ 2.6

表採 2．４０ 2.9

表採 2．５２ ２．２

表採 2．４１ 2.4

表摂 ２．５０ ２９

表ま ２．４２ ２．４

表お 2．４０ 3.2

表ホ 2．４７ 2.4

表ホ ２．４３ 3.6

表採 2．３７ 2.7

金属製品（第９５図）

ｌ～４は鉄製の小〃(小柄)である。ｌ～４は鉄製の小刀(小柄)である。ｌはSE460から出|ﾆした光形I1iI1,で､柄の部分は銅板により被覆されている。

３．４は鋼板により被穫された柄の部分である。２は柄の部分に被穫がみられない。５はSD970からIII-lﾆした,!；

－７４－
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第１００図遺構検出時出土週物・表採遺物１（1/3）
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第１０２図遺構検出時出土遺物・表採遺物３（1/3）

電謬鯵６２

蕊

出土銭貨（第９６図～第９９図）

本調査|ﾒEでは７５枚の銭貨が出土した。判読111能なものについては全て''11K1銭である。このうち初鋳年の雌も

占いものは開元通蛮（初鋳年６２１年）で最も新しいものは宣徳通賀（初鋳年１４３３年）である。SE460では伏
せた状態の流状製,1,11,の下から８枚の銭貨（ｌ～５．７～９）がまとまって出土したが、ノ|:戸廃絶時に何らかの祭

祁行為が行われ、その際銭貨が使用されたものと兄られる。

１０cｍ
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５遺構検出時出土・表採遺物（第１００図～第１０２図）

ｌは辿椛検出時に出土した、青rI磁合ｆである。２はiIfl'１磁皿である。３は|‘･I磁Ⅲlで、高台内に呉須で描かれ

た二里間線が見られる。４～６は白磁'111,7.8はI1j:磁香炉である。１３は肖磁lⅢで､恭笥底で厚いｌｌｆ磁紬が掛かる。

１５は内外面に黒褐色の紬が掛かる磁器碗である。１６～３９は青ｲである。このうち２９は、辿構検出時に出土

したものであるが、口縁部が短くﾙIIIIlＩする皿で、１７１１t紀初頭にIlIHIlするものと考えられる。１７．１９．２２．２６

６．

罰８

Ｐ

ﾉー

第１０３図各遺構出土遺物実測図補遺（1/3）

==一言v耐'畷
､計三三L誠
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s１６８

銅製の犬秤皿と考えられるもので、紐を通したと帯えられる穴が１カ所認められる。６は荷銅製のﾉJ装ｊｌ:で切刃

である。７は青銅製の金具で、建具あるいは家具に使用されたものと思われる。８～１０は青銅製の奔である。
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～２８．３９は滝州窯系の青花である。４０．４１は天目碗で、中国産である可能性がある。４２．４３は中国産と推

定される焼締陶器鉢である。４２はきわめて薄い体部を有し、口縁部は折り返され、玉縁状となる。４４．４５は

中国産と考えられる褐紬陶器である。４４は口縁端部が波状となる。４６．４７は華南三彩陶器である。４６は壷の

口縁部と考えられる。４７は鶴形水注の台部で、型作りにより成形されており、花及び波状文が認められる。残

念ながら遺構検出時の出土である。二次的に被熱しているため、表面が荒れ、紬が薄くなっている。４９はベト

ナム産焼締陶器長胴瓶の口縁部である。５０はタイ産と考えられる陶器壷の口縁部で、黒褐色の紬が掛かる。５１

は黒褐色の紬がかかる陶器の胴部破片である。器表面には明瞭な稜線を有する。胎土に黒紫色の砂粒を含むもの

で､タイ産もしくはミャンマー産の可能性が考えられる。52.53は朝鮮王朝産の白磁皿である。高い高台を有し、

畳付と見込みに砂目積みの目跡が残る。胎土は白色に近く、磁器質である。５４は越州窯系の青磁碗で、内面に

目跡が認められる。大宰府分類のⅡ類にあたる。５５～５８は瀬戸・美濃産の陶器である。５５は天目碗、５６．

５７は梅瓶、５８は折縁ソギIlIlである。５９は備前焼と推定される小型の揺鉢、６１は備前焼の杯である。６０は畿

内産と推定される緑紬陶器碗である。

出土遺物補遺（第１０３図）

ｌはSKl55から出土した土製灯火具である。ロクロ成形で底部には糸切り痕が明瞭に残る。２は第２次調査

区包含層出土の土製灯火具である。ロクロ成形と考えられるが、底部は糸切り後ナデ消されている。３はＳｌ６８

出土の土製灯火具で、器高に対し底径が大きい器形である。底部はやや上げ底状で、ロクロ成形後にナデ消され

ているものと見られる。４～６はＳｌ６８出土の土製トリベである。いずれも手裡ね成形であり、内面にはスラグ

の付着が見られる。スラグはやや暗赤褐色を帯び、青銅製品の生産に関わるものであることが考えられる。７は

陶器壷もしくは水性の蓋と考えられるもので、上面に緑紬が掛かり、胎土は黄白色を呈する。華南三彩陶器の一
種と考えられる。８は信楽焼と考えられる焼締陶器の鉢である。

－７８－



第３章まとめ

１遺構について

道路状遺構

今回の調査で検出された遺構でもっとも注目されるものは、調査区中央部を斜行して検出された道路状遺構で

ある。この遺構については、府内古図に基づく現地比定作業によって「戦国時代の府内復原想定図」（以下、「復

原想定図」と称する）が作成された時点でその存在が予想されていたのであり、比定された位置とほぼ一致して

遺構が検出された。このことにより、「復原想定図」ひいては府内古図の信懸性が高まり、その後今日に至るまで

行われてきた府内町跡および大友氏館跡の発掘調査によっても大きな湘縮はみられないため、その評価が定着し

た感がある。しかしながら、第１次・第２次調査の結果においてはこれに反する調査結果もあったことが注意さ

れる。すなわち、「復原想定図」では第１次調査区の中央部で南から延びてきた道路がＴ字型に交差するように比

定されている（推定線として点線により表記されている）が、第１次・第２次調査の結果そうした遺構は検出さ

れず､これは否定される結果となっている。これについては､大分市歴史資料館が明治時代の地籍図に基づいて行っ

た、「府内古図」の現地比定の方が正しく、第１次．２次調査区と第３次調査区の間にある南北方向の現道が未発

見の南北道と考えられる。また、第３次調査においては道路状遺構の方位が第１次・第２次調査と異なっている

可能性が高く、第３次調査区は、道路状遺構を含め「一之大路」に直交する地割である可能性が高いことが推定

された。以上の「復原想定図」に反する調査結果並びに推定については､先に刊行された第３次調査の報告書（｢大

友府内５」：平成１５年度刊行）で触れたところである。

道路状遺構は最大幅ｌＯｍと推定されるが、表土剥ぎ時に基底部近くまで掘り下げてしまったため、基底部土層

の分布により推定しているに過ぎない。また道路に直交する土層を道路幅全体にわたって図化することができな

かったため、土層によりその形成過程を把握することが不十分となった。このため、辿椛が当初からｌＯｍであっ

たのか、段階的に拡張あるいは縮小したのかといった時間的変遷については十分明らかにできていない。道路状

遺構の範囲と平面的な位置が重複する遺構についても、先述した調査時の限界があり、また出土遺物による時間

的位置づけにも限界があったことにより、これらを道路状遺構築造前ないし後に裁然と分離することは困難とい

わざるを得ない｡少なくとも１６世紀末の段階ではSKl37･'39.155などが道路状遺構を切る形で築造されており、

１０ｍの道路幅はかなり減じていたものと推定される。

一方、道路状遺構の範囲の遺構分布をみると、その中央部分には遺構密度が疎の部分が存在することが認めら

れ、少なくともこの部分が道路状遺構形成以前にも空閑地であった可能性があることが推定されるのである。こ
の空閑地については、地業によって道路状遺構が築造される以前にも、道路の機能を有する部分がこの位置にあっ
た可能性を示唆するものと考えられる。そうした場合､当該期においては「道路」に隣接する位置に井戸（SE400.
460）が築造されていることになる。これは、府内町跡第２次調査SE968や第３次調査において検出された井戸
群等に見られるように、道路状遺構築造後（'６世紀後半）における井戸の分布が道路状遺構から一定以上距離を
置いて配置されている状況とは異なっている。こうした事象は、道路に面した町屋の地割内における空間利用の
あり方一表と裏一に起因する可能性が高いと判断できる。従って、道路状遺構築造後の町屋の構造や景観がそれ以
前と大きく異なっていたことが考えられる。今回の発掘調査においては、明確な地割を示す明確な区画遺構は検
出されなかったが、明治時代の地籍図には道路をはさむ形で展開する短冊形地割が明瞭に認められる。近世以降
にはこのような地割が成立する契機が考えにくいため、地割の成立は中世にまで遡るものと推定される。従って、
先述したような井戸の出土状況から見れば、推定横小路町においては、道路状遺構築造後に短冊形地割が成立し
たものと考えられる。いずれにせよ、道路状遺構が築造されたことにより中世府内町が大きく変貌し、都市的な

景観が整ったことは蓋然性が高いと考えられ、その時期が、１６世紀中葉頃にあることは今日に至るまでの調査に
より実証されつつあるといえるのではなかろうか。今後、周辺地域において、地割の成立に関する明確な遺構が

－７９－
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小字界

第１０５図横小路町における道路推定位置

第１０４図明治時代の地籍図に見る地割（大分市史中巻付図Ｕより）
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２出土遺物について

土製灯火具

’''''1:大友府内町剛輔’次・第２次調査では多数の_'二製灯火具が出こ

した。出こした土製灯火具をみるとかなりのバリェイションがあり、そ

の一方でﾉﾘ拭学的なまとまりも認められる。これについてはすでに小柳

和宏氏が人l11村岡ノ前辿跡出_l:黄料をIlI心に分析して、j1L本的な５類

型の分瓶と「蝋燭立て」としての機能推定を提,パしている。また、小柳

氏はこれらに後川するものとして「６噸」をi没疋し､火分I|端催寺遺跡、

尼ケ城辿跡､｢]杵Iljﾉi詣台進跡川上IIII1Iをその例として挙げた。これは｢底

部が極端に厚く、’1縁部の伸びが小さい形態」であるとされ、今日人皮

府内町跡で多数出こしつつあるものの多くを含んでいると拷えられる。

本11＃において報fIfした資料は、小柳氏の分航のうち時期的に新しく位

侭づけられるものが中心となっていると考えられるが、ここで氏の論を

踏まえながら土製灯火典を今一度概観してみることにしたい。

本１１｝で州告したこ製灯火災は、概ね４極顛に分類できる。仮にＡ～

Ｄ類とする。

Ａ顔：上師器小皿の底部に焼成後穿孔したと考えられるものである。

Ｂ類：底部が厚くなったもので令形は不明であるが、小柳氏の４卿こ瓶

似すると思われる。

C類：底部がさらにﾊｴくなったもので、小柳氏の５類にﾘ測以すると考え

られる。１１縁部は小Ⅲl状に立ちｋがると推定されるが、残ｲj息しているも

のが無いため不明。

Ｄ類：底部が一層厚く、尚くなって台形状を11:するまでに領ったもので

ある。’1縁部が小lⅢ状に立ち上がるもの（Ｄｌ頬）と短く振り出すだけ

のもの(Ｄ２瓶）に細分される。このうちＤ２ﾘﾘ'iが小柳氏の６撤にｲ;'1M1す
ると考えられる。

なお、Ｄ頬の中には、京都系上師器と同様な''1っぽい胎|:のもの（８）第１０６図出土灯火具分類図（1/4）
が含まれていることが注意される。

これらの資料は1511t紀後半以降に位置づけられる名辿榊から出上したものであるが、出土状況は必ずしも

一括性を保証できるものとは言い難く、同一の遺構に混在して出土している場合が多くみられる。しかし、Ｄ２

類は16111:紀中柴以降に位侭づけられる辿椛に限定できることが注意される。また､先述したようにＤ２類には、
京都系M11i器と頻似した胎士のものが認められることから、京都系1倉'’111i器が府内'１１１．に杵及する１６１１t紀｢|'染以
降に位慨づけられる111能性が高いと考えられる。Ｄ１類については、縁部形態によりＤ２類より古ｲ;11と考えられ
るものであるが、道路状進構よりドﾙｻの遺椛から川上しており、少なくとも16111:紀前､'4までには遡ると推定
される。よって、Ｄｌ紙→Ｄ２噸と変進すると痔えられ、Ｄ２撤が最も新しく位侭づけられると推定される。
すでに、小柳氏は「底部と休部の比がほぼ'浮しいものから、徐々 に底部の比率が大きくなるものへ、という
蛙木的変遷が追える」と指摘されている。水洲行地点出ｋ資料についてもllil様の)1W』｣．C変進を２'1てはめてよいの
ではないかと考えられ、Ａ類→Ｂ瓶→Ｃ類→Ｄｌ瓶→Ｄ２伽の変遷も想定される。しかし、Ａ蚊．Ｂ賊は|}}-k{|ｌ

が少なく、Ｃ類．Ｄ航とも形態ｋの堆異が火きいこと、また、Ｃ類（＝小柳５類）については、Ｆ１杵石仏群に
おいて１４世紀後半から１５１１t紀前､'4には出現しているとされることから、単純にこのような変進となるかどう

検州され、確実に検I;I[されることが望まれる。

C類
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かは不明である。本調査地点において１４世紀代に遡る遺構は知られておらず、Ａ類。Ｂ類。Ｃ類が同時期に存

在していた可能性さえも考えられる状況である。以上のことから、現状ではＣ類→Ｄ１類→Ｄ２類の変遷を想

定するに止めておくほか無い。今後、良好な一括資料により検証されることを待ちたい。

さて、このような土製灯火具が出土する遺跡について、小柳氏は「寺院あるいは居館に関わる遺跡」である

ことを指摘している。すなわち、中世の文献や絵画資料により、１４世紀代以降、寺院や武士居館における蝋

燭使用は間違いなく、蝋燭立ての出土はこうした「場」の性格を反映したものであるとした。小柳氏の指摘後、

中世大友府内町跡や、大友氏館が発掘調査されるようになり、その各調査区において土製灯火具が出土するこ

とが知られるようになってきた。このような今日の知見からすれば、中世大友府内町においては寺院あるいは

居館と同じく蝋燭を使用する生活形態があったものと推測される。おそらくは、府内町における都市的な生活

様式が蝋燭の使用を必要としたものと考えられ、都市的地域である中世府内町を特徴付ける遺物の一つと言っ

てよいと思われる。今後は、府内町及び大友氏館の各調査地点における出土状況が比較され、府内町内のそれ

ぞれの場によって出土状況に差異があるかどうか検討される必要がある。また、こうした土製灯火具が豊後府

内以外のものと比較され、その普遍性と特殊性が位置づけられなければならない。

引用参考文献

小柳和宏「灯火具について」『豊後国田原別符の調査Ｉ』１９９４大田村教育委員会

なお、本文をまとめるにあたり、高橋徹氏から土製灯火具について多くのご教示を頂きました。
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｢豊後府内における全体遺構配置図の検討」
～辿構の把握と継続禰理について～

大分I|j教育委旦会悔ＩＩＩＩＷ宏

１．はじめに

大分川の/f岸に位置する微間地上には、Il111I:において東I凡i約０．７ｋｍ、南北約２．２ｋｍの脱棋を有する'11｣跡が

展開していたと推定されている。（大分市史編纂委員会：１９８７）この町跡は''1世大友城ド町跡（註１）と呼

称され、１９９６年に調査が行われて以降、’'111t大友府内町跡は３９次、大友氏航跡は１４次（2004年１月現在）

に及び調査は継続されている。
いち

この遺跡は、市から長い年ｊｌをかけて徐々 にllIT屋が形成された都市と考えられており（鹿毛：２００１)、府lﾉ１

古図Ａ類（大分市歴史資料館所蔵）においては南北４本、東西５本の宝典道路による区両を伴い、大友氏館を

巾心に寺社地や商工業地等が股開することが認められる（第１０７図)。また、フロイスが記した『日本史』（松

11Ｉ川崎訳：１９７８）には、教会、病院などI｝1.i欧文化の影郷を受けた施設が処,没されていたことが示されており、

キリスト教を保護した大友氏の方針が町並みに反映されていたと考えられている。

１９９８年に行われた大分I|了顕徳町三丁[lの発掘調査においては、庭園跡が検出され、方一二町（約２２０ｍ）に

展開すると推定される大友氏館跡の可能性が示唆された（,i紬：１９９８)。また、麗後府内における東南アジア産

陶磁器のI;I肺所兇をふまえ、森本氏の第３期（森本：2000）を史に二分し、想定される時間|lllliから「南蛮貿易」

段階、第３ａ期の設定及びその特徴を述べている（坪根：2003)。また、斑後府内における祁々 の建造物の位iifi
を推定する試みは、歴史地理学的な方法論を川いた比定作業（大分市史編纂委戯会：1987）を噛矢に、中世の
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〆

ｋ

(1)遺構配置図のＡＤ変換ﾗｽﾀデー ﾀにより表現された遺構配置図

↓
(2)ヘルマート幾何変換による偏位修正

↓
(3)ＲＶ変換(Ras(orVectorComposiLion） 一(4)データの検証及び再確認

↓ ↓
(4)各調査地における縮尺率の統一

↓
(5)地図を用いた各調査地の配置

↓
(6)データの検証及び再確認

ベジェ曲線による遡構配置図(A）

一直線､またはスプライン曲線等

による遺構配置図(Ｂ）

第１０８図作図過程

、

豊後府内（府中）を描いた古絵図の変遷の研究（木村：2000）や１７世紀前半に府内町が移転した際の町名か

ら府内の空間配置と構造を探る研究（木村：２００１）等に引き継がれている。現在、絵図及び文献調査、発掘調

査による情報の集約により、哩後府内の具体像が序々 に解明されつつあるといえるだろう。

このような研究は町名と町削りを推測できる参照元として使用されており、調査目的の立案や遺構を検討する

一助として発掘調査に寄与している。今日においては、発掘調査数の増加から調査成果を基にしたより具体的な
検討を行える状況に変化しつつある。しかし、これらの遺跡の位置を確定し、遺構の比較をより良く行う為には
精度の高い地図上に遺構が表現された図が望まれる。

本稿においては、平面直角座標Ⅱ系を用いて調査地を配置し、豊後府内における全体遺構配侭図（註２）の作
成を行い、資料の作図過程、目的を示す。特に都市遺跡における遺構配侭図の情報構造に着目し、一連の作業過
程から機械可読化における全体遺構配置図の検討を行う。

２．豊後府内における遺構配置図の作成

・作図環境と周辺機器

電算機は非メーカー仕様を含む、3.2GHｚ（Pentium4）～1.00GHｚ（AMD）相当のＣＰＵを有する機器５台を
用いた。いずれも高い可用性を維持し、ＬＡＮによる情報共有環境を構築している。ＯＳはWindowsXP及びW
indows2000、Windows98を使用している。

・作図目的

豊後府内の調査は約８年の歳月が経過し、２００４年１月現在、総計５３次に渡る発掘が行われている。徐々 に
増加する調査地と変わりゆく市街地の景観は個々 の位置関係の把握を困難にし、調査地は虫食いのように散在す
る。改めて豊後府内を柵噸すると、推定範囲に対し数パーセントを調査したに過ぎないことが喚起される。全体
像の把握は長い年月を要することが容易に想定できる。

－８４－



中世大友府内城下町跡調査次数

大友氏館跡第１次

大友氏館跡第２次

大友氏館跡第３次

大友氏館跡第４次

大友氏館跡第５次

大友氏館跡第６次

大友氏館跡第７次

大友氏館跡第８次

大友氏館跡第９次

大友氏館跡第10次

大友氏館跡第１１次

大友氏館跡第１２次

大友氏館跡第13次

大友氏館跡第14次

中世大友府内町跡第1.2次

中世大友府内町跡第３次

中世大友府内町跡第４次

中世大友府内町跡第６次

中世大友府内町跡第14次

中世大友府内町跡第15次

中世大友府内町跡第１９次

中世大友府内町跡第23次

中世大友府内町跡第24次

第２表作図に用いた各調査地の参照元一覧

掲載縮尺

1/600

1/200(第３面）

1/600

1/125

l/１００

1/250(第２面）

1/1００

1/100

1/１００

1/３００１/８０１面２面３

面Ｉ．Ⅱ

l/1２５

1/200

1/200

l/lOO

1/400

1/400

1/200

1/400

l/100

1/250

1/１００

1/lOOOl/200

1/120

参照資料
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調査概報Ⅳ-｣『大分市市内確認調査概報-2002年度-』大分市教育委員会

塩地潤一2001.12「大友館跡第２次調査｣『大分市埋蔵文化財調査年報vol､1０
1999』大分市教育委員会
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vol､81997』大分市教育委員会

高畠豊1998.12「中世大友城下町跡第３次調査｣『大分市埋蔵文化財調査年報
vol91998jl大分市教育委員会

河野史郎2001.12「中世大友城下町跡第４次調査｣『大分市埋蔵文化財調食牛
報vol､１０１９９９』大分市教育委員会

塔鼻光司坪根伸也2001.12「中世大友府内町跡第６次｣|｢大分市埋蔵又化財
調査年報vol,122001』大分市教育委員会

池過千太郎上野淳也2002.12
文化財調査年報voll32002』

｢中世大友府内町跡第14次調査｣０大分而埋蔵
大分市教育委員会

識岐和夫塔鼻光司宮田剛2002.12「中世大友府内町跡第１５次調査｣U大分
市埋蔵文化財調査年報vol・'32002』大分市教育委員会

池遥千太郎高畠豊永松正大ほか2002.31国指定史跡大友此鴎跡死畑
調杏樫報Ⅲ－１『大分市市内確認調査概報-2001年度-』大分市教育委員会

坪根伸也塩地潤一中西武尚ほか2003.3｢中世大友府内町跡弟２３次調宜」
『大分市市内遺跡確認調査概報-2002年度-』大分市教育委員会

坪根伸也塩地潤一中西武尚ほか2003.3｢中世大友府内町跡第24次調査」
『士分帝市内描跡確認翻杏概報-2002年度-』大分市教育委員会

特に道路状遺構や土塁状遺構、溝状遺構等は大規模な遺構であるが故に、複数区に跨る可能性が高く、全体の
発掘は短い年月では困難である。しかし、これらはある施設を囲尭する可能性や町割りを想定する上において、
その位置関係が時間的、空間的に重視される。豊後府内の各施設や変遷を明らかにする為には、豊後府内の推定
範囲を把握する事が可能なだけではなく継続的に利用できる遺構配置図、もしくは仕組みそのものを提案、作成
する必要がある。

このようなシステムは、各個の視点からまとめられ、ツールとして開発が進められている。電算機を用いた方

－８５－



法の一つとして奈良国立文化財研究所において行われた遺構図をＧＩＳ（GeographiclnfbrmationSystem）へ展
開を行う試み（平濯：１９９８）や古代都城の用排水系統についての研究（金田：2000）などが挙げられる。今日
においては遺跡ＧＩＳ等と呼称される商用及び研究開発の一端をＷＷＷ(WorldWideWeb)上において確認でき

る。

豊後府内では資料として、「府内の町割変遷図」（坂本：2001）等が作成されており、中世大友府内城下町跡

の調査状況を伺うことができる情報源として存在する。今回の作図は、現状の作図状況を継承し、基礎情報基盤

として発展させる試みと位置づけられる。故に、次の３点を目的として掲げる。

第１に、調査研究を行う為の比較、検討を行う基盤として整理し、発掘調査、研究、及び事前の発掘調査計

画の立案に寄与することを目的とする。

第２に、現在の情報源自身が紙面に固定された情報である為、視認的可読性、保管性は高いといえる。しかし、

情報の共有環境としては不適切であり、媒体から利用できる選択肢は少ない。この点を機械可読化により補足す

る。

作成される図は豊後府内の推定範囲全体をカバーする遺構配置図である。本稿ではこれを全体遺構配置図と呼

称する。各調査地の遺構配澄図は豊後府内の記録を行った一資料であり､全体遺構配置図を構成する一部である。

これを便宜上、調査地遺構配侭図とし、全体遺構配置図の下位に帰属するいわゆる子とする。また、これら遺構

図は歴史叙述を行う基礎資料であると同時に調査地内における遺構を図示した希少な情報といえる。このことか

ら継続的に保管される価値を有すると判断され、アーカイヴズ（Archives）（註３）としての特徴を含むと考え

られる。しかし、継続使用される現用資料ゆえにデータを相互に補完し、保証する構造をとらなければならない。

そのため、本図を作成した場合に起こり得る問題として、使用を行いながら継続した管理が求められる。情報の

保証をどのように行うか、より良い方法を探る必要がある。これが第３点となる。

以上の目的から、作業過程を明確にし、図のインテグリティ（註４）を保持する方法と問題点を示す必要があ

る。これは個々がデータの運用を考える上からも有用といえる。また、このように透明性を確保することは、新

たな視座から作図が必要な段階に到達した場合や、ｃｌｓに情報を移設し、様々 な検討を行う際に有効と考えられ

る。第１０８図に作業過程を示す。

・作図手法

参照可能な調査地遺構配侭図として第２表の資料群が存在する。これを元図として取り扱い、参照元として

用いる。座標は平面直角座標Ⅱ系を使用する。今日､新たに座標を補正した世界測地系が示されている(註５）が、

今回は情報の参照元との混乱を避ける為、補正以前の座標値である日本測地系を使用する。

平面直角座標の使用と大縮尺を保持する考えは、遺構相互の位置関係の保証し、遺構形状の再現性を一定の高

さに保持する。その為の記述固定媒体として電算機器を用い、機械に依存した情報として扱う。基盤となる地図

として２５００分の１の大分市都市計画図をＡＤ変換（AnalogDigitalComposition）したデータを使用する。こ

れらの地図は印刷物としての誤差がある為、ヘルマート幾何変換等を用いた偏位修正を施す。修正作業の情報源

として、大分市都市計画課が所有するデータを参照した。

これらの作業を行った後に、各調査地遺構配侭図に対し、周辺機器を利用したＡＤ変換を行い仮想空間にそれ

ぞれの調査地を配置した。これにベクターグラフィックソフトウェアを使用し､芯線化と縮尺の斉一化を図った。

作成されたデータをＤＸＦ（DrawingExchangeFormat）に変換し､ＣＡＤ（ComputerAidedDesign）ソフトウェ
アを使用して遺構の再配置を行った。この一連の作業過程を繰り返すことによって、それぞれの各調査区位置

を入力した。なお、ＣＡＤの特徴より、縮尺はｌ／ｌから格納、出力可能であるが、参照データの縮尺が有する

最大公倍数はｌ／ｌＯＯＯであり、本図は最大１／ｌＯＯＯにて正確な情報が保持される。ＤＡ変換（DigitalAnalog
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第１０９図豊後府内における全体遺構配置図（推定大友氏館跡周縁：１/4000）
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Composition）した中世大友府内城下町跡の全体遺構配置図を第１０９図に示す。

３．作成資料における遺構配置図の検討

．遺構を表現する線形状

一連の作業において、芯線化と縮尺の斉一化を行った段階のデータをＤＸＦ形式に変換し、ベジェ曲線とは異

なる曲線の式に侭き換える段階が存在する。（第１０８図作業過程(6)）この時、線形状の位置情報は正確に保持

されるが、形状は若干、不適切な状態に再計算される。つまり、この時点において、遺構配置図に描かれた曲線

形状の再現性は低下するという問題が生じる。結果、２種類の曲線形状が抽出されることになる。

Ａベジェ曲線により描かれた再現性の高い線形状（第１０８図作業段階（４ｂ))。

B､直線形状、または、スプライン曲線等により表現された再現性の低い形状を有し、且つ、位置を保持する線

形状（第１０８図作業段階(6))。

Ａは､遺構配侭図のトレース等に応用可能であるといわれている（註６)。再現性の高い状態で保持されており、

これらを組み合わせて配置することは、遺構を投影した曲線形状を保持する方法として最も望ましいと考えられ

る。

Ｂは、ＣＡＤの利用によりＡと比較して縮尺が統一されており、ソフトウェア本来の目的から座標が細かく

管理されている。従って配置を行う際、精密な作業が可能になる。また、現行のＧＩＳや造築物の図面の多くは

CADとの連挑が取りやすく、多くのプラットホームを利用できることから柔軟な資料作成を可能としている。

この曲線表現は辿構などの表現にはやや劣る。但し、離散値を細かく設定する等により、近似する曲線に導くこ

とも可能である。

これら一連の結果は遺構の形状表現の再現性を高く保ちながら、他用途に利用できる媒体に加工する手法とし

て有効であろうと考えられる。遺構の形状を表現する重要性が商い場合と、精密な位置を確認する場合に応じて

選択する必要があると考えられる。

・各調査位置の取り扱い

第１０９．１１０図は座標値を元に再配置された全体遺構配置図である。今回の方法を用いた結果、少なからず

誤差が存在するといえる。原因はＡＤ変換の入力方法及び機器、人的な資料の取り扱いにあると推定される。図

は修正を行った過程（第１０８図作業過程（２））を含むが、基本的にＡＤ変換を伴う作業は誤差を含むといわ

れている。また、媒体の温度変化による膨張・縮小や印刷物を作成する際に発生する元図のゆがみ等も一因とし

て推測される。しかし、Ｉ／ｌＯＯＯにおいての配侭では非常に微細な誤差として捉えられ、遺構相互の位置関係に

対する影響はほとんど存在しないと考えられる。

参照した調査地遺構配置図は誤植を含む資料が少なからず存在する。本図においては誤植を訂正している。但

し、完全に訂正できたわけではなく、報告書及び概報作成作業においての誤りと考えられる元図の非等倍投影は

完全に払拭することはできなかった。これらは近似する数値に留めている。また、遺構図は写真測埜、トータル

ステーション､遺方（オフセット）測量､(手）実測等を経て作図される。それぞれ､方法､機材､精度が異なる（宮

塚：１９９９）ことから、今後は測皿方法を明記する必要がある。
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第１１０図豊後府内における調査区遺構配置図（中世大友府内町跡第１～３次調査区：１/1000）
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・遺構図の機械可読化

職後府内はⅢ〔'八i約０．７ｋｍ、南北約２．２ｋｍの＃11模と推定されている。これは一つの人きな辿跡であり、各調

査地はこの遺跡に対するポイントである。この範|州をIﾘl示し、Ｉ洲llな内祥を示すことができる記述固定媒体とし

ては瓶獅機を選択することが'賢'ﾘlといえる。なぜなら紙の場合、大きさがlIIil定される限り広いｲlitjljl;Iを|ﾘl雌に炎呪

することは難しく、データは粘度を失い劣化するため、詳細な比較、検,;､１．には耐えることはできない。また、座

標を川いて同じ黄料を作成した場合は、だれでも|lil様の資料をIﾘﾉk産することはM1雌である。

１‘剛〔機は、IxlliIiの追記や'１稲作業をより簡便に行うことが火践でき、発伽i淵汽の迦所で川いることにより辿構

配侭似|の作成を支援できる。特に遺構に関する’'1洲の複製を簡易に行えることは洲代に携わる協ﾉ｣荷、関係行に

情報捉供を行うだけでなく、情報を供川する意味においてもｲj･効と考えられる。

黄料を機械''1読化することは木似|を典ｲi物として利川できるだけでなく暇後M1:内を広くﾙIil知する下段となると

予測される。このように、より柔軟な環境を選択し川いることは、記録黄料の利川範ljI1を広げ、様々 な視点から
の分析に用いることができるのではないだろうか。
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本稿において、蝋後府内の全体辿柵Ｗｉ図の作成を行った。喧算機を川いてインテグリティの保全を念頭に侭

き、極々 の作業を行った結果、よりI洋細な令休辿椛'１肥侭図を作成する‘lｉができた。職後府内のような広範|川Iに跨

る辿跡に対しては機械TII硫化による査料作成のｲi効性がi'’1iいと号えられ、各1淵汽地を'1ﾐ確かつI洋細に炎ﾙ''できた
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ことは基礎資料作成における一手法として提案できると考えられる。

今後の課題として、さらに精度の高い資料作成が調査、研究の面から望まれる。そのため、調査記録方法とし

て、現状の記録方針に加え写真測触に代表される情報の保証を伴う方法を併用することが必要となる。ただ本図

のような資料作成の為だけではなく、遺構そのものを補足する一資料として、また、アーカイヴズとして、写真

測凪を用いる意義は十分と考えられる。複数の媒体を用い保証を行う方針は、遺構の確信性を高める行為といえ

る。こうした考えは、将来に検証可能な過程を残すことに繋がるのではなかろうか。

また、基礎情報基盤としての機械可読化を考えた場合、種々の測戯による情報はそもそも報告者の意図を忠実

に再現できているのかという問題が挙げられる。特に写真測量においては、報告者と測量技師間の認識差が顕著

に観察できる場合がある。これは遺構と呼称される認識と起伏は異なるという一例と認められ、それが表現に差

を生じさせていると考えられる。根本的な認識、表現という段階の整理を行い、機械可読化においては測量方法

を相互に比較し、その特徴や長所・短所を考慮した作成プランを試みる必要があるだろう。

今回、作成を行った豊後府内における全体遺構配置図は各調査地の遺構を集約した情報である。そのため、こ

れを十分に機能させる為には、継続使用可能な仕組みと管理方法が求められる。本図はその特徴として各調査地

の遺構配置図をリンキングする構造を有する。このリンクは相互に正しく情報を保証する関係になければならな

い。このような関係を確実に保持し、運用する為は、情報の追加は許されるが、既に描かれた図の削除、改変を

許可さないことが必要となる。したがって、全体遺構配悩図はライトワンス文書（註７）の構造を有することが

望ましいと考えられる。このような情報をより正しく継続的に保持される為には、ミスや改憲を防止する方法と

記述順序を示す方法をそれぞれ考えなければならない。

機械可読化された全休遺構配置図は、保存管理が必要とされながら長期間、現用資料として継続的に使用され

各調査地を相互に正しく追記保証される構造を有する情報として取り扱う必要があると考えられる。機械可読化

された情報は発掘調査においても取り扱う機会は多い。これらは非視認的な存在であり環境に対し極めて脆弱で

ある。また、データそのものに対する経年劣化はないが、記録媒体や安易なフォーマット変更により、同様の結

果をもたらす可能性がある。電子媒体を含めた記録管理方法を考える必要があるといえるだろう。

５．おわりに

近頃、行政における説明責任から情報公開を前提にした活動や方針を耳にする機会が増えた。ＧＩＳを導入する

だけではなく、他の課と共有し、穂極的に利活用する方向性も模索され始めている。そのいずれを果たすとし

ても継続的な保存と管理を考えなければならない。なぜなら、この考えは行政における説明責任を果たす重要な

バックボーンとして利用可能であると想定されるからである。また、より優れた情報公開を行う一助になると考
えられ、予想可能な検討課題として挙げられる。
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挑駅

挑１現在、‘''１M;大友城ド町跡、中１１t大友府内町跡、中111;府IAl町跡等、

fWi称が用いられ呼称されている。本稿においては、かつて大分川墜岸

に広がっていたと好えられる都I1j既殴を豊後府内と呼称し、町片蝿び火

皮館、符山万斯諦沖それぞｵ1の施投は磯後府内に宙まれるという序列を

jj･えている。また、発棚剥査においては、中1M;Ａｓｋ城下町跡，’１１世大友

府内町跡、大友氏鯨跡と既に呼称されている。糾従地点を,J《す川鍋とし

て利Ｎｉされており、叫合に応じて使用する。

』ｋ２本稿においては、遺櫛配慨脚を各調在Ⅸにおけるデータとして孤

住KjIm櫛配通図と呼称し、全体迩隅配固図は各鋼従区を巣台させた遺跡

全体を傭厳可能な閃として取り扱っている。

班３アーカイブ、アーカイヴ，アーカイブス弾、呼称は多械である。混

乱を避ける理由から、アーカイブ、アーカイヴの川鍋は使川しない．本

稿においては引用を除いて、アーカイヴズを使川する。

アーカイブは保存することをIliに意味する叫合があり、現状でのデジ

タルアーカイブという用誰は悩棚投術を応用した機械可読化による保存

を意味すると考えられる。本稿においては「アーカイヴズとは.細織体(個

人も宙めて）における業筋の遂行を証拠づけるために記録を作成し、そ

うした記録群を年々歳々に醤欄し、中間保管M(を経て、処分か、水久保

存かの岐路に立たされ、永久保ｲfと押価されて、アーカイヴズに移脊さ

れたものをいう。」（安深：２００２）に依拠している．アーカイヴズ、デ

ジタルアーカイブの定雑については．未だ検制する余地がある．それは

史料学に限らず、アーカイヴズという訂葉が表現する懲図が社会的に聞

知される途上であＩ)、これに即した検討が各視点から進められている為

と齢えられる．

挑４インテグリティ（Intcgrily）とは、安全性淳の意味とボされてい

るが．本稿に使用しているインテグリティとは機密の保たれた定金性と

正確にそれが維持されつづけることを意味する。

ｌｋ５世界測地系とは、世界各IKlの共通で利川できる測地系をいう。国

土地理院はＩＴＲＦ９､1座標系の櫛築を行っておl)、現任、噸次に棒行を図

っている。これまで発棚調盃において記録された脳標は世ＷＬ測地系とは

出なる為、補正叶仰を行う必製がある。

挑６過構、過物のトレースは．ベクターグラフィック､ノフトウェアを

介して行うことが可能といわれている（岡本１９９８)。このように電算

機をＩⅡいて作業を行うことに対し､デジタル．アナログといった二項図

式を元にした懐雛的な話を耳にすることがある。これは、急速に悩鞭化

社会が進んだ為．隅々 が唖鞘でさない間に．この二つは対抗するとされ

る1M念が社会的に強調された結果と推察されるが納句の意味からも理解

できるように対立する関係にはない。ともあれ、問題の中心はデジタル

を川いた表現技術にはなく、蝿鑓から表現、仏遠．再現という'災測図の

作成過程が内包する問題にフォーカスを移す必喫がある．

雌７ライトワンス文欝とは．迫‘兇によってのみJき換えが‘11:'11される

文i1Iをいう。代炎的な書甑としては、カルテ、嘆凝曲等が挙げられる。

特に砿子カルテは、多くの病院で１Mいられており、嘱牢なシステム作成

が求められている（原佃西畑Ｗ税ほか２００３)。
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〔編集者註〕

本書の中で第109図及び第１10図以外にも､これと類似した遺構配置図が複数あるが､これらについては第４章におい
て提示した手法に基づいて作成したものではない｡従って､これらよりも第109図･第１10図がより正確な図面であるこ
とをお断りしておきたい。
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挿図番号 遇構番号 材質 響檀 細別 産地/廟 口径 困高 旺径 鞄/色襖 文樋/回整

外面 内因 見込み 底郎

訪土

渦
貝

角
興
石

宜
面
母

赤
色
館
他

囲考

働寺／:接合関係

第
一

0図-１

:買意~冒司

近路状週
櫓SFOO1
袴一一

白磁
－ １

皿 中国 ゅ6,6 畳付無鞘

到り 0図-２
道路状遺
櫓SFOO1

青磁 碗 中国館泉薫系 卓13.4 へラ彫り

第 o図－３
近路状通
榎SFOO1

青花 碗 碗E群 中国 ･3.8

第 O図－４

罵意宝司

通路状退
櫓SFOO1
陸＝ーー

青磁
－

碗
畠！

中国源州薫系 車1９．０ 黒色粒

昂 0図－５
近路状週
槽SFOO1

焼綴陶器 鉢 中国

第 O図-６
道路状週
機SFOO1

焼締陶盤 鉢 中国 申14.2

第 0図-７
道路状週
横SFOO1

土師馨 坪 ＊1４．７ 赤喝色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

貝による段
ナデ 糸切り ○ ○

第 1図－１ ＳＤ１６ 土師器 小皿 ﾌ.０ ２９ 4３ 湊褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第 1図－２ ＳＤ１６ 土箇器 小皿 8-1 2.35 5９
湊掲色～湊

赤喝色
ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○

第 1図-３ ＳＤ１６ 士璽晶 灯火具 *5.8
明褐色～端

灰褐色
糸切り ○ ○ 坪部内面に瓜色物質付

藩

第 1図-４ ＳＤ１６ 士哩晶 灯火具 *6.7 閉灰褐色 放射状汰娘 ○
白色粒
黒色粒

第 1図－５ SD22 焼繕陶器 鉢 中国 卓25-3

第 1図-６ SD224 京都系土箇響 皿 ＊12.0２．６ 貫灰喝色 ヨコナデ
ヨコナデ｢2」

字ナデ

一方向ナ

デ

樋おさえナ
苧

第 1図-７ SD229 土節馨 坪 ６．５ ６．６ 7.0

第 1図-８ SD229 焼総陶霧 掴鉢 僧前焼 車26.8

第 2図-１ SD330 青磁 皿 中国

第 2図-２ SD330 青磁 皿 中国

第 2図-３ SD330 青磁 碗 中国

第 2図-４ SD330 青磁 碗 中国

第 2図-５ SD330 青花 皿 皿B1群 中国 ＊1１．８

第 2図=６ SD330 白磁 皿 中国 ●9.0

第 2図－７ gD330 土鐸器 坪 牟4.5

篇 2図-８ SD330 土騨唇 坪 車6０

第 2図-９ Ｓｍ3０ 十師塞 坪 牢6.0 扇禰褐色 ナデ 糸切り

第 2図一 ０ SD330 土師器 坪 ＊1２．１ 楢郷色 ヨコナデ ﾖコナデ ○

第 2図一 SD330 京都系土師秘 皿 車1３．０ ２３ 車6.8 晴灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
編おさえナ

デ

第 2図一 ２ SD330 瓦臼士馨 掴鉢 *3２０

第 2図一 ３ SD330 焼縄陶器 宴 借前焼 卓29.0

第 2図一 ４ SD330 焼縄陶馨 更 常滑焼 *50.4

第 3図一 SD799 青花 碗 碗C群 中国 ●5０ 畳付趣軸

第 3図-２ SD799 白磁 小坪 中国 車6,8

第 3図-３ SD799 白磁 碗 中国 ＊1３，１

第 3図－４ SD799 青磁 碗 中国 ＊1２８

第 3図-５ SＤ７９９ 土師淫 小皿 3.9 剛灰色 ナデ 糸切り

第 3図-６ ＳＤﾌ9９ 土師墨 小皿 *8.7 1.8 *4９ 明貫灰色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り

第 3図-７ SD799 土騨器 小皿 8.5 1.7 5.6 明貝灰色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○

第 3図-８ SD799 土箇塁 小皿 *8.3 1.8 ●6.4 負褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色粒

第 3図-９ SD799 土師器 坪 6.4
渋褐色～赤

渇色

ﾖコナデエ

貝による鰻
ナデ 糸切り ○ ○

第 3図一 ０ SD799 土師器 坪 ＄6.8 明負灰色 ナデ 糸切り ○ ○

第 3図一 SD799 土師器 坪 *5.4 閉櫓褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

糸切り櫨状

圧奴
○

第 3図一 ２ SD799 土師器 坪 ＊12.02.3 中6.3 明褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ○ ○ 白色粒

第 3図一 ３ SD799 京都系土節圏 小皿 卓4.5 1.4 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 内面に布目鰹

第 3図一 ４ SD799 京極系土節圏 皿 4.5 1.5 ４８ 朝灰渦色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ

第 3図一 ５ SD799 京極系土筒響 皿 車8.4 1.6 ●3.1 明灰渇色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ
鋸おさえナ

享

第 3図一 ６ SＤ７９９ 京都系土師饗 皿 車 1.0２２ 卓4.8
灰褐色～灰

赤色
ヨコナデ ﾖコナデ

第 3図一 フ SD799 京都系土師謡 皿 ＊ 0.42.5 ＊4.2 灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
棚おさえナ

デ
○

第 3図一 ８ ＳＤ７９９ 京都系土師淫 皿 車 0,42.35
明貫灰色～

明赤灰色
ヨコナデ ﾖコナデ

一方向ナ

デ

梱おさえナ
デ

○

第 3図一 ９ SＤ７９９ 京都系土師野 皿 申 Ｚ８ ２３５
明灰喝色～

晒灰喝色
ヨコナデ ヨコナデ

桁おさえナ

デ

第 3図－２０ ＳＤ７９９ 京極系土簡馨 皿 中 ２９ 明灰喝色 ヨョナデ ヨコナデ
樋おさえナ

デ
○

第 3図-21 ＳＤ７９９ 京都系土師馨 皿 ＊ ２６ 明其渇色 ヨコナデ ヨコナデ 白色粒

第 3図-22 ＳＤ７９９ 京都系土師器 皿
車 7.2 灰咽色 ヨコナデ ヨコナデ

術おさえナ

苧

第 3図-23 ＳＤ７９９ 京都系土師秘 皿 申 6,42.7
明貝喝色～

鞭咽色
ヨコナデ

ヨコナデ12」

字ナヂ

一方向ナ

苧

柵おさえナ

デ
○ ○

第 3図－２４ ＳＤ７９９ 京都系土師鴇 皿 車 3‘０ 明貫灰色 ヨコナデ ヨコナデ 白色粒

露 3図－２５ ＳＤ７９９ 焼縄陶響 櫓鉢 償前焼

第 4図-１ ＳＤ８ 0 青花 碗 碗C群 中国

第 4図－２ ＳＤ８ ０ 白磁 皿 中国景徳鎮系 ●8-3

第 4図－３ ＳＤ８ ０ 焼締陶響 水屋要 償前焼

第 4図-４ ＳＤ８ ０ 焼縄陶器 櫓鉢 働前焼 申28.7

第 5図-１ ＳＤ８ ０ 青花 碗 碗C群 中国

第 5図－２ ＳＤ８ ０ 青磁 碗 中国、泉痛系 申14.5 へラ彫り

第 5図－３ ＳＤ８ ０ 土師馨 坪 申9.3 2.0 申5.6 灰掲色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○

第 5図－４ SＤ８７Ｏ 土騨響 坪 *14.6 明赤褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ○ ○

第 5図-５ SD870 焼縫陶審 掴鉢 働前焼 申1９．６ 車5.2 申11.0

第 5図-６ SＤ８７０ 焼縄陶盟 小壷 囲前焼 申5.3 7.9 心5.4 糸切り

第 5図-７ SＤ８７Ｏ 十興忌 灯火具 ４．７ ６．３ 婚渇色 ○ ○ 白色粒

第 5図－８ SＤ８７Ｏ 褐粕陶器 四耳壷 中国

第 5図-９ SＤ８ ０ 褐馳陶馨 四耳壷 中国

第 7図－１ SKＯ ２ 青花 瓶 中国 文蝋瞳刻

蘭 7図-２ SKＯ ２ 青花 皿 皿C群 中国

第 7図－３ SKＯ ２ 青花 皿 皿E群 中国

第 7図－４ SKＯ ２ 青花 碗 碗E群 中国

第 ７図-５ SKＯ ２ 青花 碗 中国津州窮系

第 ７図-６ ＳＫＯ ２ 青花 碗 碗C群 中国 卓4８ 丑付知鞄



挿図番号 週構番号 材質 濁種 細別 産地/窯 口径 圃高 底径 軸/色鱗 文犠/唄竪

外団 内面 見込み 底卸

飴土

石
英

角
閃
石

合
口
母

廊
色
団
他

憤考

側考／:接合関係

鯖 ７図-７ ＳKＯ ２ 青花 碗 碗c群 中国 車5.8 丑付抵軸

第 7図－８ ＳＫＯ ２ 青花 碗 碗E群 中国 *4２
寓台内『大明年造｣銘

第 7図-９ SKＯ ２ 青花 碗 碗E群 中国 *1０，０

第 7図一 ０ SKＯ ２ 青花 碗 碗E群 中国 *11.2

第 7図一 SKC２ 青花 皿 皿F群 中国 車19.53.1 本10.7 へラ彫り 畳付録軸 ロ挫部瞳花

第 ７図一 ２ SKC２ 青磁 皿 中国館泉痛系

第 7図一 ３ ＳKＯ ２ 白磁 皿 中国 ＊10.4

第 7図一 ４ ＳKＯ ２ 青磁 碗 中国津州窯系 ＊19.9

第 ７図一 ５ ＳKＯ ２ 青磁 碗 中国随泉鷹系 *5.4 へラ彫り
文犠スタン

プ
高台内醸鞘

第 ７図一 ６ ＳＫＣ ２ 十哩晶 土餓
０ ０

蘭 7図一 フ ＳＫＣ ２ 土騨馨 小皿 *7-3 2２ “・６ 明灰褐色 ヨョナデ ﾖコナデ 糸切り ０ ０

第 ７図一 ８ SKＯ ２ 土箇響 坪 *10.8 塵褐色 ヨコナデ
工
段

○

第 7図一 ９ SKＯ ２ 京都系土師馨 小皿 申10.3 瞬灰掲色 ヨコナデ ﾖコナデ
棺おさえナ

デ

第 ７図-20 SKＯ ２ 京極系土師藩 小皿 *7.0 1.3 負灰白色 ヨコナデ ﾖコナデ

第 ７図－２１ SＫＯ ２ 京都系土師器 小皿 車7.9 1,6 貢灰白色 ヨコナデ ﾖコナデ
櫓おさえナ

苧

第 7図-22 SKＯ ２ 京都系土師秘 皿 ＊10.8 灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ０

第 7図－２３ ＳKＯ ２ 京都系土師罰 皿 車12.1 2.7 赤灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
一方向ナ

苧

掘おさえナ

デ
○ 白色粒

第 7図-24 ＳＫＯ ２ 瓦質土器 火鉢
文棉スタ
ﾝプ

○ ○ ０ 白色粒

繭 う回-25 ＳKＯ ２ 砂岩 砥石 長 幅5.4厚3.5 ｢天草石」

第 9図－１ ＳKＯ ３ 雑馳陶器 皿 朝鮮 “‘２ 灰色色馳 内面に目跡4ヶ所

第 9図-２ ＳＫＯ ３ 土節理 坪 本12.0 明褐色 ﾖコナヂ
ヨコナデエ

具による段
０

第 9図-３ ＳＫＯ ３ 土師器 坪 ＊７．３ 明掲色 ナデ 糸切り ０

第 9図-４ ＳＫＯ ３ 京翻系土踊響 皿 鋼喉嘩 Ｚ８ 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナヂ
一方向ナ

手

福おさえナ

デ
０

第 9図－５ ＳKＯ ３ 京都系土師馨 皿 車11.82３ 灰貫褐色 ヨコナデ ヨコナデ
橘おさえナ

デ
０

篇 9図－６ ＳKＯ ３ 京都系土師碁 皿 *1ＺＯ ﾕコ 晒灰掲色 ﾖコナデ ﾖコナデ ０

第 9図－７ ＳKＯ ３ 京都系土師器 皿 1２９ 3.0
灰褐色～閉

灰褐色
ﾖコナデ

ヨコナデ｢2」
字ナデ

一方向ナ

デ

樋おさえナ

デ
０

第 9図-８ SＫＯ ３ 京都系土師巽 皿 卓13.6 灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
樋おさえナ
デ

○

第 9図-９ ＳＫＯ ３ 金型品 土錘 長5.5幅3.6 ０ ０ 白

第 9図-10 ＳＫＯ ３ 十哩晶 灯火具 5.65 5.7 6.4 明褐色 糸切り ０ ○ 白色粒

第 9図－１１ ＳＫＯ ３ 土製 更 備前焼 54.4

第20図-１ SKO72 白磁 皿 中国 申 2.1 3.0 *6.4 丑付録鞘

第20図－２ SKO72 京都系土師馨 皿 ＊ ０．８ 2.3 灰褐色 ヨコナヂ ヨコナデ
一方向ナ

デ

招おさえナ

デ
○

第20図-３ SKO72 京都系土師鵠 皿 ＊ ０．６ 1.9
閉褐色一灰

褐色
ヨコナデ ﾖコナデ

柵おさえナ

デ
白色粒

第20図－４ SKO72 京都系土節器 皿 車 1.6２２ 灰褐色 ヨコナデ
ヨコナデ12Ｊ
字ナデ

一方向ナ

デ

梱おさえナ

デ
０

第20図－５ SKO72 京都系土師馨 皿 ＊ 2.9２２ 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

樋おさえナ

デ
○

第20図－６ SKO72 京都系土師馨 小皿 ａ6５ 2.05 灰褐色 ヨコナデ
ﾖコナデ

『の』字ナデ

一方向ナ

デ

樋おさえナ

デ
○

第20回-７ SKO72 京都系土師墨 皿 10.4 ２０ 璃負灰色 ヨコナデ
ヨコナデ『2」

字ナデ

一方向ナ

デ

揃おさえナ

デ
０

第20図－８ SKOﾌ２ 京都系土師馨 皿 10.5 2.1 賃灰色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

袖おさえナ

手
○

第20図-９ SKO72 京都系土師墨 皿 噸剃獅 ２５ 貝灰色 ヨコナデ
ヨコナデr2j
字ナデ

一方向ナ

デ

梱おさえナ

手

第20図一 ０ SKO72 京都系土師墨 皿 *1４．８ 2.8 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
柵おさえナ

苧

第20図一 SKO72 京都系土師秘 皿 *10.32.4
明褐色一貫

灰色
ヨコナデ ﾖコナデ

一方向ナ
デ

梱おさえナ
デ 内面に布目痕

第20図一 ２ SKO72 京都系土師秘 皿 132 2.2 閉灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ
婚おさえナ
デ

○ ○

第20図一 ３ SKO72 瓦萱走秘 掴鉢 *28.5

第20図一 ４ SKO72 瓦質土器 火鉢

第20図一 ５ SKO72 万置七秘 鯛 *43.2 ケズリ ナデ 外面スス付藩
第２ 図一 SKO9２．１０１ 陶響 舟徳利 朝鮮 *4,1 蝿褐色軸

第２ 図-２ ＳKO92.101京都系土師野 小皿 *9,9 1.9 *6.0 淡赤縄色 ヨコナデ ﾖコナデ
描おさえナ

デ
０

第２ 図-３ ＳＫＯ9２．１０１ 土箇響 車11.9 明褐色 ヨコナデ
ﾖコナヂエ

典による段

第２ 図－４ ＳKO9２．１０１ 陶墨 壷 中国 *10.0 褐軸 賦助

篇２ 図－５ ＳKO9２．１０１ 土鹿野 小皿 $＆５ 樋褐色 ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第２ 図－６ ＳKO9２．１０１ 土踊響 坪 ＄6.2 茨褐色 ナデ 糸切り ０ ０

第23図－１ ＳＫ 2４ 白磁 皿 中国

第23図-２ ＳＫ 2４ 青磁 皿 中国簡泉廟系

第23図－３ ＳＫ 2４ 青花 皿 皿Ｂ1群 中国

第23図-４ ＳＫ 2４ 青磁 碗 中国加泉薫系
文掘へラ

彫り

文樋へラ彫

り

第23図-５ ＳＫ 2４ 青花 皿 皿E群？ 中国 *7.0 丑付黛軸

第23図-６ ＳＫ 2４ 焼締陶器 鉢？ 産地不明 ＊20.4

第24図-１ ＳＫ 2３ 五彩 小坪 中国景徳鎮系 *２４
蛇の目鞄

剥ぎ

第24図-２ ＳＫ 2３ 青磁 菊皿 中国景徳瞳系 申9‘２ 是付綴軸

第24図-３ ＳＫ 2３ 青花 皿 皿Ｂ1群 中国景徳鎮系 *15,8

第24図-４ ＳＫ 2３ 京都系土師鰐 小皿 在地 ８．２ 2.0 明負褐色 ﾖコナデ
ヨコナデ

『の』字ナデ
ナデ

綱おさえナ

手

第24図-５ ＳＫ2３ 京都系土師馨 小皿 在地 本8.6 2.0 灰負褐色 ヨコナデ
ヨコナデ

『の｣字ナデ
ナデ

綱おさえナ
デ

第24図-６ ＳＫ 2３ 京都系土師秘 小皿 在地 申8.7 1.9 灰負褐色 ﾖコナデ
ヨコナデ

｢の』字ナデ
ナデ

描おさえナ
デ

○ ロ織部スス付藩

第24図－７ ＳＫ 2３ 京都系土師器 皿 在地 車1０．６ ２４ 鳳灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
福おさえナ

デ
○

第24図-８ ＳＫ 2３ 京都系土師馨 皿 在地 本11.5
灰褐色～凪

掲色
ﾖコナデ ヨコナデ

楢おさえナ

デ
０

第24図-９ ＳＫ 2３ 京都系土筒響 皿 在地 ＊18画５ ２７ 貫灰褐色 ｮコナデ
ヨコナデ『2」

字ナデ
ナデ

櫓おさえナ

デ

第24図－１０ ＳＫ 2３ 寛甘士壁 火鉢 や鞄 *11.7申44.8

第27図－１ ＳＫ 3７ 白磁 小坪 中国 申6.0
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第27図-２ SＫ ３７ 青磁 鉢 中国 申6.8 文犠スタン
プ

高台内蛇ノ

目軸触Iぎ
第27図-３ SＫ 3７ 白磁 皿 中国 申14.9

第27図一 ＳＫ 3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国
第27図一 ＳＫ 3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国 申 3.2

第27図一 ＳＫ 3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国 申 ２５

第27図一 ＳＫ 3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国 申 3２

第27図一 ＳＫ3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国 車 ２５

第27図一 ＳＫ 3７ 青花 皿 皿Ｂ 群 中国 ＊ 5.0

第27図一 0 ＳＫ3７ 青花 碗 碗E群 中国
第27図一 ＳＫ3フ 青花 皿 中国津州薫系

第２７図一 ２ ＳＫ 3７ 青花 碗 中国津州薫系 ●6.0
蛇ノ目踏

出ぎ
廼鞄

第27図一 ３ SＫ ３７ 青花 碗 碗C群？ 中国

第27図一 ４ SＫ ３７ 青花 碗 碗E群 中国

第２７図一 ５ SＫ ３７ 青花 小坪 中国 ２．３５
蛇ノ目馳

剥ぎ
鍛軸

第27図一 ６ SＫ ３７ 青花 碗 碗c群 中国 本13.0

第２７図一 ７ SＫ ３７ 土師馨 坪 *11.42.3 *6.4 明畑色 ﾖコナデ ﾖコナデ ○ ○ ○

第27図一 ８ SＫ ３フ 土騨器 坪 ＊12.43.9 申6.4 暗櫓褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○ 長石

第27図一 ９ SＫ 3７ 土飼器 坪 ＊1０．５ ２８ ●6.0 朗織褐色 ヨコナデ ｮコナデ ナデ 糸切り ０ ０
納品片

岩

第２７図-20 ＳＫ3７ 京都系土騨唇 小皿 申8.5 1.8 晒灰掲色 ヨコナデ ﾖコナデ

第27図-21 ＳＫ 3フ 京都系土師器 皿 *11.4 1.55 淡褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
掴おさえナ

デ
○

第27図-22 ＳＫ 3７ 京都系土師器 小皿 8.65 2.25 明灰褐色 ﾖコナデ
ヨコナデ

｢の｣字ナデ
ナデ

梱おさえナ

デ
○

第27図－２３ ＳＫ 3フ 京都系土師響 皿 申 2.8 灰褐色 ﾖコナデ ヨコナヂ

第27図-24 ＳＫ3７ 京掘系土師馨 皿 申 2.1 暗灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
柵おさえナ

デ
○

第27図－２５ ＳＫ 3７ 京極系土騨響 皿 ＊ Ｚ７ 反褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
一方向ナ

デ

柵おさえナ

デ
○

第２７図-26 ＳＫ3７ 京都系土師塁 皿 申 ２４ 灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
棚おさえナ
デ

第２ﾌ図-27 ＳＫ 3７ 京都系土師器 皿 ＊ 3.8 淡赤褐色 ﾖコナデ ヨコナヂ
柵おさえナ

デ

第27図－２８ ＳＫ 3７ 京都系土師鵠 皿 ＊ 3.フ 2.65 鰯灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
柵おさえナ

デ

第27図-29 ＳＫ3７ 京都系土師馨 皿 卓 ｡.１ 晒灰縄色 ﾖコナデ ヨコナデ
柵おさえナ

デ

第27図-30 ＳＫ 3７ 京部系土騨響 皿 申 1.2 閉灰掲色 ﾖコナデ ヨコナデ
棚おさえナ

デ
○ ○ ○

第27図-31 ＳＫ 3７ 焼締陶響 不明 不明
長

14.5
4‘1 堀8.4

第28図－３２ ＳＫ3７ 焼締陶罷 掴鉢 傭前焼 *33.1

第28図-33 ＳＫ 3７ 焼締陶器 禰鉢 備前焼

第28図－３４ ＳＫ 3７ 瓦質 掴鉢 卓17.6

第28図-35 ＳＫ 3７ 瓦 瓦 平瓦

第28図-36 ＳＫ 3７ 凝灰岩 羽ロ

第28図-37 ＳＫ 3７ 瓦 平瓦

第28図-38 ＳＫ 3７ 砂岩 茶臼 復元径

第28図-39 ＳＫ3７ 砂岩 砥石

第28図-40 ＳＫ 3７ 砂岩 砥石

第28図-41 ＳＫ 3７ 砂岩 砥石

第29図-42 ＳＫ3７ 瓦 鬼瓦
長

13.0

報

1２９
厚7.6

第29図-43 ＳＫ 3７ 十興黒 羽口

第29図－４４ ＳＫ 3７ ＊製昼 羽ロ

第30図一 SＫ 3９ 青花 碗 中国

第30図一 ０ SＫ 3９ 十製晶 ﾄリペ *5.6 1.7 2,0
ロ縁部･内面にスラグ
付鋳

第30図一 SＫ 3９ 焼範陶馨 鉢 中国 車38,3 鮫粕

第30図一 ２ SＫ 3９ 軽匪登 羽ロ
長

17.5

幅

10.7
厚8.0

第30図一 ３ SＫ 3９ 焼縫陶器 櫓鉢 償前焼

第30図一 ４ SＫ 3９ 宣宜士畢 播鉢
橘おさえ

ナデ
ハケメ

第30図-２ SＫ ３９ 青花 皿 皿E群 中国 *13.8

第30図-３ SＫ ３９ 土師墨 小皿 車5‘５ 赤櫓褐色 ヨコナデ ヨコナヂ 糸切り ○ ○ 白色粒

第30図-４ SＫ ３９ 京都系土師聾 皿 車10.2＊2.1 明灰褐色 ヨコナヂ ﾖコナデ
柵おさえナ

芋
○

第30図-５ SＫ3９ 京翻系土騨墨 皿 申9.0 卓２３ 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ

第30図－６ ＳＫ3９ 土飼器 坪 ＊1２８ 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ 糸切り ○ ○ ０ 宗郡系土節塁に類似

第30図－７ ＳＫ 3９ 京都系土騨馨 小皿 車8.4 2２ 赤檀掲色 ヨコナデ ヨコナデ
揃おさえナ

苧
○

第30図-８ ＳＫ 3９ 京都系土師野 皿 *1４，８ 3.1 ヨコナヂ ヨコナデ
柵おさえナ

デ
○ ○ ○ ロ緑部スス付藩

第３Ｉ 図-９ ＳＫ 3９ 黒色士墨 椀 A題 ＄8.0

第３ 図-１ ＳＫ 5５ 青花 皿 皿Ｂ1群 中国 *１１．９

第３ 図-２ ＳＫ 5５ 青花 皿 皿c群 中国 本10.4

第３図-３ ＳＫ 5５ 白磁 皿 中国 卓9.8

第３ 図-４ ＳＫ 5５ 白磁 皿 中国 c4.8

葛３図－５ ＳＫ 5５ 青磁 碗 中国臓泉窯系 申3.5 底台内包Rａ

第３ 図－６ ＳＫ 5５ 青磁 稜花皿 中国随泉廟系 閏肋 二次被醗

第３ 図-７ SＫ 5５ 青磁 稜花皿 中国加泉烹系 本13.2 二次被熱

第３ 図－８ SＫ 5５ 青磁 碗 中国加泉廟系 *9.5

第３ 図－９ SＫ 5５ 青磁 碗 中国舶泉窯系 ＊12.1
ヘラ彫り虹

弁

第３ 図一 ０ SＫ 5５ 青磁 碗 中国胞泉窮系 ＊1５８
へラ彫り画

弁

第３ 図一 SＫ 5５ 青磁 碗 中国阻泉黛系 ｏ6.1 スタンプ 蔑台内画軸

第３ 図一 ２ SＫ ５５ 陶響 舟団利 朝鮮 ●1０．７ 範喝色助 卿軸

第３ 図一 ３ SＫ ５５ 土師馨 耳皿 4.9 1-6 ３．３ ⑩褐色 ヨコナデ
ﾖコナデエ

具による段
○ ０ ○

第３ 図一 ４ SＫ ５５ 士師理 小皿 7.7 1.フ ４，７
明褐色～晴

灰褐色
ヨコナヂ

ﾖコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○ ０
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第３ 図一 ５ SＫ１５５ 土師器 |､皿 *9.0 2.2 中5.2
明褐色～凧

褐色
ヨコナデ ﾖコナデ ナデ ○

第３ 図一 ６ SＫ１５５ 土師器 ［|､皿 *7.7 1.8 4.8
淡貫褐色～
灰褐色

ヨコナデ
ﾖコナデエ

貝による段

不定方向

ナデ
糸切り ○ ○

第３ 図一 ７ SＫ１５５ 土師器 ［|､皿 8.2 2.2 5.0
附棺褐色～

鮒灰褐色
ヨコナデ

ﾖコナデエ

具による段

一方向ナ

デ

糸切り極状

圧風
○ ○

第３ 図一 ８ ＳＫ１５５ 土師馨 ［|､皿 *8‘フ 2.4 申5.6 明貫褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

貝による段

不定方向

ナデ
糸切り ○ ０

筋３ 図一 ９ ＳＫ１５５ 土師秘 ［1,皿 *9.4 1.9 申5.8 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ○

第３ 図－２０ ＳＫ１５５ 土騨器 坪 ＊ 2-3申2.5 申７．２
湊褐色～婚

褐色
ﾖコナデ

ヨコナデエ

具による段

不定方向

ナデ

糸切り極状

圧復
○ ○

第３ 図-21 ＳＫ１５５ 土笥馨 坪 申 5.42.8 中７．９

第３ 図-22 ＳＫ１５５ 土蝉響 坪 ｡ 4.6 淡飼色 ヨコナデ
ﾖコナデエ

具による段
○ ○

第３ 図－２３ SＫ１５５ 土箇盤 坪 5.43.8 8.8
詠姻色～弟

灰掲色
ヨコナデ

ﾖコナデエ

貝による段

一方向ナ

苧

糸切り極状

圧鎮
○ ○ 長石

第３ 図-24 SＫ１５５ ±騨墨 坪 ３．１
淡圃色～灰

掲色
ヨコナデ

ヨコナデエ

貝による股
０ ○

第３ 図-25 SＫ１５５ 五画士墾 碗 0２

第３ 図－２６ SＫ１５５ 焼緒陶秘 壷 償前焼 2.6

第３ 図-27 SＫ１５５ 凝灰岩 羽口

第３ 図－２８ ＳＫ１５５ 焼縫陶器 掴鉢 働前焼 15.8

第３ 図-29 ＳＫ１５５ 瓦甘士馨 掴鉢

第３ 図－３０ ＳＫ１５５ 瓦 平瓦

第３ 図-31 ＳＫ１５５ 瓦 丸瓦

第32図－１ ＳＫ1３７．１３９ 白磁 皿 *9.1 ＊2.25車5‘Ｉ

第32図－２ ＳＫ1３７．１３９ 青花 碗 碗C群

第32図－３ ＳＫ1３７．１３９ 青花 皿 皿F群 中国 ＊9.2

第32図-４ ＳＫ1３７．１３９ 土師器 坪 *9.0 1.9 ＊5.2

第32図-５ ＳＫ1３７．１３９ 土師器 坪 *1０．４ 拝灰姻色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○ ○

第32図-６ ＳＫ1３７．１３９ 京都系土笥圏 皿 1０．５ ２１
明灰褐色～

朝泳細色
ヨコナデ ﾖコナデ

一方向ナ

デ

緬おさえナ

デ
○ ○

第32図-７ ＳＫ1３７．１３９ 京都系土箇秘 皿 1０．８ 2４ 明灰喝色 ﾖコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

稲おさえナ

苧

第32図-８ SＫ1３７．１３９ 京都系土箇秘 皿 10.6 ２７ 明負灰色 ヨコナデ
ヨコナデ『2」

傘ナデ

一方向ナ

苧

綱おさえナ

デ
○

第32図-９ ＳＫ1３７．１３９ 京都系土飼響 皿 10.15 Z３ 灰褐色 ヨコナデ
ヨコナデ【３』

字ナデ

一方向ナ

デ

福おさえナ

デ
○

第32図一 ０ SＫ1３７．１３９ 京都系土踊閣 皿 1０．８ ２５ 淡網色 ヨコナデ
ヨコナデｉ４ｊ

字ナデ

一方向ナ

デ

櫓おさえナ

〒
０

第32図一 SＫ１３７ｏ１３９ 京都系土倒靭 皿 車12.0 明灰喝色 ヨコナデ ﾖコナデ
橘おさえナ

デ
○

第32図一 ２ SＫ１３７．１３９ 京都系土師馨 皿 *12.82.1
明貫灰色～

明界渇色
ヨコナデ

ヨコナデ｢６」

字ナデ

－方向ナ
デ

揃おさえナ
デ

第32図一 ３ SＫ1３７．１３９ 京都系土師秘 皿 *1５．７ 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
橘おさえナ

デ

第33図一 SＫ１４７ 雑紬陶劉 皿 朝鮮 ＊1０ 透明軸
白色粒

黒色粒

第33図－２ ＳＫ１４フ 土師器 坪 *10.82.8 6.0 淡赤褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○ ○

第33図－３ SＫ１４７ 京都系土師器 小皿 9.0 2.3
灰褐色～嫌

褐色
ヨコナデ ﾖコナデ

一方向ナ

苧

柵おさえナ
苧

○

第35図－１ SＫ１６９ 買質士理 碗 本11.0
ｒ￥ムァJヘ

0１ ○ 長石

第35図－２ SＫ１６９ 京都系土師器 皿 ＊13.1
淡赤細色～

灰褐色
ヨコナデ ヨコナデ

福おさえナ

デ
○

第35図-３ SＫ１６９ 土騨響 本14.6 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ ○

第35図-４ SＫ１６９ 京郷系土師器 小皿 牟4.6 ２０ *3.0

第36図-１ SＫ１８０ 五彩 皿 中国景簿賦系 *6.7 丑付鐘ね

篇36図－２ ＳＫ１８０ 白磁 菊皿 中園 *12.3

第36図-３ ＳＫ１８０ 白磁 皿 中国 車10.7

第36図－４ SＫ１８０ 白磁 皿 中園 銀鞘 奴鞄

第36図-５ SＫ１８０ 瓦質土器 椀 *9.0 車3.7 3.85

第36図－６ SＫ１８０ 焼縫陶器 鉢 中国 卓1５．６ うすい鮫鞄

第36図ニフ SＫ１８０ 京都系土師秘 皿 8.6 2.2 灰褐色 ヨコナデ
ﾖコナデ

『のj字ナデ
ナデ

樋おさえナ

デ
○

第36図－８ SＫ１８０ 京都系土師劉 皿 8.1 2.55 淡赤褐色 ヨコナデ
ﾖコナデ

｢のj字ナデ
ナデ

梱おさえナ

デ
○

第36図-９ SＫ１８０ 京都系土師馨 皿 *1１．８ 2．０５ 淡挿棚色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

指おさえナ

デ
○ 白色粒

第36図一 ０ SＫ１８０ 京都系土師器 皿 *10.82.0 灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
掴おさえナ

苧

第36図一 SＫ１８０ 京都系土師鰯 皿 *12.0 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
掴おさえナ

デ
○

第36図一 ２ SＫ１８０ 京都系土師盤 皿 *12.フ 2.85 明灰掲色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

術おさえナ

苧

第36図一 ３ ＳＫ１８０ 京都系土節鰯 皿 車13.6２５ 灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
－方向ナ

デ

橘おさえナ

デ
○

第36図一 ４ ＳＫ１８０ 京都系土師馨 皿 申13.2

第36図＝ ５ ＳＫ１８０ 京都系土箇馨 皿 *14.1 明灰謁色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ

デ

描おさえナ

デ

第36図一 ６ ＳＫ１８０ 京都系土箇圏 皿 車15.4 灰副色 ヨコナデ ヨコナデ
一方向ナ

苧

緬おさえナ

デ
○

第36図一 フ ＳＫ１８０ 京翻系土飼罰 皿 車1４．６ 1.9 朝灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
一方向ナ

デ

福おさえナ

デ

第36図一 ８ ＳＫ１８０ 焼純陶謡 檎鉢 働前焼
９本単位の

橘り目

第38図一 ＳＫ３０７ 土飼留 小皿 ＊5.2 樋褐色 ナデ 糸切り ○ ○ ○

第38図-２ ＳＫ３０７ 土師馨 坪 申5.9 唖褐色 ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第38図-３ ＳＫ３０フ 土師器 7.4 1.8 4.6 明掴縄色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

貝による段
ナデ 糸切り

第38図-４ SK307 緑紬陶鵠 碗 鎚内産 *6,45 無効

第38図-５ ＳＫ３０７ 不明±製品

第38図-６ ＳＫ３０９ 十国品 灯火具 ＊6.0 6.6 ４６．９ 明灰柵色 糸切り ○ ○ ○

第38図－７ ＳＫ３０９ 凝灰岩 羽口

第42図-１ ＳＫ５０１ 青花 碗 碗E群 中国 車5.2 丑付錠ね

第42図-２ ＳＫ５０１ 青花 皿 皿Ｂ1群 中国 中8.6 2.0 車3.7 畳付鋸ね 高台内砂付着
第42図-３ ＳＫ６１０ 京都系土節響 小皿 *8.4 2,35

第42図-４ ＳＫ６１０ 青花 皿 皿E群 中国 1２０

第42図-５ ＳＫ６１０ 青花 皿 皿E群 中国 申1４．６

第42図－６ ＳＫ６６６ 焼縄陶馨 水国更 個前焼

第42図-７ ＳＫ７３５ 緑鞄陶罰 碗 盛内産 ●5.8 粕は剥落している
第42図－８ ＳＫ７３５ 瓦質土馨 火鉢
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第42図-９ SK735 買冒士壁 鍋 ●23.4
ナデ下半

ケズリ
ナデ ０

第43図-１ SK650 青白磁 合子 中国景徳鎮系 *5.0 *２０ c4.8 飼軸

第43図-２ SK650 青磁 皿 中国景徳餌系 *12.1 2,4 ●6,4 丑付儀鞄 高台内カンナ削り痕
第43図-３ ＳＫ６５０ 青磁 菊皿 中国景徳鎮系 12.9 3,5 ７．５

第43図-４ SK650 青花 皿 中国津州窯系 5.6

第43図-５ SK650 ＋姉壁 小皿 在地 中8２ ２０ 中5Ｊ 噸褐色 ﾖコナヂ
ヨコナデエ

月による段
糸切り ０ ０ 白色粒

第43図-６ ＳＫ６５０ 京都系土藤饗 小皿 在地 ⑱２ 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
細おさえナ

デ

篇43図-７ ＳＫ６５０ 京極系土師墨 皿 在地 *17.２ 2.3 ＊１１．３
明貫掲色～

明掲色
ﾖコナデ ヨコナデ

一方向ナ
デ

福おさえナ
手

第43図-８ ＳＫ６５０ 京都系土師器 小皿 在地 *9.0 灰褐色 ﾖコナデ ﾖコナデ
揃おさえナ

デ

第43図-９ SK650 焼続陶秘 禰鉢 傭前焼

第45図-１ ＳＫ７７０ 青花 小坪 中国 *6.6

第45図-２ ＳＫ７７Ｏ 白磁 皿 中国 ●10.62２ ●5.7 低鞘 賦軸

第45図-３ SK770 土鐸響 小皿 申4.0 鳳褐色

第45図-４ ＳＫ７７０ 土師器 坪 *10.72.2 *5.6 轍掲色 ヨコナデ
ヨコナデエ

貝による段
糸切り ○ ０ ○

第45図-５ SK770 土師馨 坪 *9,5 淡赤灰色 ヨコナデ ﾖコナデ ○

第45図-６ SK770 京都系土師器 皿 *13,02.5 明灰褐色 ヨコナヂ ヨコナデ
一方向ナ
デ

楢おさえナ

子

第45図－７ SK770 京翻系土騨響 皿 ● ０８ 2.35 明氏褐色 ヨコナデ ヨコナデ
一方向ナ

デ

柵おさえナ

デ

第45図-８ ＳＫ７７０ 京都系土師馨 皿 車 2.52.1
明褐色～明

負褐色
ヨコナデ ヨコナデ

一方向ナ

デ

桐おさえナ

デ
○

第45図-９ ＳＫ７７０ 京都系土師器 皿 ＊ 3.0 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
揃おさえナ

デ
○

第45図－１０ SK770 京都系土師馨 皿 ＊ 0.8２．１５ 明灰褐色 ヨコナデ
ヨコナデ｢2」

字ナデ

桐おさえナ

苧

篇45図一 SK770 京極系土師秘 皿 申 3.1 Z３
灰褐色～赤

灰色
ヨコナデ ヨコナデ

一方向ナ

デ

櫓おさえナ
デ

第45図一 ２ SK770 京都系土師器 皿 車 3.62.2 灰褐色 ヨコナヂ ヨコナデ
一方向ナ

デ

櫓おさえナ

デ
○

第45図一 ３ SK770 京都系土師器 皿 ＊ 5.02.15 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ
－方向ナ
デ

禍おさえナ

デ

第47図一 SK828 青花 碗 碗E群 中国景徳鎖系 1０．８

篤４７図-２ SK828 白磁 皿 中国
*1１．６

５

露47図-３ SK828 青磁 碗 中国胆泉廟系 へラ彫り

第47図-４ SK828 青磁 碗 中国 *4,1
文犠スタン

ブ
恵台内鋪踏

第47図-５ SK828 青磁 碗 中国
*1２，６

５

第47図-６ SK828 象眼青磁 皿 朝鮮 ●24-6
白土によ

る象がん

白土による

象がん

第47図-７ ＳＫ８２８ 軽匪岩 羽ロ

第４７図-８ SK828 焼筒陶響 小壷 憤前焼 中3.6

第４７図-９ SK828 陶秘 瓶？
瀬戸･焚漫唐
遼嬢？

*4.2 灰軸 蹴軸
糸切り後悪

台剛出

第50図-１ ＳＫ８ ８ 青花 碗or鉢 中国景徳随系 *6‘０ 昼付知軸

第50図-２ ＳＫ８ ８ 青磁 稜花皿 中国煎泉鷹系 車1２７

第50図-３ ＳＫ８ ８ 土濁圏 小皿 ●8.6 Ｚ１ ●5-1 閉櫨褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○ ○

篤50図－４ SK8８ 土騨圏 坪 申1３．９ 3.6 *｡.７ 明褐色 ﾖコナデ
ﾖコナデエ

貝による段
糸切り ○ 白色粒

第50図-５ SK8８ 十製晶 灯火具 ６．４ 7.5
明褐色～明

灰褐色
糸切り ○ ○

第50図-６ SK8８ 焼縄陶秘 櫓鉢 傭前焼 申28.4

第53図-１ SD970 白磁 皿 中国 卓9‘５

第53図－２ SD970 白磁 皿 中国 ＊13.3 ＊2.25c７．4 低E３ 掴軸

第53図-３ SD970 青磁 碗 中国賦泉窮系 ＊113

第53図-４ SD97O 青磁 碗 中国晒泉廟系 13.6

第53図-５ SＤ９７Ｏ 青磁 碗 中国館泉廟系 ＊12.0

第53図－６ SＤ９７Ｏ 青磁 碗 中国加泉寵系 卓13.0

第53図-７ ＳＤ９７０ 青磁 碗 中国師泉寵系 *20.0 文幡餓剣 文樺餓剛

第53国-８ ＳＤ９７０ 青磁 盤 中国飽泉蔵系 申12.6
文編スタン

プ
高台内蛇ﾉ目粕剥ぎ

第53図-９ ＳＤ９７Ｏ 青磁 碗 中国津州窺系 ●9.5 鍾飽 見込みに目跡

第53図一 ０ ＳＤ９７０ 焼締閏麗 鉢 中国 命7.1 白色粒

第53図一 SD970 焼締陶墨 長胴瓶 ペトナム *14.2

第53図一 ２ ＳＤ９７０ 寛冒十聖 香炉 ＊1０．８ 6.6 申10.3 ○

第53図一 ３ ＳＤ９７０ 土卸響 小皿 7２ 1.8 4.3
閉檀褐色～

灰褐色
ﾖコナデ

ヨコナデエ

ｎによる段
ナデ 糸切り ロ縁部スス付藩

第53図一 ４ SD970 土箇魯 小皿 7.7 ２５ 5.8
輸赤掲色～

耐褐色
ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 象切り ○ ○ 白色粒

第53図一 ５ SD970 土飼馨 小皿 申4.コ 明掲色 ナデ 糸切り ○ ○

第53図一 ６ SD970 土師粉 小皿 申4.9

第53図一 ７ SD970 土師器 小皿 *3.4 明褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○

第53図一 ８ SD97O 士睡理 小皿 *8.8 1.9 *6‘２ 爾灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色粒

第53図一 ９ ＳＤ９７Ｏ 士睡唾 坪 ●6.8 明褐色 ヨコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○ ０

露53図-20 ＳＤ９７０ 土騨圏 坪 *1２５ 3.4 朔.０ 灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ０ ○ 長石

第53図-21 ＳＤ９７Ｏ 土師四 坪 申12.64.0 申8.4
明褐色～灰

褐色
ヨコナヂ ヨコナデ ナデ 糸切り ○

第53図-22 ＳＤ９７Ｏ 土師秘 坪 申5.1 明褐色 ナデ 糸切り ０ ○

第53図-23 ＳＤ９７Ｏ 土師粉 坪 *7.1 淡褐色 ナデ 糸切り ○ ○

第53図-24 ＳＤ９７０ 土飼暑 坪 中6.8 淡喝色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第53図－２５ SＤ９７Ｏ ±琶壁 坪 申１１．４ 3.4 ●6２ 賭慮褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○ ○

第53図-26 SＤ９７０ ±鐸墨 河： 牢1１．６ 3２ ●6.6 櫓褐色 ヨコナデ
ヨコナデエ

貝による段
ナデ

糸切り極状
圧国

○ ○ ０ 白色粒

第53図－２７ SＤ９７Ｏ 土節響 坪 12.2 3‘７ 7.7 明喝色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ０ 白色粒

第53図－２８ SＤ９７Ｏ 士師哩 坪 ＊1４．０ ３‘１ 車9,4 帆褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ０ ０

第53図-29 SD97O 土師馨 坪 *14.03.5 申9.0 晒楢褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色粒

第53図-30 SD970 ±笥壁 坪 ＊8.5 淡貫褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ０ ０

第53図-31 SＤ９７Ｏ ±琶唾 坪 大内系 ●5.4 親灰白色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ
糸切り極状

圧喚

第53図-32 SD970 土師葛 坪 大内系 車10.9 明灰白色 ヨコナデ ヨコナデ



挿図番号 週構呑号 材質 器樋 細別 産地/蕪 口径 鶴高 底径 軸/色鯛 文様/餌整

外面 内面 見込み 底部

飴土

石
英

角
閃
石

倉
酋
母

廊
色
粒
他

働考

働考／:接合関係

第53図-33 ＳＤ９７０ 土師署 坪 大内系 *5.0 明灰貫白色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ
糸切り戦状

圧鎖

第53図-34 ＳＤ９７０ 土筒響 坪 大内系 申7.1 明灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
不定方向

ナデ

糸切り極状

圧厘

第53図-35 ＳＤ９７０ 土厨器 坪 大内系 中20.7４．５ ＊10.6 明氏負白色 ﾖコナデ ﾖｺﾂー ﾃ゙ ナデ
糸切り極状

圧鰻

第53図－３６ ＳＤ９７０ 瓦馨 小皿 和泉系 *9.8

第53図-3フ ＳＤ９７０ 興色士錘 碗 Ａ園 ＣａＯ

第53図-38 ＳＤ９ﾌ０ 士国晶 灯火具 申4.8 灰網色 糸切り ０

第54図-39 ＳＤ９７Ｏ 焼縄陶嬰 檎鉢 囲前焼

第54図-40 SＤ９７Ｏ 焼繍陶器 掴鉢 備前焼

第54図-41 SＤ９７Ｏ 焼締陶器 宴 僧前焼

第54図－４２ SD970 瓦 軒平瓦

第54図-43 SD970 瓦 鬼瓦

第54図-44 SD970 瓦 丸瓦

第54図-45 SＤ９７Ｏ 瓦 丸瓦

第55図－１
SD970(鰯１

次餌蚕）
青花 小坪 中国景徳鎮系 本6.4

第55図－２
SD970(繭１

次飼蚕）
青花 皿 皿B1群 中国景徳鎮系 蝿.３ 丑付掴軸

第55図-３
SD97O(鰯１

次餌賓）
青花 皿 皿Ｂ1群 中国景徳鎮系 車10.0

第55図-４
SD970(露１

次閏査）
青花 皿 皿B1群 中国景徳鎮系 本12.0

第55図-５
SD970<鰯１

次餌蚕）
磁嬰 皿 中国 ひすい軸

第55図‐６
SD970《館１

次鯛在）
白磁 小坪 中国 申8.4

第55図－７
SD970(館１

次餌査）
白磁 薮 中国

最大

径
1.3

第55図-８
SD970ml

次四審）
白磁 皿 中国

第55図-９
SD970〔閉１

次餌蚕）
白磁 皿 中国 申9.5

第55図一 ０
SD970(繭１

次画在）
白磁 皿 中国

＊11.9

５
*2.9 ＄6.15 丑付掴肋

第55図一
SD970(鯖１

次餌査） 青磁 碗 中国随泉寵系

第55図一 ２
SD97O(露１

次閲蚕） 青磁 碗 中国飽泉蕪系 へラ彫り

第55図一 ３
SD9ﾌO(鮪１

次圃蚕） 青磁 碗 中国加泉窮系 へラ彫り

第55図一 ４
SD970(第１

次閥喬）
青磁 憂？ 中国 *7.1 申9.5 申4‘２

第55回一 ５
SD97O(館１

次阻賓） 青磁 瓶(耳） 中国陥泉窮系

第55図一 ６
SD97O(蹄１

次餌奇） 育磁 碗 中国価泉薫系 申14.7

第55図一 ７
SD97O(筋１

次餌蚕） 青磁 碗 中国飽泉家系 ＊1ａ２ ■蓮井

第55図一 ８
SD970(鋪Ｉ

次回蚕） 青磁 稜花皿 中国旭泉廟系 車1２８

第55図一 ９
SD97O(第１

次明賓） 青磁滴会登 萱 中国随泉寵系 牢17.4

第55図-20
SD97O(篇１

次園蚕） 青磁 皿 中国館泉窮系

第55図－２１
SD970(砺１

次阻喪） 青磁 碗 中国津州窯系 *6,9 賊粕 見込み目跡

第55図-22
SD970(耐１

次閥在） 焼繍陶嬰 鉢？ 中国？ *8.5

露55図－２３
SD970(跡１

次餌蚕） 土師器 小皿 申7.8 1.9 中5.1 櫓褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○ 白色粒

第55図-24
SD97O(訂１

次餌賓）
土節聾 小皿 7.3 2.6 ａ9５ 暁褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０ ０

第55図-25
SD970(館１

次回吾） 土節器 小皿 本9.0 1.8 ●5.7 暗褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ０

第55図-26
SD970(露１

次固蚕） 土飼響 坪 *7.2 界灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○

第55図-27
SD97O(期１
次凹喬） 土師馨 坪 中6.2 明櫓褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ

糸切り極状
圧瓜

０ ○ 白色粒

第55図-28
SD970(鋪Ｉ

次餌賓） 土師秘 坪 申11.0 明褐色 ヨコナヂ
ﾖコナデエ

具による段 ○ ○

第55図-29
SD970(繭１

次阻蚕） 土師秘 坪 車6.3 明負褐色 ヨコナデ ナヂ 糸切り ○ ０

第55図-30
SD970(館１

次鯛賓》 土師器 坪 *9.2 1.7 申4‘５ 明灰色 ﾖコナデ ﾖコナデ

第55図-31
SD970(鰯１

次餌査） 土師器 坪 ●6.4 暗灰褐色 ﾖコナデ ナデ 糸切り ○

第55図-32
SD970(筋１

次餌蚕） 焼縄陶饗 瓶 働前焼 ●8.5

第55図-33
SD970(鯖１

次餌蚕） 土師響 坪 ＊10.42.2 車5.1 朝灰白色 ﾖコナデ ヨコナデ ○

第55図－３４
SD970<筋１

次回奇） 土騨響 坪 卓4.9 明灰白色 ﾖコナデ ヨコナデ ０

第55図-35
SD97O(露Ｉ

次餌蚕） 土師巽 坪 *6.9 明灰白色 ﾖコナデ ヨコナデ 糸切り ○

第55図－３６
SD97O(第１

次餌蚕） 京都系土師鴎 小皿 *７．５ 骨灰色 ﾄﾘべに転用

第55図－３７
SD970(跡１

次餌杏） 京都系土師程 小皿 *8.1 2.0 明貫灰色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ
苧

柵おさえナ

デ

第55回-38
SO970(鱒Ｉ

次餌費） 京都系土師器 小皿 8.6 2,0 明灰褐色 ヨコナデ
ヨコナデ

｢の｣字ナデ
ナデ

柵おさえナ
デ 内面･口縁部スス付着

第55図-39
SD970(鱒１

次餌蚕） 京都系土師器 皿 *10.9 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ 描おさえナ
苧

第55図-40
SD970〔繭１

次鯛壷） 京都系土師器 皿 中1６．１ ２２ 灰掲色 ヨコナヂ ﾖコナデ
一方向ナ

デ
柵おさえナ

子
○

第55図－４１
SD970(跡１

次餌蚕） 土節磐 坪 o8.2 暗覆褐色 ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ０

第55図-42
SD970(繭１

次餌査） 鳳色士理 碗 Ａ類 ●9.0 ○ ○

第55図-43
SD97O(訂１

次凹査） 士国晶 灯火具 *5画４ 護負掲色 ０ 。 白色鞄

第56図-45
SD970(錆Ｉ

次餌蚕） 焼縄陶響 掴鉢 僧前焼

第56図-46
SD97O(筋１

次餌蚕） 焼締陶留 掴鉢 備前焼 申13.6

第56図－４フ
SD970<鰯１

次鯛蚕） 焼締陶器 掴鉢 働前焼 ＊13.2
8本単位の

槽り目



挿図番号 遺構番号 材質 響梱 細別 産地/廟 口径 固高 底径 軸/色鯛 文採/鯛整

外面 内面 見込み 底邸

胎土

石
英

角
貫
石

金
画
③

廊
色
勉
他

傭考

倒考／:接合回僅

第56図-48
SD970(第１

次餌壷） 焼縫陶馨 要 働前焼 *202

第56図-49
SD970(第１

次明賓） 焼締陶野 窪 備前焼 申26.4

第56図-50
SD970(第１

次圃壷） 瓦質土嬰 羽釜 *23.3
桐おさえ

ナデ
ハヶメナデ

第56図－５１
SD970(館１

次餌査） 瓦質土器 火鉢 *32.8 ナデ

第56図-52
SD970(第１

次餌壷） 瓦質土留 櫓鉢 ●11.9 ナデ
4本単位讃

り目

4本皿位描

り目

第56図-53
SD970(露１

次閃賓） 瓦質土秘 播鉢 *13.6
5本皿位鍾

り目

第56図-54
SD970(鰯１

次明在） 瓦質土馨 空

第56図-55
SD970(癖！

次餌賓） 焼縄陶器 要 備前焼

第56図-56
SD97O(露１

次飼賓）
瓦 平瓦

第56図-57
SD97O(第１

次餌蚕）
瓦 平瓦

第56図-58
SD970(露１

次切蚕）
瓦 平瓦

第56図－５９
SD970(跡１

次餌在）
瓦 平瓦

第56図－６０
SD970(第１

次回壷）
瓦 丸瓦

第57図-61
SD97O(第１

次餌蚕）
瓦 丸瓦

第57図-62
SD970(第１

次餌査）
瓦 丸瓦

第57図-63
SD970(第１

次飼賓）
砂岩製 茶臼 20.0

第57図-64
SD970(第１

次回在）
結晶片岩 砥石

長

17.3
幅4.8厚2.5

第57図-65
SD970(錆１

次餌登）
砂岩 砥石 長 幅 厚.4.9

第58図-１ SD403 青磁 碗 中国 *5,3

第58図-２ SD403 青磁 碗 中国飼泉薫系 *4.6 高台内無狛

第58図-３ SD403 青磁 碗 中国館泉窺系 へラ彫り 口縁部輪花

第58図-４ SD403 青磁 碗 中国館泉廟系 文橡昭劃

第58図-５ SD403 青磁 碗 中国屈泉窟系

第58図-６ SD403 白磁 碗 中国 申1１．０

第58図-７ SD403 青白磁 皿 中国 文樋賎割 文禄昭剣 ｢枢府系」

第58図-８ SD403 白磁 菊皿 中国 １１－８ ３．３ 6.4 醒蝕

第58図-９ SD403 土師理 小皿 ７．５ 2２ 4.4 明褐色 ﾖコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第58図一 ０ SD403 土節靭 小皿 *7.6 2.5 ＊5.0
明褐色～篭

灰褐色
ﾖコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ０ ○

第58図一 SD403 土師画 小皿 車6.7 2３ ●5.0 漫掲色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ０

第58図一 ２ SD403 土鹿野 小皿 中ﾌ.４ 2.1 ●5.6 明貫褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ０ ０ ○ 長石

第58図一 ３ SD403 土師秘 小皿 ヰフ,６ 2.5 申5.0

第58図一 ４ SD403 土師器 小皿 ＊4.7 湊褐色 ヨコナデ ﾖコナヂ ナデ 糸切り ０ ○

第58図一 ５ SD403 土師器 坪 *6.4 湊褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第58図一 ６ SD403 土師馨 坪 ●6.5

第58図一 ７ SD403 士輝唾 坪 心5.15 明喝色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色粒

第58図一 ８ SD403 土街唇 坪 申8.5 ３．０ ●5.5 淡褐色 ヨコナデ ヨコナヂ ナデ 糸切り ○ ○ ０

第58図一 ９ ＳＤ４０３ ±輝哩 坪 車12.7３．２ *6.2 明褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第58図-20 SD403 土師饗 坪 ＊13-0４．１ 7.0 淡褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第58図－２１ SD403 十国品 灯火具 ＊6.6 *6.3 明赤褐色
糸切り板状

圧瓜

篇58図-22 SD403 十国品 灯火具 *5.2 明褐色 ○ ０
糸切り板

竣唾壇

第58図－２３ SD403 土騨馨 小皿 軸.３ 漫褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０ 焼成前穿孔

第58図-24 ＳＤ４０３ 焼碕陶盤 鉢 中国？ 車19.1

第58図－２５

第59図-26

ＳＤ４０３

SD403

焼締陶器

焼締陶秘

更

掴鉢

備前焼

備前焼

*2４

第59図-27 ＳＤ４０３ 焼締陶馨 裏 傭前焼

第59図-28 SD403 寛画士壁 播鉢 *3２８
柵おさえ

ナデ

6本単位の

撞り目

第59図-29 ＳＤ４０３ 買宜士墾 掴鉢 1０．８
7本単位の

握り目
極牡圧痕

第59図-30 SD403 万百士磐 鍋
○ ○ 外面スス付蒼

第59図-31 SD403 宣冒土器 鰻

第59図-32 SD403 十製晶 羽口

第59図－３３ SD403 百画士墾 焔
柵おさえ

ナデ
ナデ

第59図-34 SD403 瓦 丸瓦

第59図-35 SD403 宣貢十壁 蔓 卓55.7

第60図-１ SD408 土師秘 小皿 在地 *8.4 ２３ 中6･８ 明褐色 ヨコナヂ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第60図－２ SD408 土師秘 坪 在地 ＊15.2３．７ 卓11.7 貫灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第60図－３ SD408 焼繍陶秘 掴鉢 傭前焼 申27.1

篇60図-４ SD408 焼縄陶秘 掴鉢 働前焼 ＊36.0

第６図-１ ＳＤ９７８ 青磁 碗 ＊ 5.1 甚型弁

第６ 図－２ ＳＤ９７８ 土師饗 坪 申 0-2 3.6 ●7.0 泳灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
糸切り板状

圧痕
○ ○ 長石

第６ 図-３ ＳＤ９７８ 土師秘 坪 申 1.23.45 申8.0 淡貫褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ
糸切り松状

圧倶
○ ○ 長石

第６ 図－４ ＳＤ９ﾌ８ 土師聾 坪 ､２ 4.0 6‘9５
明灰褐色～

淡褐色
ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

篇６ 図－５ ＳＤ９７８ 土騨器 坪 3.6ａ4５ ●9.5 喧期色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○

第６ 図－６ ＳＤ９７８ 士鱈丑 小皿 644 1.9 5.15
明灰謁色～

淡赤綱色
ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○ 長石

第６ 図－７ SD978 土騨圏 小皿 申4.6 淡掲色 ナデ 糸切り ○ ○

第６ 図-８ SD978 土師器 坪 卓4.6 湊褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○

第６ 図-９ SD978 土師馨 坪 申1２４ 3,5 8.5
明喫褐色～

淡褐色
ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ○ 白色粒

第６ 図一 ０ SD978 十輝壁 坪 申1３．８ 4‘５ 申8.7 淡掲色 ヨコナデ ｮコナデ ナデ 糸切り ０ ○

第６ 図一 SD978 士輝騨 坪 ●７．１ 灰穐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第６図一 ２ SD978 士鰯哩 坪 ●6.6 談褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 長石

第６図一 ３ SD978 土節嬰 坪 車７．４ 湊赤岡色 ヨコナヂ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第６ 図一 ４ SＤ９７８ 土師饗 坪 ＊1１．０ 灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ ○ ○



挿図番号 遺構番号 材質 器穐 細別 産地/廟 口径 圏高 底径 姑/色鯛 文楳/朗整

外面 内因 見込み 底邸

肋土

石
英

負
両
石

金
画
勾

廊
色
、
他

備考

働考／:接合団係

第６ 図一 ５ SD978 土師馨 坪 申15.0 明灰白色 ヨコナデ ﾖコナデ

第６ 図一 ６ SD978 士製品 灯火具 申4.8 ○ ○ ○ ○ 白色粒

第６ 図一 ７ SＤ９７８ 黒色士壁 碗 碗A麺 6.8 ○ ○ 長石

第６ 図一 ８ SD978 焼縄陶塁 鉢 中国

第６ 四一 ９ ＳＤ９７８ 瓦質土馨 掴鉢

第６ 図-20 SD978 焼締陶器 宴 債前焼

第６図-21 SD978 焼締陶響 櫓鉢 臓前焼

第６ 図－２２ SD978 万百十理 昏炉 ○ ○

第６ 図－２３ ＳＤ９７８ 寛画士馨 鯛 ●29.4
ナデケ

ズリ
ナデ ○

第６ 図－２４ ＳＤ９７８ 士騨質士馨 更 ●14.1

第64図-１ ＳＫ 4５ 青花 皿 皿B1群 中国

第64図－２ ＳＫ 4５ 青花 皿 皿B1群 中国

第64図-３ ＳＫ 4５ 青花 皿 皿B1群 中国 *6.5 丑付無輸

第64図-４ ＳＫ 4５ 青磁 碗 中国館泉廟系 蝕迅弁

第64図-５ ＳＫ 4５ 青磁 碗 中国随泉寵系 12-8
文幅へラ

彫り

第64図-６ ＳＫ 4５ 青磁 碗 中国館泉烹系 13.8
文禄へラ

彫り

第64図-７ ＳＫ 4５ 青磁 碗 中国館泉廓系 １３，０

第64図-８ ＳＫ 4５ 青磁 碗 中国加泉窮系 １３･１

第64図-９ ＳＫ 4５ 土師湯 小皿 ●5.0 明賃氏色 ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○

第64図一 ０ ＳＫ 4５ 土騨器 小皿 6.8 1.7 ４．５ 明檀褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ
糸切り極状

圧痩
○ ０ ０

第64図一 ＳＫ 4５ 京都系土師器 皿 1１ 明灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ

第64図一 ２ ＳＫ 4５ 土師器 小皿 膳４ ２．３ ４．２ 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第64回一 ３ ＳＫ 4５ 土師器 坪 12.4３．０ ＊7.0
賃灰色～黒

褐色
ヨコナデ

ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○

第64図一 ４ ＳＫ 4５ 土節器 坪 1２４ 1-9 ●7.8 明褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ

糸切り桟状

圧鎮
０ ０

第64図一 ５ ＳＫ 4５ 土師署 坪 14.5 明沸褐色 ﾖコナヂ
ヨコナデエ

具による段 ０

第64図一 ６ ＳＫ 4５ 土師器 坪 14.6３．１ *7.4 枢褐色 ﾖコナヂ
ヨコナデエ

具による段
ナデ

糸切り極状

圧痕
○ 長石

第64図一 ７ ＳＫ 4５ 土師器 坪 申1０．０ 暗灰褐色 ヨコナデ
ヨコナデ段

彫威
糸切り ○ ０

第64図一 ８ ＳＫ 4５ 士鱈壁 坪 申102Ｚ９ ●6３ 褒廊褐色 ﾖコナデ
ヨコナヂエ

具による段
ナヂ 糸切り ○

第64図一 ９ ＳＫ 4５ 土節嬰 坪 ●11.フ 3.0 ●6.0 赤灰褐色 ﾖｺﾅﾃ゙ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０
第64図-20 ＳＫ 4５ 土師器 坪 *5.4 赤灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナチ 糸切り

第64図－２１ ＳＫ 4５ 土師器 坪 *6‘０ 明賃褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○

第64図-22 ＳＫ 4５ 土騨響 坪 *11.4 明貫褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

貝による段

第64図-23 ＳＫ 4５ 土師器 坪 ９．０ ２フ 5.6 明褐色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○

第64図-24 ＳＫ 4５ 土師器 坪 *7.0 明貫褐色 ﾖコナデ
ヨ
貝
lナデエ

こよる段
ナデ 糸切り ○

第64図-25 ＳＫ 4５ 土師器 坪 *5.9 明負灰色 ﾖコナデ
ａ
貝
'ナデエ

こよる段
ナデ

糸切り櫨状
圧痕

○

第64図-26 ＳＫ 4５ 土鹿野 坪 申6.2 涜廊褐色 ヨコナデ
副
興
iナデエ

三上＆段
ナヂ 糸切り ○

第64図-27 ＳＫ 4５ 土師馨 坪 申1223.0 ●７．５ 明褐色 ヨコナデ

《
｜
ヨ
風

ナデエ

二よる段
ナデ

糸切り極状

庄鎮

第64図－２８ ＳＫ ４５ 土師器 坪 申13.6
明褐色一雨

褐色
ヨコナデ

詠
具
ナデエ

二よる段 ○

第64図-29 ＳＫ ４５ 万百士塞 椀 畿内産 (4.8）

第64図-30 SＫ ４５ 砂岩 砥石

第65図－１ SＫ ８２ 青花 皿 皿Ｂ1群 中国
第65図-２

第65回－３

SＫ

SＫ

８２

８２

京都系土師墨

土師器

皿

坪

*16.2

*1５．０ 2.フ *9.1

灰褐色

明褐色

ヨコナヂ

ヨコナヂ

ﾖコナデ

ﾖコナデエ

具による段
ナデ 糸切り

一

○

■■■■

○

第65図-４ SＫ 8２ 焼縛陶碍 掴鉢 備前焼 *1２．６

第69図-１ ＳＫ３００ 京都系土師秘 皿 在地 ●11.1 ２０ 暗灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
細おさえナ
デ ○

第69図－２ ＳＫ３００ 京都系土師認 皿 在地 申１１．４ 2０ 灰掲色 ヨコナデ ﾖコナデ
一方向ナ
デ

柵おさえナ
デ ○

第69図－３ ＳＫ３００ 京都系土師籾 皿 在地 12‘６ ２．１
灰褐色～鋪

灰褐色
ﾖコナデ ヨコナデ

一方向ナ

デ
柵おさえナ
デ

第69図-４ ＳＫ３００ 輝緑凝灰岩 硯 長6.7幅 厚1.1

第69図－５ ＳＫ３００ 土騨器 坪 ●5.フ 轍褐色 ﾖコナヂ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ０ ０ ０

第69図-６ ＳＫ３００ 土飼器 坪 *7.1
櫓褐色一晴
灰褐色

ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ○ ０

第69図-７ ＳＫ２７５ 京都系土師器 耳皿 4‘６ 1,3 明灰褐色 ヨコナヂ ヨコナデ ナデ
棺おさえナ

〒
第69図-８ SK275 土師馨 坪 申8.8 2.1 申4‘５ 明褐色 ヨコナデ ヨコナデ 糸切り ０
第７ 図－１ SK40 青花 碗 碗C群 中国 ●1Ｚ７

第７ 図-２ SK40 青花 碗 碗C群 中国 申12.0

第フ 図-３ SＫ４０ 青磁 暁 中国舶泉廟系 文樋へラ

彫り

第７ 図－４ SK40 京都系土師馨 耳皿 申3.3 1.8 明灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ
術おさえナ

デ ０

第７ 図-５ SＫ４０ 土箇器 小皿 ●5.9 2.2 申4.6 励赤灰褐色 ヨコナデ ﾖコナデ ナデ
糸切り極状

圧癌
○ ０ ○

第７ 図-６ ＳＫ４０ 十障壁 小皿 車8.0 2２ *5.7
櫓褐色～賭

灰掲色
ヨコナデ ﾖコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色紋

第７ 図－７ ＳＫ４０ 土師器 小皿 申7‘８ ２．４ 申6.2 瞬掲色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ ０ ○
第７ 図-８ ＳＫ４０ 土師器 坪 *12.6４‘６ *6.7 明灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 長石
第７ 図－９ ＳＫ４０ 土節器 坪 ●122２１５ *6.4 湊褐色 ﾖコナヂ ヨコナデ ナヂ

糸切り極状

圧瓜
○ ○ 白色粒

第７ 図=1０ ＳＫ４０ 京都系土節聾 皿 ●1ａ８ 淡反褐色 ﾖコナデ ヨコナデ

第７ 図－１１ ＳＫ４０ 京翻系土節響 皿 ●16.2 淡灰褐色 ﾖコナヂ ヨコナデ
櫓おさえナ

デ
○

第７ 図－１２ ＳＫ４０ 焼締陶嬰 要 常滑焼
第75図－１ SK827 青磁 碗 中国随泉寵系
第75図－２ SK827 青磁 皿 中国飽泉寵系 ●8.7
第75図-３ ＳＫ８２７ 白磁 菊皿 中国
第75図-４ ＳＫ８２７ 青白磁 皿 中国

｢枢府系」
第75図-５ SK827 土製品 トリペ *6.6 内面とロ縁部にスラグ

付播
鯖75図－６ SK827 焼締陶器 掴鉢 働前焼 *１１．８

to本単位の

摺り目



挿図番号 遇構番号 材質 響檀 細別 産地/廟 口径 圃高 底径 粕/色飼 文槌/阿整

外面 内面 見込み 底湿

胎土

石
員

角
閃
石

食
酋
母

赤
色
軸
他

備考

働考／:接合図係

第75図-７ SK827 瓦宜士理 掴鉢 *33.0

第78図-１ ＳＫ８６８ 土師器 小皿 6.5 1.6 4.0 檀褐色 ヨコナデ ヨコナデ
－方向ナ

子
糸切り

第78図-２ SK868 青花 皿 皿Ｂ1群 中国 本8‘９

第78図-３ SK968 青花 皿 皿B1群 中国 ＊11.9

第78図-４ SK968 青花 皿 皿Ｂ1群 中国 車12.0

第80図-１ SE400 白磁 皿 中国 申7.2

第80図－２ SE400 白磁 皿 中国 ＊a４ 富台蔵粕

第80図-３ SE400 白磁八角 鉢 中国 *7‘３ 3.7 申2.2 鋼駐

第80図-４ SE400 青磁 碗 中国航泉廓系

第80図-５ SE400 青磁 碗 中国頗泉窯系 ＊1２．８

第80図-６ SE400 青磁 碗 中国賦泉窮系
第80図-７ ＳＥ400 青磁 瞳 中国刷泉窯系 中15.4

露80図-８ ＳＥ400 青磁 碗 中国館泉窯系 ＊13.3

第80図-９ ＳＥ400 青磁 瓶 中国館泉窮系 文禄田剤 ロ縁部薗花
第80図一 ０ ＳＥ400 青磁 碗 中国随泉廟系 *15.2

第80図一 ＳＥ400 青磁 碗 中国飽泉窟系

第80図一 ２ ＳＥ400 育磁 碗 中国舶泉寵系 文犠噛剛

第80図一 ３ ＳＥ400 青磁 碗 中国飽泉窯系 *17.６

第80図一 ４ ＳＥ400 青磁 皿 中国頗泉窮系 *11.2

第80図一 ５ ＳＥ400 青磁 盤 中国館泉廟系 ヘラ彫り

第80図一 ６ ＳＥ400 青磁 盤 中国煎泉廟系

第80図一 ７ ＳＥ400 青磁 盤 中国館泉廟系 申11,9
高台内蛇

ノ目軸劉ぎ

第80図一 ８ SE400 青花 皿 皿B1群 中国

第80図一 ９ SE400 青花 皿 皿B1群 中国 牢15.1

第80図-20 SE400 青花 碗 碗c群 中国景徳鎮系 申4.9 畳付鰯胞 高台内砂付着

第80図-21 SE400 陶器 四耳壷耳 ﾀイ 緑褐色軸

第80図-22 SE400 緑軸陶馨 畿内産 *4‘５ 花文賭刻 簸鞘

第80図-23 ＳＥ400 青磁 碗 中国越州窯系

第80図-24 ＳＥ400 陶墨 鉢 瀬戸･埜垂竃 申23.8 灰亀

第80図-25 ＳＥ400 土騨響 小皿 在地 *5.9 １．０ 申３．６ ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０

第80図-26 SE400 土師器 小皿 在地 *7.3 1.8 車2２ 檀褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
不定方向

ナデ
糸切り ０ ○ 白色粒 口縁部スス付葡

第80図-2フ ＳＥ400 土師器 坪 在地 *5,8 棺褐色 ナデ 糸切り ○ 白色粒

第80図-28 ＳＥ400 士輝壁 小皿 在地 卓9.1 2.2 *5.フ 白灰色 ﾖコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ０

第80図-29 ＳＥ400 土騨藩 坪 在地 ●9.9 ２８ *6.8 扇氏褐色 ﾖコナデ

－

ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○

第80図-30 ＳＥ400 土卸四 坪 在地 ●7-5 灰色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○

第80図-31 ＳＥ400 土師野 小皿 在地 *7.9 2.0 *5.5
明褐色～鯛

褐色
ﾖコナデ

ヨコナデエ

具による段

一方向ナ

手

糸切り極

壮庄虹
○ ロ縁部スス付藩

第80図-32 ＳＥ400 土師秘 坪 在地 *11.23.4 申7.9 淡貫褐色 ﾖコナデ

－

ヨコナヂ ナデ 糸切り ○ ○

第80図-33 SE400 土師馨 坪 在地 車7.3 明灰褐色 ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０

第80回-34 ＳＥ400 土節響 坪 在地 *1１．４ 2.6 ●6.6 明褐色 ヨコナデ
ヨョナデエ

具による段
ナデ ○ 白色粒

第80図-35 ＳＥ400 土師秘 坪 在地 車1２０ 湊灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ

第80図-36 ＳＥ400 土師秘 坪 在地 申7.3 檀褐色 ﾖコナデ
ヨコナヂエ

具による段
ナデ 糸切り ０ ○

第80図－３フ ＳＥ400 十国品 土錘 長 幅1.1

第80図－３８ ＳＥ400 寅冒十壁 碗 写4‘１
糸切り後

狂台貼付

第80図-39 ＳＥ400 京都系土騨器 皿 *1２７ 2.0 ●5.1

第80図-40 ＳＥ400 土箇響 坪 申6.0
白灰色～曙

褐色
ﾖコナデ ヨコナデ ナヂ 糸切り

第80図－４１ ＳＥ400 土師器 坪 ＊6.1 灰白色 ﾖコナデ ヨコナデ
一方向ナ
デ

糸切り極

竣歴硬

第80図-42 ＳＥ400 土製品 灯火具 ｡.１ 車5.1 灰褐色 ０ ○ 白色粒

第80図-43 SE400 土製品 灯火具 *5.8 頃謁色 鳳澄 蹄赤褐色漣 根牡仔、 ０ ０ ○

第８ 図-44 SE400 漆靭 椀 1４．２ 1０．４ 8.6

第８図-45 SE400 木製 櫛
長40.3棺(残存部）
５０３厘9.0

第８ 図-46 SE400 焼締陶器 播鉢 備前焼

第８ 図-4フ SE400 焼締陶器 掴鉢 僧前焼

第８図-48 SE400 焼崎陶嬰 播鉢 僧前焼

第８ 図-49 SE400 焼縫陶秘 掴鉢 償前焼 ＊3Ｚｅ

第８ 図-50 SE400 焼碕陶馨 掴鉢 債前焼 牢34.8

第８ 図－５１ ＳＥ400 焼締陶器 掴鉢 備前焼 卓19.2
9本単位の
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第８ 図-52 ＳＥ400 瓦 丸瓦

第８ 図-53 ＳＥ400 五百士響 火鉢 申31.0

第８ 図-54 ＳＥ400 焼縄陶饗 櫓鉢？ 僧前？ ●１１．４

第８ 図-55 ＳＥ400 宣貿士壁 櫓鉢 *3２６

第８ 図-56 ＳＥ400 焼縛陶響 大夷 憧前焼

第８ 図-57 ＳＥ400 貫曾士雅 鍋
卓49.2

５

柵おさえ

ナヂ
ナデ タタキ 外面スス付蒼

第８ 図－５８ SE400 万萱十壁 火鉢
文禄スタ

ンプ

第８ 図－５９ SE400 安山岩 茶臼 卓29.6

第82図-１ SE460 白磁 皿 中国 中｡.４
蛇ノ目軸

出ぎ
鯉軸

第82図－２ SE460 青磁 癌 中国朋泉鷹系 ＊1０３

第82図-３ SE460 青磁 皿 中国加泉廟系 本13.5

第82図-４ SE460 青磁 碗 中国津州窯系 ＊9‘8５ 見込み､商台に目跡

第82回-５ SE460 土師馨 小皿 在地 *5.2 明掲色 ヨコナデ ナデ 糸切り ○ 白色粒

第82図-６ ＳＥ460 土欝器 坪 在地 ●7.0 氏褐色 ヨコナデ ﾖコナデ 糸切り ０

第82図-７ ＳＥ460 土鐸響 坪 在地 ●７－２ 灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○

第82図-８ ＳＥ460 土騨響 坪 専5.6 灰白色 ヨコナデ ヨコナデ ナデ
糸切り極状
圧痕

○

第82図-９ ＳＥ460 土師器 坪 申１２‘６ 明灰白色 ﾖコナデ ヨコナデ ○

第82図－１０ ＳＥ460 土師器 坪 在地 *１１．コ 2.5 5.4 赤期色 ﾖコナデ ヨコナデ ナヂ
糸切り極状

圧復
○ ○

第82図-11 ＳＥ460 士鐸里 坪 在地 *8.9
灰網色～風

喝色
ｮコナデ ヨコナデ 糸切り ○ ○

第82図-12 ＳＥ460 土師馨 坪 在地 Ｃａｌ 明掲色 ｮコナデ ヨコナヂ ナデ 糸切り ○ ○

第82図－１３ ＳＥ460 土師弱 坪 在地 申1４．１ 灰褐色 ﾖコナデ ヨコナヂ ○ ○
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第82図-14 ＳＥ460 焼締陶響 楢鉢 関前焼 卓14.0
9本単位の

福り目

第82図-15 ＳＥ460 瓦百十壁 掴鉢

第83回－１ ＳＥ400460青白磁 皿 中園 文棚田割 ｢枢府系」

第83図-２ SE400 460青磁 甑 中国

第83図－３ SE400460青花 皿 皿Ｂ１群 中国 申9.0

第83図-４ SE400 460土師嬰 小皿 *8.2 1.7 *5.0 明褐色 ヨコナデ ﾖコナデ 糸切り ０ ○

第83図-５ SE400 460土師馨 坪 申10.4２３ *5２ 明褐色 ヨコナデ
ｮコナデエ

具による段
白色粒

第83図-６ SE400.460京都系土箇響 皿 ●1Ｚ４ ＺＯ ●5３ 赤灰掲色 ヨコナデ ヨコナデ
橘おさえナ
デ

○

第83図－７ SE400.460京都系土師鯉 皿 ［1２２ 2２ 卓5.6 明灰褐色 ヨコナデ
『2」 楯おさえナ

デ

第83図-８ ＳＥ400.460京都系土師秘 皿 ［2-8 2.6 卓4‘５ 明灰褐色 ヨコナデ ヨコナデ
掴おさえナ

デ
○

第83図-９ ＳＥ400.460京都系土鹿器 皿 ［13.8 1.9 ●8.0 曙灰縄色 ﾖコナデ ヨコナデ ０ ○

第83図-10 ＳＥ400.460京都系土師輯 皿 13.4 ‘９ 卓7.5 灰褐色 ﾖコナデ ヨコナデ
樋おさえナ

デ
○

第83図-11 ＳＥ400.460京都系土師秘 14.2 .８ *8.0 明灰褐色 ﾖコナヂ ヨコナデ ○

第84図－１ SX409 土師器 小皿 在地 ［7.1 ､９ *5.7 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ ０

第84回-２ SX409 土師器 小皿 在地 ●8-5 ２ 申(7.7） 渓褐色 ﾖコナヂ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○

第84図-３ SX409 十鐸塞 小皿 在地 *8.1 2.7 ●6.0 歯褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０ ０ ０

第84図-４ SX409 土鐸器 坪 在地 ＊ Ｚ１ 3.8 *9.1
明灰褐色～

淡褐色
ﾖコナデ ヨコナデ ナヂ 糸切り ０ ０

第84図－５ ＳＸ４０９ 土師巽 坪 在地 ＊ 3.1 4.6 *(9.3） 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○ 白色粒

第84図－６ SX409 土師署 坪 在地 ＊ 2.8３．７ *9,9 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○ ○

策84図-７ SX409 土師馨 坪 在地 ＊ ２５4.1 *(9.3） 明掲色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０ 霞
第84図-８ ＳＸ４０９ 十節曇 坪 在地 申 3.5４．４ 申9.1 明褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ○

第84回－９ SX409 土師馨 坪 在地 ＊ 4.73.5 ●《11.0》 減褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ０ ０ ０

第84図一 ０ SX409 土師淫 坪 *5,8 灰褐色 ナデ
糸切り板状

圧痩

第84図一 SX409 士輝壁 坪 *13.52.8 中5‘４ 淡白褐色 ﾖコナヂ ヨコナデ ナデ 糸切り

第84図一 ２ SX409 十斡具 灯火具 6.6 明褐色 糸切り ０ ○

第84図一 ３ SX409 十型晶 灯火具 牟6.3 明負灰色 榎杜汗喧 ０

第84図一 ４ SX409 士襲晶 灯火具 4.3 8２ 明褐色 糸切り ０ ０ ０ ○

第84回一 ５ SX409 焼縄陶嬰 壷 備前焼

第84回一 ６ SX409 土器片加Ｔ品
血径

３．１

厚
淡褐色 糸切り ○ 白色粒

第84図一 ７ SX409 焼縄陶馨 播鉢 働前焼
12本単位の

摘り目

第84図一 ８ SX409 盲目余壁 掴鉢 *3０４ 梱おさえ 内面著しく摩滅
第86図一 SK487 青花 皿 皿E群？ 中国景徳砿系 申5.8 丑付無軸

第86図-２ ＳＫ４８フ 白磁 碗 Ｖ園 中国
第86図－３ ＳＫ４８７ 土節馨 坪 在地 1２０ *5.8 申7２ 鴎櫨褐色 ﾖコナデ ヨコナデ ナデ 糸切り ○ ○
第86図-４ SK487 青磁 碗 中国屈泉鷹系 申15.9 へラ彫り

第86図－５ SK487 瓦画士墾 掴鉢 ●14.8
5本単位の

掘り目
極極庄哩

第88図-１ SX975 青磁 翰花皿 中国随泉廟系 申13,8

第88図-２ SX975 青磁 碗 中国値泉窯系 車15.9

第88図-３ SX975 青磁 碗 中国頗泉窮系

第88図-４ SX975 土師器 坪 ●6.4 檀褐色 ヨコナデ
ヨコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ０

第88図-５ SＸ９７５ 土師盤 坪 *7.1 檀褐色 ヨコナデ
ﾖコナデエ

具による段
ナデ 糸切り ０

第88図－６ SX975 士製品 土錘 長5.1幅1.6

第88図－７ SX975 陶器 四耳壷 タイ 凪色型 無鞘 ０
第89図－１ SＸ７ＯＯ 青花 皿 皿C群 中国 申1Ｑ７

第89図-２ ＳＸ７００ 白磁 皿 中国 *10.3

第89図－３ ＳＸ７００ 白磁 皿 中国 申6.7 丑付鯉鞘
第89回-４ ＳＸﾌ００ 青磁 碗 中国随泉廟系 *13‘１
第89図-５ ＳＸ７ＯＯ 青磁 碗 中国側泉廟系 ＊5.6 高台内餓翰

第89図－６ SX700 青磁 萱 中国館泉廟系
且大

径
●9.0

鍾鞄

第89図－７ ＳＸ７ＯＯ 京都系土師秘 皿 巾15‘１ ２７ 明賃灰色 ﾖコナデ ヨコナデ
一方向ナ

デ
描おさえナ
デ

０

第89図-８ ＳＸ７００ 京都系土師籾 皿 申11.6

第89図-９ SX700 十型晶 灯火具 5.7 6.6 明灰褐色

第89図-10 SX700 万百十壁 損 *34.4 ナデ ナデ
格子状夕夕

キ
０ ０ ○

第89図-11 SＸ７ＯＯ 焼崎陶響 禰鉢 備前焼
第89図-12 SX700 焼碕陶嬰 掴鉢 傭前焼
第90図-１ SOO4 士製品 トリペ *6.4

第90図－２ SO14 青花 皿 中国津州窮系 車1１．０
第90図-３ SO89 焼締陶馨 甑 中国？
第90図-４ SO89 焼崎陶響 鉢？ 中国？ ●8.8

第90図－５ ＳＯ４８ 青花 小坪 中国 ●2.4 骨付猿馳 高台内｢福｣字銘第90図-６ Ｓ1３１ 瓦質土留 碗 *9.4 3.8 刺.４

第90図－７ Ｓ1１４ 焼締陶盟 鉢？ 中国？ ＊11.5

第90図-８ Ｓ1３５ 焼縫陶響 鉢？ 中国？ 鮫軸？
第90図-９ Ｓ395 陶聾 題 瀬戸･曇道産 ●７．５ 灰軸 鯉瑚

第90図一 ０ Ｓ222 陶嬰 小皿 瀬戸･埜遣塵 申5.8 2L5５ ２４ 灰軸 錬聴

第90図一 Ｓ550 象康青磁 皿 朝鮮 ●24.6

第90図一 ２ Ｓ594 青磁 皿 中国景徳餌系 高台内に呉須で｢天下
大平I銘

第90図一 ３ Ｓ5５１ 華南三彩 不明 姐鞄

第90図一 ４ Ｓ6７３ 青花 碗 ●13.0

第90図一 ５ ９５８５ 焼碕陶圏 長屑題 ペトナム
第90図一 ６ S6７３ 青花 碗 中国 *4.4 丑付黛粕
第90図一 ７ S682 陶秘 舟徳利 朝鮮 申8.2

第90図一 ８ S692 焼締陶器 壷？ 侭楽焼
第90回一 ９ S673 焼碕陶響 鯖頚壷 画前焼 申9,5
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第90図－２０ Ｓﾌ6９ 灰色磁哩 小坪 *5.3

篤90図-21 Ｓ760 青花 皿 皿Ｂ1群 ●1０．９ 2.8 車5.7 丑付蝕軸

第90図-22 Ｓ684 白磁 皿 *11.8 鍾鞄 二次被熟著しい
第90図-23 Ｓ760 青花 碗 中国津州窟系 申1６．６ 牢6.4 車5.4 掻鞘

第９ 図－２４ Ｓ７６０ 青白磁 椙題

第９ 図-25 Ｓ786 色絵磁理 水滴

第９ 図-26 S802 青白磁 合子 錠ね

第９ 図-27 S862 陶響 舟徳利？ 朝鮮 *1１．１ 鯉掲色鞄

第９ 図-28 S777 青磁 瞳花皿 中国随泉廟系 ●１１．７ ３．１ ●5.5 寓台内蛇ノ

目馳剃２F
第９ 図-29 s８１５ 白磁 八角皿 中国景徳鎮系 車9.0 ２４ ４．４ 高台内｢大明年造｣銘
第92図－１ SOO4 土製品 灯火具 ●6.2 6.6 *5.7 明貫褐色

第92図-２ S７Ｏ２ 士璽晶 灯火具 *７．１ 5,8 *5.3 明黄褐色 糸切り ○ ○ ○ 白色粒

第92図-３ S817 土製品 灯火具 *6.6 6.4 ＊5.7
明褐色～淡

褐色
糸切り ○

第93図-１ Ｓ965 瓦 軒平瓦 瓦当杷19.3高さ3.7

第93図-２ Ｓ483 瓦 丸瓦 ２次焼成のためか鹿ん
でいる

第93図-３ Ｓ1０４ 瓦 平瓦

第93図-４ Ｓ1０９ 瓦 平瓦

第93回-５ Ｓ1０７ 瓦 平瓦

第93図-６ Ｓ1０７ 瓦 平瓦

第94図-１ ＳＯＯ１ 珂緑凝灰岩 硯 長 幅 厚1.9 ｢赤間石』

第94図-２ Ｓ852 安山岩製 茶臼 最大径*22.2

第94図-３ Ｓ1０４ 安山岩製 石臼 最大径*29.1

第94図-４ ＳＯＯ１ 安山坦哩 石臼 最大径*27.0

第94図-５ ＳＯ６９ 安山登製 石臼 最大径*29.6

第94図-６ Ｓ293 安山岩製 石臼 ＆大径*34.2

第100図-１ 包含屑 青白磁 合子 *3.5 1.9 *3.3 鍾軸

第100図-２ 包含用 青白磁 皿 車3.6 富台内中央のみ無軸

第100図-３ 包含団 白磁 皿 中国 *8.0 畳付飼鞘 高台内圏線

第100図-４ 包含用 白磁 小坪 中国景徳鎮系 車3.0 丑付鍾軸

第100図-５ 包含層 白磁 皿 中国景徳随系 申12.42.6 *7.6 丑付知軸 高台砂付着

第100図-６ 包含屑 白磁 菊皿 中国景徳値系 申1１，８

第100図－７ 包含用 青磁 香炉 中国

第100図-８ 包含層 青磁 香炉 中国 *3.4 斌軸 鐘鞘

第100図-９ 包含層 青磁 碗 中国随泉黛系 ● 3.9
文樋へラ

彫り

第100図一 ０包含層 青磁 皿 中国随泉窮系 ● 1.3

第100図一 包含層 青磁 碗 中国筋泉廟系 ● 1.5
ｑ■罫呑;JＬ

8●

第100図一 ２包含屑 青磁 碗 中国館泉廟系 卓 5.2 麟蓮弁

第100図一 ３包含屑 青磁 皿 中国随泉寵系 ＊ 1.93.1 *5２ 無軸

第100図一 ４包含周 青磁 碗 中国価泉窟系 申 3.8
へラ彫り文

機

第100図一 ５包含層 磁碁 碗 中国 *5.1 喝助 丑付飼軸

第100図一 ６包含層 育花 皿 皿８１群 中国畳鐘鎮至 ●12-5

第100図一 ７包含層 青花 中国津州廟系 車5.2 無馳

第100図一 ８包含用 青花 皿 皿Ｃ群 中国 *3.4 翻軸

第100図一 ９包含層 青花

第100図一 ０包含用 青花 中国津州窺系 申10.1

第100図一 1１ 包含用 青花 皿 皿Ｃ群 中国 *3.4 餓軸

第100図一 包含層 青花 皿 皿Ｃ群 中国景徳鎮系 牢3.3 錘鞄

第100図一 1３ 包含層 青花 中国津州蕪系 ●1０．３

第100図一 1４ 包含層 青花 皿 皿E群 中国 本7.1 畳付舗軸

第100図一 1５ 包含周 青花 皿 皿E群 中国 申9-2 丑付加粕

第100図一 包含層 青花 皿 皿E群 中国 ｡6.0

第100図一 1７ 包含図 青花 皿 中国津州窮系 *5.6 舞軸 高台砂付藩

第100図－２８ 包含園 青花 皿 中国津州薫系 *5３
蛇ノ目鞄

瓢ぎ
高台内砂付差

第100図-29包含園 青花 中国津州蕪系 ●10.8

第100回-30包含層 青花 皿 中国

第100図-31包含層 青花 皿 中国 申1６，３ 丑付熟軸

第100図－３２ 包含周 青花 碗 碗C群 中国 ＊13.7

第100図-33包含用 青花 碗 碗C群 中国 申129

篇1０ 図-33包含園 青花 碗E群 中国 ●1３．４ ７．９ 中5.4 丑付斌軸

第1０ 図-34包含用 青花 中国 5.0

第1０ 図-35包含屑 青花 碗 中国 申5.1 昼付熱軸

第1０ 図－３６ 包含層 青花 碗 碗E群 中国 申3.9 畳付加飴

第101図－３７ 包含周 青花 碗 碗E群 中国 車3.7 丑付知軸

第101図-38包含用 青花 碗 中国 高台内｢天下太平｣銘

第101図-39包含園 青花 碗 中国津州廟系 *4.2 錠角

第101図-40包含園 陶圏 天目碗 中国？ ●10,9 掲鞄

第101図-41包含層 陶圏 天目碗 中国？ 褐ね

第101図-42包含用 焼締陶馨 鉢 中国 ●17.1
うすい鮫
館？

第 ０１図-43包含層 焼締陶圏 鉢 中国 *11.8 鮫粕

第 01図-44包含層 陶嬰 壷 中国 凧褐色軸

第 ０１図-45包含層 陶塁 壷 中国 ●10.4 掲軸 知鞘

第101図-46包含層 華南三彩陶墨 壷 中国 *11.0

第101図-47包含屑 華南三彩陶墨 佃形水注 中国

第１０１図-48包含屑 陶理 茶入れ 中国 ＄3.3 褐軸 ｎ輪

第101回-49包含団 焼縄陶響 長圏瓶 ペトナム ＊１２‘７

第101回-50包含層 陶馨 壷 中国？ ＊１２･７ 掲軸

第101図－５１ 包含用 黒褐軸陶器 閣郁破片
タイ？ミャン
マー？

鳳掲色鞄 無軸
黒紫色

砂粒

第101図－５２ 包含用 白磁 皿 朝鮮 *６０

第101図-53包含層 白磁 皿 朝鮮 本6.8

第101図-54包含層 青磁 碗 中国津州窯系 ●7.0 鼠鞄 見込み目跡

第102図-55包含間 陶器 天目碗 瀬戸･錘理塵 車1０．５ 掲軸 下半澱ね

第102図-56包含層 陶器 鉢 瀬戸･画理塵 灰馳 下半穂軸 下半飼軸
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第 02図-57包含胴 閏弱 梅瓶 瀬戸･埜週塵 申4２ 灰軸

第 02図-58包含周 陶罷 梅瓶 瀬戸･塾嚢塵 灰軸 侭鞘

第 02図-59包含層 晦饗 灰胞 文繊陰劃

第 ０２図－６０ 包含屑 陶響 皿
折縁ソギ
皿

瀬戸･蔓翠塵 *11.5 灰鞄

第 02図－６１ 包含屑 焼縄陶鰯 掴鉢 働前焼

第 02図-62包含IEI 焼締陶器 坪 備前焼 *10.7 2.8 ＄5‘７ 糸切り

第 02図-63包含団 緑粕陶響 碗 僅内産 申6.1

第 ０３図－１ SK155 士里晶 灯火具 6-コ 6.4 ７．３ 明縄色 ヨコナデ 糸切り ０ ○ ０ 白色粒

第 ０３図-２ 包含団 士襲晶 灯火具 ●6.5檀褐色 ヨコナデ ナデ ○ ○ ０ 白色粒

第 03回-３ sｌ６８ 十画風 灯火具 ●8.0檀褐色 ヨコナデ ナデ ０ ０ ０ 白色粒

第 ０３図-４ sｌ６８ 士節百十鰹 ﾄリペ 4.3 1,8 内面スラグ付藩

第 03図－５ sｌ６８ ±師萱÷壁 トリペ 車4.3 1.9 内面スラグ付藩

第 03図-６ sｌ６８ 土師貢土嬰 トリペ *5.5 2.4 内面スラグ付晴

篇 ０３図-７ s930 華南三彩陶葛 董(水性） 中国 仰鞄 簸馳

第 ０３図-８ s328 焼繕陶墨 鉢 信楽
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遺物写真のキャプション表記例

本文中の第84図であれば（84-12）と表記する



頁図版１

２次調沓区遠景空中写真（東より）
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１次，第２次調査灰全景（合成写真）

２次調沓灰全景
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ＳＤ９７０青磁酒海壷蓋（５５－１９）

写真図版１０

ＳＤ９７０青磁蓋？（55-14）

認Ｆ

■Ｆ
缶’

ノ

～毎廷＝､宙

『■

. ｡，１．１

１翁～

ＳＤ９７０鬼瓦？（54-44）

Ｘ，．－図
可

SD970出土大内系土師器坪（53-32～３４．３９） ＳＤ９７０天秤皿（95-5）

SD970弱翠紬皿（55-5）

戸

４

■
ｐ
４
Ｎ
ｌ
１
Ｌ
》
》
叩
．
●
●
’
●
・
風
一
罰
】

「
蝿
吋
織

，
●
紳
叫
１
．
．
‐
・
垂
起
一
睡
一
一
一
一
一
》
一
一
》
一
》
一
。
弐

■可

熟 綴 ■ﾛ

皇』

認慰、．

Ｙ零ｆ
、竜．､‘’。ｉ属.諺１１

屍

ＳＤ９７０ベトナム産長胴瓶（53-11）

厚雨覇１Ｗ

｛！"１
１:諭！_Ｉ！

鰯

Y王〆

■

』

ＳＤ９７０中国産焼締陶器鉢（53-10）

声区画Ｎ

Ａ〆局 、
夕題へ

･ず

、

灘。

ＳＤ９７０白磁蓋（55-7）SD970中国産焼締陶器鉢？（55-22）

一ダニか

総編鴬Xき〃、
〃



SE400白磁八角鉢（80-2）

製蕊雲澱,ノ

SE460木製櫛（81-45）

|（
、

SE400タイ陶器四耳壷(耳）（80-21）

覇
一画垂

、

ピq

一
一

ｱ｣

h

塵ニエ

雪邑

道路状遺構出土中国産焼締陶器鉢（１０－５） 道路状遺構出土中国産焼締陶器鉢（10-6）

写真図版１１

‘

揖癌
１
１
Ｉ

自

鶴
鋤

SE460漆器椀(81-44）

Ｉ

瀞

早〃

SE400青磁瓶（80-9）

■

４
‘糟

』

配一



..利

中国産焼締陶器鉢(91-27）

岬

中国産焼締陶器鉢（101-43）

霞

SX975タイ産陶器四耳壷（８８－７）

聾唱胃．型

Ｓ１３５中国産焼締陶器鉢(90-8）

S222瀬戸・美濃産陶器皿(90-10）

Ｓ１１４中国産焼締陶器鉢(90-7）

驚画刈 鶏=割よ;鍔討溌蝉
一－二

局

SX700青磁壷蓋（89-6）

馬

四
．
錘

『
職

一
口
俳
蹄
・

源
ｒ

瀞
風
騨

照溌溌,ー =ｑ

幻｡

SO89中国産焼締陶器鉢(90-4）

『
＆

７

S682朝鮮王朝産陶器(90-17）

ｉｎ

蝋，

写真図版１２

童



凸

SP551華南三彩瓶(90-13）

語
』

、

三‘｡蕊則

＃
周一…一…＃
《、鋤識溌蝿鵬'嵐IＩ

帝0

|職｜,，
＝周、

；

習
．」 懸信′鼻絶

ロ
』 ご尾一基

華南三彩水注（101-47）

淳趣：

侭･齢’
、畔.A,ｱ”綱‘謝りPb

･泡。

SKOO1赤間硯（94-1） ＳＫ７６０灰色磁器小坪（９０－２０）

一一口

&浬当j星J，

、

ＳＫ９３０華南三彩蓋（１０３－７）

応△

写真図版１３

釧
制

熟輔

蔀

１
段 駿

唯

霞へＩ
是。』Ｐ－＝~～

§､亀“

ＳＫ５８５ベトナム長胴瓶（９０－１５）

至甫

SO89中国産焼締陶器瓶？（90-3）



､諭鍵毒縄
Ⅷ鶴一典

遺橋検出時出土遺物・表採遺物

、､議蕊＝
霧嘘

朝鮮王朝産白磁皿（１０１－５３）

中国産焼締陶器鉢（101-42） 褐紬磁器碗（100-15）

写真図版１４

ブ
Y‘

雲霧鍾蕊夢、

朝鮮王朝産白磁皿（１０１－５２）

頭
》
ｑ
尭
雪０

）

垂詑～

褐紬陶器茶入（101-48） 華南三彩瓶？（101-46）

２１

、

＝

ｂトヨ

．:‘陽一ＩＬ
､宗､'竺雲,’率旬諺凌"

ベトナム産焼締陶器長胴瓶（101-49） 褐紬陶器壷（101-50）

fg;,ｼご一

タイ産？陶器壷（101-51）

蟻（
【蕊雪．

霧 ’
諜
報
蔑
参
輔

■

瀬戸･美濃産陶器鉢（102-56）



､樋

灯火具（１０３－２）

■
‐
１
１

嫁

母
芦
卵
蹄
塞
吋
儒
い
』

爵W蕊
騨戸

灯火具（１１－４）

写真図版１５

灯火具（５８－２２）

房

』

Ⅱ
甘》

.発進

灯火具（１０３－３）

,鯉・

鶴:．'Ⅲ

小柄・弄

一■頭

一

出土灯火具集合写真

医総蕊:識％

笛畠一．謹鐘

■屍ロ

ー亨雫一

トー
角

_二ｺ
■●

謹雲雲豊曇蝋llil
宕画～再＝

蜂鍵謹 ロー』

貢

－劃

各遺構出土緑紬陶器碗

｡冠､

Ｋ
今

＝

ーｰ-‐

Ｉ

§唖瞳

勺‘箇'・彦一

雲謬霧⑭

Ｆ＝･一一画j孟鐸

周
】 君和字

Ｋ
ｈ員。’

』

､斌営録，.、
･し

議霊職、

四凸一一拍,二二－－－１亘里ムニー』一宇．

、駒

'▲▲
捨患鼻

各遺構出土越州窯系青磁

■･厚丁■~ｇ■目ロ画

一n選｡,き』



灯火具（84-14）

写真図版１６

灯火具（89-9）

灯火具（80-43）灯火具（84-12）

灯火具（９２－２） 灯火具（５８－２１） 灯火具（15-7） 灯火具（92-1）

Ｉ

灯火具（６１－１６）
灯火具（５３－３８）

凸一一一‐－ー＝ー

灯火具（１１－３）

砂

ii畿恥講筆電;ふ;L聖鐸〃

灯火具（92-3） 灯火具（19-10） 灯火具（50-5） 灯火具（38-6）

・私

卓

漣i蕊遮茎L避蕊澱

灯火具（80-42）

‐
ロ
ー

蕊
』
へ

灯火具（84-13） 灯火具（103-1）

灯火具（55-43）灯火具（58-23）

！峠１
１miii魁撒="

巧｡

河
戸邑■
自生



ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名

ちゅうせI,おおともふないょちあと

中世大友府内町跡

所収遺跡名

中世大友府内町跡

報 告 書抄録

おおともふない

大友府内７

中世大友府内町跡第１次．２次調査報告

大分市文化財調査報告書

第49集

高畠豊梅Ｈ１昭宏

大分市教育委員会

大分市荷揚町２番３１号

西暦２００４年３月３１日

ふりがな コード

所在地 市町村 遺跡番号

おおいたしにしきまち
4４２０１ ３３００５１

大分市錦町2丁目

種別 主な時代 主な辿構

世都市 戦国時代 道路状遺構

井戸跡

土坑

大分駅周辺総合整備事業に伴う発掘調査報告書２

北緯 東経
◎ヴ〃 Ｏ『Ⅳ

3３１３４５ 1３１３７２０

主な遺物

背花

華南三彩鶴形水注

ベトナム産長胴瓶

部系土師器

天秤皿

調査期間 調査面俄 調査原因
㎡

960402～ 8２０ 区IIhi終理ﾘ業

970805
件地

特記事項

最大幅１０ｍを測る戦国時代の

道路状遺構と、その両側に展

開する遺構群を検出。




